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発刊にあたつて

今回、団体営農地環境整備事業黒沢地区ほ場整備工事にあたり、発掘調査を実施した高速町大字長藤

4904番地他は、鉢伏山及び六ヶ所山に源を発する黒沢川と杖突峠に源を発する藤沢川の合流′点に開けた

小扇状地のほぼ扇央にあたる部分に位置し、この場所は八幡屋敷遺跡の範囲内にあります。

この八幡屋敷遺跡のある長藤中条部落は、藤沢川の東の段丘上に位置し昭和51・ 52年度に発掘調査を

実施した宮の原遺跡の出土遺物からも考えられるように縄文時代早期から古墳・奈良・平安 0鎌倉・室

町時代及び近世を経て、今日まで人々が連綿として生活の拠点としてきた場所と思われます。また、宮

の原遺跡からは町宝に指定されている縄文時代早期に比定される指圧薄手土器 (オ センベイ土器)、 八幡

屋敷遺跡近くの個人住宅地下からは有孔鍔付土器が出土しており、両遺跡は長藤地区はもちろん高遠町

を代表する重要な遺跡です。

中条部落に隣接する四日市場 。栗田部落は、江戸時代前期より甲州・三州・鎌倉・秋葉街道等へ通じ

る杖突街道の宿場として栄えてきた場所で、長藤地区の中心部であったと考えられます。

今回の調査は、ほ場整備工事の中条工区の中の12,000m2を 実施し、 トレンチ堀りによる調査の結果、

14ヶ 所の住居址のほか掘立建物址を確認し、住居址内からは縄文中期中葉に比定できる完全な形の埋甕

のほか 1万数千′点に及ぶ縄文時代の土器片、平安時代の土師器・陶器片、その他石器・石鏃が多数出土

しました。

また、今回の調査によって確認された住居址、掘立建物址等の遺構については、地元の方々の多大な

ご理解をいただき川砂を入れて保護し、更に水田面を嵩上げして遺構の保存が図られるような設計で工

事を実施していただくことができ非常にありがたく思っております。

この調査にあたり、快 くご承諾いただき調査の実施にご協力いただいた土地の所有者の方々にこの場

を借 りておネLを 申し上げるとともに、お忙しいところを長期間にわたりご努力いただいた調査団長の友

野良一先生をはじめ、ご足労をおかけしたにもかかわらず積極的に参加 していただいた作業員の皆さん、

また、ご協力をいただきました方々に心より感謝申し上げるとともに、この報告書が今後の教育文化の

向上 と埋蔵文化財の一層の保護のために活用されることを願い、発刊にあたっての言葉 と致 します。

平成10年 3月

高遠町教育委員会

教育長 中 原 長 昭



例   言

1。 本報告書は、平成8年度に実施した団体営農地環境整備事業黒沢工区ほ場整備工事に伴う、埋蔵文

化財緊急発掘調査報告書である。

2。 この緊急発掘調査は、高遠町役場の委託により高遠町教育委員会が実施 した。

3。 本報告書は、短期間の内にまとめることが要求されているため、調査によって検出された遺構・遺

物を、より多く図示・図版化することに重′点をおき、資料の再検討は後 日の機会に譲ることとした。

4。 第 3章第 2節中遺物分布図については、下記のとおり図示 した。

凡例  ●土 器  ▲石 器  ■鉄 器  ○黒曜石

△土師器  □陶 器  ×磁 器  ★その他

5。 本報告書の執筆者及び図版制作者は次のとおりである。

○本分執筆者 友野良一・松島信幸・寺平 宏・高島好文 0赤羽忠二・伊澤紹次

○図版制作者 友野良一・伊澤紹次・奥田静子・鈴木 岬・唐沢春恵・鈴木和恵

○写 真 撮 影 友野良一・伊澤紹次

○遺 物 整 理 友野良一・本田秀明・小松博康・伊澤紹次・ガヽ松孝臣・奥田静子・鈴木 岬

唐沢春恵・鈴木和恵 0新本 佳・田中浩二

6。 本報告書の編集は、主として高遠町教育委員会がおこなった。

7.遺物及び実測図類は、高遠町教育委員会が保管している。
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第 1章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至るまでの経緯

平成 8年 4月 15日  八幡屋敷遺跡発掘調査にかかわる届出等を提出

平成 8年 5月   発掘担当者友野良一氏と発掘調査の方法・期間などについて事前打ち合わせをおな

う。

第 2節 調査会の組織

○高遠町教育委員会

教 育 委 員 長

委 員 長 代 理

委     員

教  育  長

教 育 次 長

〃

社 会 教 育 係 長

係

〃

○発掘調査団

発掘担当者・調査団長

調 査 員

〃

〃

第 3節 発掘調査の経過

1996.

5。 27個 )

(平成 9年 10月 まで)

(平成 9年 10月 から)

(平成 9年 3月 まで)

(平成 9年 4月 から)

(平成 9年 3月 まで)

(平成 9年 4月 から)

(平成 9年 3月 まで)

(平成 9年 4月 か ら)

(日 本考古学協会会員・東洋陶磁学会会員)

(長野県考古学協会会員・長野県文化財パ トロール員)

(第四紀学会会員) 地形 0地質

(第四紀学会会員) 地形・地質

北原作英

横田 稚

中畑節子

阪下哲彦

山川 廣

中原長昭

矢澤秀雄

伊藤 清

小松博康

加藤俊幸

伊藤隆博

伊澤紹次

西村恵子

西村真紀

友野良一

本田秀明

松島信幸

寺平 宏

発掘調査 日誌

午前中、仮設 トイレ設置。

午後、資材搬入およびテン トの設営を行なう。

表面採取13′点 (作業員 4名 )

資材搬入 (一輪車、机、測量用具一式)

午前 9時 45分より現地にて打ち合わせ後、テント周 りの穴掘 り (雨対策)ト レンチを入れる

5。 29困
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位置を測量し、D地点を0に 設定し、 5m間隔で17本の トレンチを設定し白線を引いて写真

撮影をする。

Iト レンチを2mの幅で、南側から北側に向かって重機にて表土剥ぎを行ない試掘調査を行

なう。地表から15cmか ら20cm位が耕土で、南側から北側に向かって右に耕土、左に堆石土を

置く。地表から45～ 50cm位 まで調査をし、遺物に遺物カー ドを付ける。

現地にて、測量会社との打ち合わせ。(9名 )

5。 310 午前 9時 よりIト レンチの試掘、深さ50cm位 まで行なう。

午前10時過ぎに東部建設社長によりHト レンチの表土剥ぎを行なう
…
。地表より50～ 55cm位 ま

でを掘る。午前中 Iト レンチ47m付近にて炉と思われる石組を発見、すぐ側より柱穴と思わ

れる穴を確認、また、そこより2～ 3m手前で動物の骨と思われるもの、投弾と思われる丸

い石、重りに使ったと思われる石を発見する。また、42m付近で底のない甕 (伏ガメ)を発

見し、午後埋める。

峰コンサル井口氏と午後友野先生、係長 と打ち合わせ。

炉を平板におとす。

本 日も伊藤仁八さんの協力をいただく。

宮澤茂さん宅にお願いし、水を利用させていただくようお願いする。(9名 )

6.30 午前 9時 30分より鍬入れ式 (教育長、友野先生による鍬入)係長、友野先生より説明後、H
トレンチの試掘。H・ Iト レンチの遺物測量をして遺物NQご とに袋に詰める。 1～ 99ま で測

量。メッシュ部の作図、 Jト レンチの断面図。袋詰めの遺物は、テント内に保存。

伊那毎日、長野日報、伊那ケーブル取材。 (20名 )`

6.4ω K・ Lト レンチ試掘。KOLト レンチをみる限りでは、住居址はなさそうとの先生の話。L

トレンチを重機で数箇所掘ってみるが、住居llLら しきものは確認出来なかった。Kト レンチ

より内黒と平安時代と思われる片を見つける。

中条の条は条理制から来ているかもしれないとの先生の話あり、また、古東山道が通ってい

たかもしれない。

重機でL:Mト レンデ表土争Jぎ、午後0.Pト レンチ表土争Jぎ、午後、炉 2箇所発見。(11名 )

6.5困 0.Pト レンチ試掘、Pc M.Qo Rト レンチ30cmの 深さで、試掘。重機によりQ.Rト レ

ンチ表土剥ぎ(午後 Sト レンチ表土剥ぎ及びS15m付近t S25m付近たて掘りとDト レンチ

奥の表土争Jぎ。PQ間 6m、 その他は5m間隔。NQ l.2及びS-3付近の遺物あげ。Qト

レンチより人骨出土。 (20名 )

6.6囚  Sト レンチ試掘、たて掘りとの交差するS-3付近より土器片約70`点 出土。午前10時過ぎ、

女性は遺物洗い。男性Q.R.S.ト レンチ深さ約50cm試掘。R-4付近より土師器片 4`点出
.′ i t  

・     :・

二±1。

宮澤さんより話を聞 く。宮澤さんの田と上の猛秀さんの田の間の上手から40年程前に甕が出

てきたとのこと。表採でも大きな土器片が見つかっている。

午後 3時過ぎ全員でRト レンチ試掘。 (14名 )

6.70 Hト レンチ広げる、伏ガメ他断面取 り。遺物測量。

H― Iト レンチ 8-9間広げる。 (16名 )

6.10個)Hト レンチ広げた部分を平にならす、遺物測量後遺物あげ、午後強雨のため早めに終了。(12
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名 )

6。 1lω H一 Iト レンチ間の表土剥ぎ、 4mを 8mく らいまで広げる。H― I間住居址 とも思われる

が、炉が見つからないことと土器も新 しいものと古いものが混ざって出てきているので、土

器捨て場だったかもしれないとの先生の話があった。

一番最初に炉の見つかった所を第 1号住居址 とする。

松島・寺平両先生に全体の地質調査を依頼する、午前中町図にて友野先生 と確認を行ない両

先生現地へ向かう。

先生より、土器は出た所から動かさないのが原則という話 と炉は半カットで掘るのが原則で

あるという話あり。

Hト レンチ 6-7間 より埋めガメ2ケ出土。

友野先生より、この辺には珍 しい黒い石でEUと 呼ばれる石が出土しているという話あり。

(17名 )

6。 12困 重機にてH― Iト レンチ間の耕土を Iト レンチに戻 しながら、H一 Iト レンチ 1-2間の表

土争Jぎ を行ない広げ、60cm位 まで掘 り下げる。

松島・寺平両先生地質調査、K.Lト レンチを3m位の深さまで掘 り下げサンプ リングの土

を取っていく。周辺の調査 も行ない、り||の対岸、藤沢方面も調査するとのこと。

掘 り下げた土の中の軽石状のものは、約 5万年前位の土で、火山灰は 3万年をきることはな

いとの先生の話。

寺平先生の話、玉ネギの皮のように余Jけ てくる輝緑岩が多く、加工 した石のようにも見える

ので、土器 と間違えるかもしれないとのことで、黒沢の入 り回の辺に多いとのこと。また、

藤沢川を下って弁財天まで行ってお り、上伊那に多いとのこと。

遺物測量NQ269～ 358ま で。 (13名 )

6。 13内  H・ Iト レンチ 6-8間 80cm～ lmの深さまで掘 り下げる。第 1号住居址の柱穴堀 り。

H・ Iト レンチ 2-5間柱穴不明のためサブ トレンチを入れる。遺物測量。 (12名 )

6。 140 H・ Iト レンチ 0-2間表土争Jぎ。H・ Iト レンチ間のサブ トレンチの掘 り下げ。遺物測量。

(14名 )

6。 17鯛)H・ Iト レンチ 2-5間の写真撮影。昨日に引き続きH・ Iト レンチ間のサブ トレンチの掘

り下げ。H・ Iト レンチ 2-4間実測。 (12名 )

6.18ω 雨天のため午前中遺物洗いをして終了。 (6名 )

6。 19因  H・ Iト レンチ 1-2間にサブ トレンチを入れ、周 りを掘 り下げる。H・ Iト レンチ間の焼

土部分にサブ トレンチを入れる。Hト レンチ 7～ 15m間の断面図を取る。 (11名 )

6。 20囚 H・ Iト レンチ 2-3間にサブ トレンチを入れ、周 りを掘 り下げる。耕土下60cm位の面より

埋甕 4つ と炉出土。遺物測量及び実測。H・ Iト レンチ 0-1間 より猪 と思われる形をした

土器 (NQ554)出 土。 (12名 )

6.210 H・ Iト レンチ 1-2間の掘 り下げと遺物洗い、遺物測量を行い雨天のため午前中にて作業

終了。 (11名 )

6。 24個)H・ Iト レンチ 0-2間掘 り下げと遺物測量。H・ Iト レンチ 2-3間の断面図を取る。

L一 Mト レンチ 6-8間、炉の付近を拡大 して掘 り下げる。 (13名 )

6.25ω 雨天のため遺物洗い。 (5名 )
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6.26的 雨天のため遺物洗い。 (5名 )

6.27囚  L一 Mト レンチ 2-3間及び 6-8間 (炉周辺)の掘 り下げ。 L一 Mト レンチ 2-3間 にサ

ブ トレンチを入れる。 L一 Mト レンチ 7-8間の炉を中心として柱穴 4ケ所確認し、第 3号

住居址と決定する。第 3号住居址実測。 R一 Sト レンチ 3-4間重機にて表土剥ぎを行い、

掘り下げを行う。 (15名 )

6.280 雨天のため遺物洗い。(8名 )

7。 10 R― Sト レンチ間にサブトレンチを東西、南北に各 1本入れる。遺物測量。 (12名 )

7.2ω L一 Mト レンチ2-3間の掘り下げを行い、仮設テント横の田 (Cト レンチ)の掘り下げを

行う。 (15名 )

7。 3因 テント下の田にトレンチを入れ、重機にて表土争Jぎ を行う。LOMト レンチ2-3間にサブ

トレンチを入れる。第 104号住居址実測。遺物測量。A・ BOC・ Dト レンチ掘り下げを

行う。 (14名 )

7.4困 CODト レンチ間及びHト レンチ0-2間の掘り下げ。第 2号住居址の実測と遺物測量。 (14

名)

7。 50 HOIト レンチ0-2間の掘り下げ。D・ Eト レンチ間、重機による拡大と掘り下げ。遺物

測量。 (16名 )

7。 80 雨天のため遺物洗い。(6名 )

7。 9ω 雨天のため遺物洗い。(8名 )

7.10困 D・ Eト レンチ間、重機による掘り下げを行った後床面確認のため更に掘り下げを実施。職

員研修本日より実施、R・ Sト レンチ間の掘り下げ。仮設テントの移動を行う。 (21名 )

7。 11囚  C・ Dト レンチ間及びROSト レンチ間の掘り下げ。午後0ト レンチの掘り下げを行う。 (24

名)

7.120 重機によりCト レンチ拡大。O・ Aト レンチ間柱穴確認。職員0ト レンチの掘り下げを行う。

(18名 )

7.15鯛)00Bト レンチ間及びResト レンチ間の床面確認。00Bト レンチ間にて柱穴36本確認し、

午後実測と職員によるCト レンチの掘り下げを行う。 (24名 )

7。 16ω AOBト レンチ5-6間 を掘り下げたところ、幅15cm位の柱を数本確認する。栗の木かと思

われるが、そんなに古いものではないと思われる。実測を行う。 (24名 )

7.17因  Cト レンチの表土余Jぎ を行い、職員により掘り下げを行う。Bト レンチ5-6間作業員によ

る掘り下げを行う。第 9号住居址、掘立建物址の写真撮影を行う。 (29名 )

7.18肉  Cト レンチの掘り下げを行う。A・ Bト レンチ5-6間の数本の柱は焼けて崩れたもので貫

の跡もはっきりと確認できるので、柱として使用されていたものと思われる。掘立建物址と

思われる場所の柱穴については柱間がほぼ 1間 ごとに並んでいる。午後遺物測量を行う。(29

名)

7.190 DoEト レンチ間職員による掘り下げ。住居址になりそうである。作業員によりA・ Bト レ

ンチ5-6間、O・ Aト レンチ6-7間の掘り下げを行う。実測及び遺物取り上げを行う。

(34名 )

7.22鯛)作業内容打ち合わせ。O・ Aト レンチ6-7(間は平安時代の住居址で竃についても煙道が確

認できたため、第10号住居址とする。母屋柱がはっきりしないためもう少し掘り下げてみる。
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出土土器についてはきめ細かに造られているものと粗雑なものとの 2種類ある。

C・ Dト レンチ間の掘 り下げを行い、住居址を確認する。 (14名 )

7.23ω O・ Aト レンチ間、DOEト レンチ間の住居址の床面確認作業 とHト レンチの第 7・ 8号住

居址の拡大。第10号住居址実測。遺物測量。 (14名 )

7。 24的 Hト レンチの第 708号住居tlL拡大部分の掘 り下げと実測、遺物測量。 (14名 )

7。 25囚 第11号住居址掘 り下げと実測。 E・ Fト レンチ間拡大部分の掘 り下げ。遺物測量。 (14名 )

7。 260 D・ Eト レンチ 2-3間 を重機にて拡大する。第 4・ 7・ 8号住居址の床面確認。遺物測量。

町議会議員視察。 (14名 )

7.29個)第 4・ 7・ 8011号住居址の床面確認作業。D・ Eト レンチ 2-3間にて土墳確認。遺物測

量。 (13名 )

7.30ω 第11号住居址床面確認作業の続き及び実測、遺物測量。 (13名 )

7.31的 H・ Iト レンチ間第13号住居址の床面確認とROSト レンチ間住居址確認。第11号住居址よ

り直径22cmの 埋甕出土。 (13名 )

8。 1肉 第11号住居址実測。00Pト レンチ間掘 り下げと遺物測量。 (14名 )

8.20 昨日に引き続き00Pト レンチ間の掘 り下げと遺物測量。 トレンチ内にサブ トレンチを設定

する。 (14名 )

8.4 1EI)現地説明会開催6参加者約80名。

8。 5働 産業課 と打合せ後、第 2・ 405・ 6号住居址の埋甕及び伏甕取 り上げ。 (15名 )

8.6ω  00Pト レンチ 3-5間の住居址床面確認。第14号住居址実測。 (12名 )

8.7m 第15号住居址の床面確認と実測。遺構保護のため川砂を入れる。 (13名 )

8。 8肉 昨日に引き続き、遺構保護のため川砂搬入。OOPト レンチ断面図を取る。 (14名 )

8。 90 第11号住居址の炉取 り上げ。遺構保護のため川砂搬入。 (12名 )

8.13ω 各 トレンチの埋め戻 しと遺物洗い。 (5名 )

8。 20鯛)住居址の埋め戻 し作業 と遺物洗い。 (10名 )

8.21ω 住居址の埋め戻 し作業 と遺物洗い。 (8名 )

8。 230 発掘資材、テントの片付けと洗った遺物の運搬。 (6名 )

9月 ～1998年 3月

発掘調査終了届 と報告書の作成。

≪発掘調査に参加いただいた方々 (順不同・敬称略)≫

伊 東  晃  名 和 長 利  名 和 正 一  小 松 孝 臣  宮下美咲男

伊藤喜和治  伊 藤 由 人  赤 羽 慶 喜  奥 田 静 子  鈴 木  岬

唐 沢 春 恵  赤羽のぶ子  北 原 貞 子  北原智恵子  久保田米子

高松富美恵  山 川  廣  矢 澤 秀 雄  加 藤 俊 幸  小 松 博 康

伊 藤 隆 博  伊 澤 紹 次  西 村 恵 子  中 原 長 昭  橋 爪 貞 夫

0東部建設  仰峰コンサル 高遠町役場職員
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 遺跡の位置

今回の発掘調査地である長野県上伊那郡高遠町大字長藤4904番地他に所在する八幡屋敷遺跡の地理的

位置は、東経138度 5分50秒、北緯35度52分50秒に位置している。この八幡屋敷遺跡は、JR飯田線伊那

市駅から国道361号により高遠市街へ至り、更に国道152号を北上した17kmの 地′点にあたる。また、中央

東線茅野駅から杖突街道 (国道152号 )に て至ることもできる。

八幡屋敷遺跡は黒沢川が藤沢川へ合流する小扇状地の扇央に位置し、標高は860m内外の範囲にある。

第 1図 遺跡の位置図  ①今回の調査地

Cヽい‐夕aハヾ ヽヽ ヽヽいヽヽヽヽ Sゞミニクη‖1ヽみN1///=け ,ハ″tヽハ フヽベヽ べνヾ ゛ヾ ―ヾ 1ヽヽ ヽヽヽヽ ヽヽ 、ヽ ^、
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第 2節 地形 。地質及び周辺の遺跡分布

|)地形及び周辺の遺跡分布

明

遺跡名 下

内編
一

宮

坊

③

⑫

⑨神 明 上 ⑩権殿屋敷 ①和手垣内

⑬八幡屋敷 (今回の調査地)⑭ 宮 の 原

第 2図 遺跡付近の地形及び周辺の遺跡分布図
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2)高速町藤沢谷の地形と地質

(|)中央構造線と藤沢谷の地質

三峰川の支流である藤沢川は杖突峠から流れ下

って高遠町の中心部で三峰川に合流している。こ

の谷は中央構造線に沿って侵食された断層線谷で

ある。中でも、長藤地区板山から藤沢地区荒町の

間の 8 kmは藤沢川の谷底を中央構造線がとおって

いる。

藤沢谷は中央構造線をはさんで、見かけや成因

が異なった岩石が接 し合っている。 日本の基盤岩

の地質は中央構造線をはさんで内帯と外帯とに区

分 している。藤沢谷では、西山の山地が内帯にあた

(2)西山 (内帯)の岩石

写真 1 中央構造線板山露頭 ハンマーの左が内帯、右
が外帯

り、東山の山地が外帯にあたる。

西山の内帯側に分布する岩石の大半は変成岩類と花同岩類である。特殊なものとしては調査地の中条

にコー トランド岩の小岩体がある。また輝緑岩などの小岩派が点在 している。

西山には藤沢川の支流であるいくつかの小谷があり、その谷ぞいにも集落が散在 している。この地域

の主要な岩石は変成岩である。領家変成岩と呼ばれる低圧高温型の変成作用を受けてできた岩石で、そ

のほとんどは泥質岩や砂質岩起源の変成岩である。

花間岩類は、藤沢川に沿い、中央構造線に接して細長 く分布 している非持 トーナル岩と、勝間石英閃

緑岩とがある。一方、これらとは別に、西山の山

頂部に分布する高遠花同岩がある。

中央構造線に沿ってはマイロナイトがある。か

つて、「鹿塩片麻岩」の名で知られた有名な岩石で

ある。分布は中央構造線の西側に接して巾500m以

内に、細長 くのびている。月蔵山の山頂部、板山、

塩供から中条の間、栗田などで観察できる。

マイロナイトには源岩のちがいから2種類に大

別される。一つは、非持 トーナル岩由来のマイロ

ナイトで、白い斜長石の斑晶をもつ縞状の岩石で

写真 2 コー トラン ド岩 中条、鼠垣外の露頭 写真 3 輝緑岩 黒沢地区東端の露頭

写真 4 鹿塩マイロナイ ト 栗日の神社の上
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第 3図 藤沢谷の地質概略図 (5万分の 1地質図幅「高遠地域の地質」より)
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□
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国
□
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□
□
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□
⑮
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泥岩砂岩起源変成岩

沖積層 (礫・砂・泥)

段丘及び扇状地堆積物

(礫・砂 0泥 。テフラ)

塩嶺火山岩類

(安 山岩 0デイサイ ト質溶岩・火砕岩)

輝緑岩の岩脈

石灰岩起源変成岩

ある。うすく緑っぽい色を呈している所もある。もう

一つは、変成岩由来のマイロナイトで、見かけは片麻

岩と同じである。

内帯の岩石類の生成史を簡単にまとめてみる。変成

岩類の元の岩石はジュラ紀 (だいたい2億年前から 1

億 5千万年前ころ)の海でできた地層である。泥岩と

砂岩を主としている。わずかながら礫岩 0チ ャー ト・

石灰岩・火山岩が含まれている。これらの地層の生ま

れた場所は大古の大平洋である。

藤沢谷の骨組みをつくっている地層は、ジュラ紀の

末ころの変動によリアジア大陸の一部に付加された。

続いて、 1億年前ころに、これらの地層は低圧高温型

の変成作用によつて現在見られるような変成岩に変化

した。変成作用より少し遅れて花同岩類が貫入してき

た。地下の深いところには、非持 トーナル岩が先に貫

入してきた。浅いところには高遠花同岩が後から貫入

してきた。 9千万年前ころから7千万年前ころのこと

である。

こうした変成岩や花間岩などができた場所は地下の

深い場所でのできごとである。現在、こうした岩石が

地表に現れているのは、数千万年の間のいろいろな変

動の結果である。なんといっても特筆されるべき大き

な変動は、アジア大陸から日本列島が分離して島々を

連ねるようになった大変革 (1500万年前ころ)である。

(3)東山 (外帯)の岩石

]領
家変成岩類

高遠花同岩

勝間石英閃緑岩

非持 トーナル岩

マイロナイ ト類

コー トランド岩

石英片岩

苦鉄質片岩 (緑色片岩)

泥質片岩 (黒 色片岩)

点紋片岩

蛇紋岩

藤沢谷の地質概略図几例

三波川

変成岩類

藤沢谷の東山は外帯の岩石でできている。この岩石は三波川結晶片岩 と呼ばれる高圧低温型の変成岩

であり、三波川変成岩 とも呼ばれる。

三波川変成岩もジュラ紀の海で生成 した地層が変成作用を受けてできた岩石である。この岩石は薄 く

ペラペラに剥げやすい。黒っぽい片岩は泥質岩が変成 したもの、緑っぽい片岩は凝灰岩が変成 したもの

で、いずれも風化 しやすい。チャー ト起源の石英片岩は堅い。塊状の緑色片岩は塩基性火山岩類起源で

ある。少量であるが石灰岩も含まれる。

(4)守屋層と塩嶺火山岩類

藤沢谷の上流部には領家帯や三波川帯の岩石よりずっと新 しい地層が分布 している。守屋層と塩嶺火

山岩類である。

守屋層は守屋山を中心にして、内帯側に分布 している第二紀中新世 (1600万年前前後)の海成層であ

る。諏訪から北のフォッサマグナ地域に分布する新第二系の南のはしに分布する地層である。南限は片

倉で、礫岩 0砂岩・泥岩からなり、貝化石を含んでいる。守屋山の山頂部一帯には安山岩質の溶岩や火

砕岩類があらわれている。

塩嶺火山岩類 (牧本ほか、高遠地域の地質、1996に よる)は別名を塩嶺累層とも呼ばれている。守屋
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層の上に重なっていて、第四紀初めの火山噴出物である。主体は安山岩溶岩や火山砕暦岩からなる。

藤沢谷における塩嶺火山岩類の分布は中央構造線から外帯地域にまたがっている。杖突峠から晴ケ峰

一帯の尾根をつ くり、東縁は国立高遠少年自然の家のある谷まで見られる。南端は御堂垣外から荒町に

かけてのびている尾根上に分布 している。

塩嶺火山岩類の活動は約150万年前ころである。杖突峠方面から藤沢谷を流れ下った火山泥流は三峰川

まで達 している。伊那市の笠原と南割の間にそびえている天神山は藤沢谷を流れ下った塩嶺火山岩類で

できている。

(5)地形が逆転 した藤沢谷

中央構造線に沿ってできた藤沢谷を、最初に埋めた地層が塩嶺火山岩類であるも火山岩類の名前から

して、噴出したときは山をつくっていたと、誰も思ってしまうだろう。しかし、そうではない。この火

山岩類は約150万年ころの藤沢谷に諏訪方面から流れ込んできた溶岩や火砕岩類である。今でこそ、晴ヶ

峰のような、なだらかな尾根をつくっているが、かつては谷底だったのである。

塩嶺火山岩類が分布する尾根の東側に松倉から千代田湖に向かう松倉川の谷がある。この谷から東側

は三波川帯の片岩類である。塩嶺の火山岩類が流れ込んできた当時は松倉川より東側の方が高かった。

しかし、150万年前以降の侵食作用は、侵食に対し抵抗力が強い塩嶺火山岩類より(抵抗力の弱い片岩類

の山地が低 くなってしまったのだ。こうした現象は地形の逆転と呼ばれ、世界各地の火山噴出岩地域に

よく見られる現象である。

(6)塩嶺火山活動のころの藤沢谷

杖突峠を中心 とする塩嶺火山岩類の活動がいつ頃から始まり、いつ頃終息、したか、確かなことはまだ

わかっていない。有賀峠近 くの安山岩溶岩から144万年± 2万年前というカリウムーアルゴン放射年代の

資料がある (内 海茂ほか、未公表)。 したがって、150万年前を含む数十万年の期間に噴出したものと考

えられる。また、杖突峠を中心 とする本岩類の噴出源がどこにあったかもわかっていない。

塩嶺火山岩類の一部が昔の藤沢谷を流れ下って美篤の天神山に達 している。天神山の火砕岩類の下に

は三峰川の礫層が堆積 している。

この礫層は六道原の扇状地をつくった礫層より、礫の大きさがやや大きい。現在の三峰川河床の礫と

比べて、それよりさらに大きな礫も含まれている。このことは南アルプスの隆起が、すでに活発化して

いたことを示唆している。三峰川谷に沿ってはすでに段丘がつくられていたであろう。藤沢川がどのよ

うに三峰川と合流していたかを示す手がかりは見つかっていない。前期更新世 (150万年前ころを含む時

代)の藤沢谷の姿は、その後の侵食作用によって失われてしまっている。

(7)現在の藤沢谷ができるまで

現在の藤沢谷は荒町より上流で流路が西側の山にまわり込んでいる。このため、谷底の位置は中央構

造線より約 l km内帯側にはいり込んでいる。この理由は前項で説明したように塩嶺の火山岩類に関係す

る。川は地質のより弱いところを下刻していく。溶岩で埋まったところは侵食しにくいため、西側へと

侵食が進んでいった結果である。荒町から板山にかけては中央構造線の断層破砕帯の部分を侵食して一

直線の谷をつくっている。杖突峠から板山までの藤沢谷は地質の弱線を掘り下げているから直線的であ

る。こうした谷を縦谷という。

板山・弥勒間の谷は基盤をなす岩石を斜めに切って流れている。こうした谷を横谷という。弥勒 ,東

高遠間の短い部分で、ふたたび縦谷となり、東高遠から三峰川へ合流する間でまた横谷とならている。

横谷部は谷がせばまり、両岸の地形もけわしくなる。縦谷の部分は谷間が開けて、沖積低地が発達し、
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集落も発達 している。両岸の地形もおだやかである。

藤沢谷の流域には高い山がない。流域面積 も小さい。何か大きな事変でもないかぎり地形の変化はゆ

っくりと進む。こうして、約150万年前ころから約100万年前 くらいの間はゆっくりと現在の谷へ と移 り

変わってきた。

(8)三峰川でせき止められた藤沢谷

高遠城址のある段丘は三峰川がつ くった一番高い段丘である。 しかし、初めから段丘があったのでは

ない。最初に出現 したのは巨大扇状地である。高遠から天竜川の一帯の広大な部分を埋めてできた大型

扇状地の扇頂部にあたる。この扇状地は三峰川右岸の六道原をつ くり、北のはしは箕輪町福与地区にお

よんでいる。左岸は勝間地区の上山田や富県地区の田原に達 している。

三峰川は 3千メー トルの南アルプスから流れ出し、大小幾多の支流を集めて高遠へ と流れ出てくる。

山地での侵食作用は激しく、生産された大量の砂礫が洪水のたびに運び出されてくる。こうした結果 と

して生み出されたのが巨大な二峰川扇状地である。三峰川扇状地がつ くられているとき、藤沢川はその

影響下に支配されていた。つまり、東高遠の合流部でせ き止められてしまい、ここでダムアップしてし

まった。高遠中学校周辺から東高遠五番組付近に堆積 している藤沢川の砂礫層がある。ここでは最下部

に円礫層があるが、それより上部は砂 0粘土・亜炭層がひんぱんにはさまれている。

本流の三峰川の河床が上がるごとに藤沢川はダムアップしてしばしば氾濫をくりかえし、粘土や亜炭

層が堆積 したことを示 している。藤沢谷にはこの当時の段丘面がほとんど残っていない。三峰川のよう

に大量の砂礫が運び出されることがなかったためである。

(9)10万年前ころの藤沢谷

10万年前ころは、御嶽山が激しい噴火活動をしていた。このため、伊那谷には大量の火山灰や軽石な

どが降下してきた。約10万年前に飛んできた軽石を御嶽第 1テ フラと呼んでいる。高遠城址公園のある

段丘上には御嶽第 1テ フラが厚さ2mの地層として、地表から7m下の部分に見いだされる。

藤沢谷で御嶽第 1テ フラを見つければ、そこの地形は10万年前ころまでにできていたことになる。高

遠城址をつ くった三峰川と同じような一番古い段丘または扇状地 ということになる。御嶽第 1テ フラを

見つけるために藤沢谷に沿って歩いてみた。

この結果、藤沢谷には高遠城址公園と同じころにできあがった段丘はない。御嶽第 1テ フラの小規模

な産出を次の場所で確認した。弥勒よりl km北で、不動嶺からの谷が藤沢川に合流している。この谷の

右岸に扇状地が発達 しており、末端は藤沢川に侵食されて比高約40mの段丘崖をつ くっている。この扇

状地上に小規模な御嶽第 1テ フラがある。第 1テ フラより上には新 しいテフラが整然と堆積 しているこ

とから、この谷の扇状地は10万年前にその一部ができ上がっていた。

中条の対岸にあたる東山に、三角点1375。 5峰から流れ出ている深山沢の谷があり、950mよ り下側で、

谷を埋めるように急傾斜小扇状地が発達 している。この南側扇側部は少し高 くなっている。この部分に

御嶽第 1テ フラが見られる。この谷の扇状地の主要部分の表層ではテフラがのってこなく、黒土に被わ

れている。

以上から、藤沢谷の東西の山麓部に見られる多くの小扇状地は、10万年前ころからできはじめている。

00)6万年前ころの藤沢谷

6万年前ころの御嶽山の大噴火で御嶽三岳テフラが降下 している。鮮やかな赤っぽい色をした小豆大

くらいのスコリアである。三岳テフラが確認されたところは、高遠北小学校である。ここは東山山麓で

一・二番大きな扇状地である。また、今回の調査地である中条の仏土寺の段丘上からも二岳テフラが確
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認できた。中条は黒沢川が藤沢川に合流するところに

できた扇状地侵食段丘に集落が立地している。一番高

い面は仏土寺のある山際の小段丘である。この面に三

岳テフラが乗っている。仏土寺面は黒沢川が最初につ

くった扇状地の一部である。 6万年前ころの黒沢川は

上流から運び出されてきた砂礫で谷が埋まった状態に

なった。その後、埋積 した谷は再び侵食が進んだため、

山際の部分を残して黒沢川は一段 と低い場所を流れる

ようになった。ちょうどそのころ御嶽三岳テフラが降

下した。山際にできた段丘上には風成テフラが堆積した。

写真 5 御嶽第 |テ フラ露頭 深山沢右岸、道路沿い
ハンマーの上の方が御嶽第 |テ フラ層

(10 藤沢谷の地形の特徴

藤沢谷の地形は全域にわたってゆるやかな地貌 を示 している。流域内の山頂高度は上流側で

1400～ 1500m、 下流側で1000～ 1300mである。唯一最高峰の守屋山だけが1650mに達 している。源流部

には亜高山帯を欠き、ゆるやかな山容の低山帯からなる。赤石山地の一角に位置するものの、一番おだ

やかな地形を呈している。

おだやかな地形条件から藤沢谷の特徴が以下のようにあげられる。

けわしい谷や深い谷は少ない。藤沢川の谷底は広 くないが、沖積低地がとぎれることがなく続いてい

る。谷底の沖積低地には小集落が全域にわたって散在 している。本流では現河床の下刻作用はほとんど

ない。 しかし、大きな氾濫も少ない。

本流や支流に沿う地形では大きな扇状地や段丘が少ない。東山山麓の斜面下部には小扇状地が並んで

いる。大きな支流は黒沢川・渡沢川・松倉川などである。これらの河床勾配は緩やかで、谷底に沖積低

地が続き、集落もある。

00 現地形を構成するもの

地形が今の姿になるには長い時間を経ている。 とくに山地の地形は数十万年以上の長時間を費や して

徐々に現在の彫刻ができ上がった。山地 とは岩盤からなる部分で、藤沢谷では内。外帯の岩石 と守屋層・

塩嶺火山岩類から構成されている。

これらに対し、谷あいの地形はずっと新 しい。り|1沿 いでは現在進行中といえる。谷あいとは、本流や

支流の谷底部と、山麓斜面の下部をしめる山裾部分である。これらには被覆層と呼んでいる最新の堆積

物がのっている。山地を構成する岩石から生産された礫や砂を主としている。まれに、粘土や亜炭など

が含まれている。さらに、御嶽山などから由来した火山噴出物起源のテフラもある。テフラは一般に赤

土と呼ばれている。

(IЭ 現地形ができあがるまで

谷あいの地形は自然の生い立ちの中でもっとも新 しい。10万年前ころの藤沢谷でふれたように、その

ころからはじまっているものの、今わたくしたちの生活の舞台になっている大部分の土地は、 4～ 5万

年前から、だんだんにできている。

東山山裾から藤沢川の谷底までを占めている扇状地、または、扇状地状の斜面は 4～ 5万年前から 1

万年前 くらいの間につ くられてきた地形である。

1万年前前後に一つの転換期がある。それまでは、支流の沢の上流や、斜面から運び出されてきた砂

礫が堆積 して扇状地を積み重ねてきた。堆積作用が優先する地形形成である。ところが、 1万年前前後
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から侵食作用が優先するようになる。支流の沢沿いでは、それまでの扇状地を彫 り込んで新 しい谷がで

き、扇状地は崖で囲まれた台地状の地形へ と変わってきた。

藤沢川本流の谷底では、台地化 した扇状地段丘の崖下を埋めるように平坦な沖積低地ができてきた。

沖積低地は洪水氾濫面である。しかし、洪水氾濫面を満水にするような大洪水は極めて稀にしかおきな

い。わたくしたちの祖先は洪水のあとを整理 して水田にしたり、川や沢に堤防を築いて洪水に対処 して

きた。 1万年前以降は縄文時代 となる。約 2千年前以後は農耕が盛んな弥生時代に入る。人の活動と自

然がつ くり出す地形とが密に関連 しあってくる。中でも、生活の舞台となった川沿いの地形は、人と自

然との相互作用が活発におこなわれた場所である。

3)中条八幡屋敷遺跡の 自然環境

(|)中 条の位置

藤沢谷は藤沢川の谷沿いに大半の集落が集まっている。入り口にある的場から、最奥の片倉までは14

kmあ る。この間はうなぎの寝床のように集落が続いている。そのちょうど中間、 7 km入 った場所が中条

である。藤沢川をはさんで右岸に中条、左岸に四日市場がある。藤沢谷の中央にふさわしく、開けた場

所で、その他の利を生かして発展してきた集落といえる。

(2)中 条の扇状地段丘

中条は西山から流れ出てくる黒沢川が藤沢川に

合流する場所の谷口に形成された扇状地に立地 し

ている。扇状地は黒沢川から搬出されてきた砂礫

で構成されている。さらに、黒沢川と藤沢川本流

との開析によって段丘化 している。古い段丘面は

山際に残存し、現河床に向かって、より新 しい段

丘面がとりまいている。段丘上には人家が密集し、

現河床に続 く洪水氾濫面は水田地帯になっている。

黒沢川による砂礫の押し出しは、藤沢川の流れ

を東山の山裾まで押しつけている。黒沢川から供給されてくる砂礫によって、藤沢川をせき止めるよう

な形で中条の扇状地が半島状に突き出ている。扇状地の押し出し期 と、その扇状地を開析 して段丘化す

る侵食期 とが くり返すことにより、 5段の段丘地形が形成されている。現河床に続いている洪水氾濫面

の小字名を押出・押山 。前田 。中田などと呼んでいて、地名が黒沢川の氾濫による地形形成を伝承 して

いる。

(3)八幡屋敷遺跡における トレンチ調査

本遺跡は上垣外段丘面上に立地 している。この段丘面は黒沢川右岸にあって、東西方向に流れている

黒沢川と平行 してのびている。東西方向の長さは250m、 最大巾は50mである。段丘上のほ 中ゞ央付近に

トレンチを掘って地質断面を調査 した。 トレンチはもっとも中の広い部分を南北に切って 3個掘削した。

3ト レンチ (Tl・ T2・ T3)は 南北方向に並び、長さは約 5m、 深さはTl:3.5m、 T2:2.6m、

T3:2.6mで ある。

丁 |ト レンチの観察

Tlト レンチの観察結果を第 5図のスケッチ図と第 7図のTl地質柱状図で示す。Tlト レンチは上

写真 6 中条遠望 東山の山麓、深山沢方面より
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垣外段丘面の南端で、山裾を通る農道に隣接した

位置にある。壁面のスケッチのように、耕作土の

下には不整合で重なる新旧の地層が現れた。不整

合面により上位の地層は上垣外面をつくっている

新しい地層である。下位の地層は上垣外面より古

い仏土寺面をつくっている古い地層である。つま

り、黒沢川が最初に形成した扇状地を構成する地

層にあたる。 トレンチ最下部には仏土寺面をつく

る礫層が出ている。黒沢川から流れ出てきた礫層

であることが、その礫種によって判明する。その

年代は10万年前前後にあたるのではないかと推定
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暗褐色の完全、́
風化礫層 ヽ

(繁

"じ

9』 ;り資:名雑花同岩礫)

トレ
:ち
チ

"

上垣外扇状地の  ⑤

堆積層

①黒土層 (遺物包含層)

②礫層 ③砂層 ③角礫層 ⑤礫層

第 4図  トレンチ TI～ T3に沿 う上垣外面の地質断面図

/す き床

写真 7 TIト レンチ内の東側壁面 第 5図のスケッ

チと同じ

甲キ笞
ン
考

―-2

第 5図  TIト レンチ東側壁面のスケッチ

↑御嶽三岳テフラ (30～ 40cln厚 の赤色スコリア)

嗜い茶褐色の火山灰質粘土層 (く さり礫混入)

↓ 軽石散在
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礫層

砂層

(上方粗粒化 )

一 |

←上面酸化

角礫層
コー トラン ド岩の巨礫を多 く含む

(30～ 50cln大 )

-2 議嵩善異畠寝曇メ曇〕:資を

←上面は酸化

礫層

(亜角礫、 !Ocln大が目立つ)

(綱文中後期土器片を含む)

砂層

(上方粗粒化)

←下位は青色のシル ト

礫層

(茶褐色に風化)

第 6図

T3

丁 2・ T3ト レンチ壁面柱状図

黒 灰 色 耕 作 土 風 化 岩 片 》御 岳テフラ・ AT

鬼界アカホヤテフラ (K―Ah)混 入

褐 色 土    御岳上部テフラ>風化岩片》AT
片麻岩角礫混入

赤褐色スコリア 御岳屋9Lt野テフラ(On_Ys)2次 ?

翻 譜雪賠軍;翼
=Fラ

貴褐色土   基盤岩風化岩片》御岳テフラ

赤褐色スコリア 御岳三岳テフラ(On_Ml)

貴褐色土    基盤岩風化岩片>御岳テフラ

灰橙色軽石   御岳倉本テフラ?

灰褐色粘土   基盤岩風化岩片》御岳テフラ

角礫層

黒灰色耕作土  風 化 岩 片 》御 岳テフラ

黒褐色土    風化岩片》御岳テフラ》AT?

黒 土       風 化 岩 片 》御 岳テフラ
三角礫 (平均免mp混 入

亜卑開

`晋

想き0 風化岩片のみ

亜角礫層 (平均3cln)風 化 岩 片 の み

責 灰 色 砂     風化岩片》AT?

青 灰 色 砂     風化岩片》AT?

細 礫 層

黒灰色耕作土 風化岩片》御岳テフラ・AT?

碑層 じ ヵO AT?混入

賛 灰 色 砂  n4L岩片》御岳テフラ・AT?

角礫層    コー トラン出胡LЮ ～
"¨

第 7図  丁 |。 T20丁 3ト レンチの地質桂状図

できる。理由は、礫が全 ぐさりに近いこと、礫層の上に土壌化 した粘土層がのること、その上に御嶽三

岳テフラより古い軽石が散在 していることなどである。

仏土寺の扇状地が離水 してから長い年代を経ている。このため、厚さ3m余の風成テフラ層や、再堆

積によるテフラ質粘± 0砂・礫層をのせている。第 7図 Tlの柱状図に検出された示標テフラを示 した。

2m下位にはさまれている赤褐色のスコリアは御嶽三岳テフラで約 6万年前ころの噴出物である。 lm
下位には御嶽屋敷野テフラがはさまれている。なお、仏土寺の境内では御嶽三岳テフラが確認できる。

Tlト レンチでは仏土寺から連続していた扇状地面を掘 り出したことになる。この古い扇状地は、離水

後の長い期間に侵食されてしまい、山際の一部分だけが侵食をまぬがれて残っている。不整合面より上

には上垣外面をつ くったときの扇状地砂礫層がのっている。この現象は、仏土寺面ができてから数万年

後に、再び、黒沢川からの砂礫移動が活発 となり、仏土寺の扇状地を埋めるようにして、新 しい扇状地

が重なっていることを示す。
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第 1表 地質と地形区分図 (第 8図)①～①地点採取サンプルの砂粒分析結果

地 点 採集 場所 産状 旺晶週 重鉱 物斑 晶 火 山 力
｀
ウス 所 見

甲条 、小扇状地 山 買褐色土 p bi,ho,fli qt(mt) 基盤岩風化砂粒

中条、小馬 て地面 褐 色 土 op, cp, ot (ho, i,fl,qt,風 化岩片,火 山岩片 (コ
ークス状含 ) 御 岳 上 部 テフラ>風 化 岩 片

中条 、小扇 て地面 黒 色 土 コートラント
‐
岩風化岩片 十  b, 風化岩 片 >仰缶テフラ,ATorK― Ah

0 甲 条 トレンテ 耕作土 (op, ot) bi,mu,fl,qt,風化岩 片 + bw 基盤岩 風 化岩 片 》御 岳テフラ,AT2

④ 中条 トレンチ 褐色土 op, cp, mt, ho(ol) fl,火 山岩片 (コ
ータス状含 ) +br, br-gl 御岳上部テフラ》AT,K― Ah

中条 トレンチ 40cm 褐色 土 op, cp, ot, ho ,火 山岩 片 (コ
ータス状 富 リ + b, 御岳上部テフラ》AT

中条 トレンテ 褐色土 op, cp, mt, ho(ol) fl.火 山岩 片 (コ
ータス状曾 ) 十  b▼ 御岳上部テフラ》AT

中 条 トレンナ 褐色土 op, cp, mt, ho(ol) fl,qt,火 山岩 片 、風化岩 片 御岳上部テフラ》風化岩 片

0 中条 トレ″ 70cm 褐 色土 op, cp, nt, ho(ol ob)fl,火山岩 片 くコータス状言

'

御岳 上部テフラ

中条 トレンチ 80cm 褐 色土 op, cp, mt, ho bi,fl,風化岩片、火山岩片 御 岳 上 部 テフラ>風 化 岩 片

中 条 トレンテ 褐色土 op, cpr nt fl,bi,火 山岩 片 (コ
ークス状宮 )風化岩 片 御岳上部テフラ>風化岩片

0 甲 条 トレンテ 05cD 赤褐 色スコリア Op.口 ttcD' ob,fl,火山岩 片 (コ
ータス状言 , 御 岳屋敷 野テフラ(On― Ys)

中条 トレ″ 買褐 色土 i,fl,火 山岩片、風化岩片 御 岳 上 部 テフラ>風 化 岩 片

④ 中 条 トレンテ 25cnl 買褐 色土 bi,fl,火 山岩 片 、風化岩 片 風 化 着 片 >御 缶 上 部 テフフ

④ 中条 トレンチ 35cm 赤褐 色スコリア ob,fl,火山岩 片 くコークス状 言 , 御 岳屋敷 野テフラ(On― Ys

中条 トレンチ 50cm 貢褐 色土 fl,qt,bi,mu,風化岩片 風 化 岩 片 >御 岳 テフラ

中条 トレ冷 60cm 黄褐色土 op, ot (cp) fl.qt,bi,回 u,風 化岩 片 風 化 着 片 >御 缶 テフラ

0 中 条 トレンテ 黄褐 色土 op,mttcp, fl,qt,bi,火 山岩 片 (コ
ークス状宮

'風
化岩 片 御岳上部テフラ>風化岩片

④ 中条 トレンチ 80cID 赤褐 色スコリア op, cp, o t fl.火 山岩片 仰 置 二 任 テフフ(On― ‖t,

中条 トレンチ 90cm 赤褐 色スコリア op, cp, ot fl.火 山岩 片

中 条 トレ

"
赤褐色スコリア fl,火 山岩 片 脚 缶 三 缶 テフス On―Mt,

0 甲 条 トレンテ 貢褐色土 mttOD,hO' fl,bi,風 化岩 片 風化岩 片 >御岳テフラ

中条 トレ

"
230c田 貢褐 色土 ,風化 岩 片 風 イヒ岩 片 >御 岳 テフラ

中条 トレンテ 240c田 黄褐色土 nt (op, ho) fl,bi,風 化岩片 風 化 着 片 >御 岳 テフラ

中 条 トレンテ 黄褐色土 rnt (op, ho) fl,bi,風 化岩 片 風化岩片 >御岳テフラ

0 中条 トレンチ 260cm 貢褐 色 土 (op, mt, ho) fl,qt,bi,風 化 岩 片 風 化 崇 片 》御 岳 テフラ

中条 トレンテ 275cal 灰橙 色軽 石質 op, cp, ot, ol fl,火 山岩 片 御情倉本テフラ?

中条 トレンテ 280cal て褐色粘土質 (op, mt) fl.qt.bi.田 u,風化岩 片 風化岩片》御岳テフラ

0 甲 条 トレンテ 290cm 灰褐色粘土質 (op, mt) fl,qti bi,mu,風化岩 片 風化岩 片 》御 岳テフラ

中条 トレンチ 300cnl 灰褐 色粘 土賓 (oo. nt) qt,bi,mu,風化岩片 風 化 岩 片 》御 缶 テフ

中条 トレンテ 310cm 灰褐色粘土質 (op, nt) fl,qt,bi,口 u,風 化岩 片 風化岩片》御岳テフラ

中 条 トレ″ 2.10c田 耕作土 (op. ot) fl,qt,bi,口 u,風化岩 片 風化岩片》御岳テフラ

⑤ 中条トレンチ2.25cm 鉄 さび のバ ン ド mt,, op, cp t,bi,mu,風 化岩 片 + bロ 風化岩 片 >御岳テフラ》AT?

中条 トレンチ2.40cm 黒 土 (oo. nt) bi,fl,qt,風化岩片 風 化 岩 片 》御 岳 テフラ

⑤ 中 条 トレ冷 2.60cm 黒 土 (op, nt) bi,fl,qt,風化岩 片 風化岩片》御岳テフラ

⑤ 中条 トレンチ2.80cm 黒 土 (op, oc) bi,田 u,fl,qt,風化岩 片 風化岩 片 》御 岳テフラ

中条 トレ

"2.■
Ocm 礫層マトリッタス、黒褐 色 な し bi,mu,fl,qt,風化岩片 風化岩 片 のみ

甲条 トレンテ2.140cm 礫層マトリッタス、貢褐 色 な し bi,口u,fl,qt,風化岩 片 風化岩片のみ

甲条 トレ″ 2.180c田 黄灰色砂 な し bi(mu)fl,qt,風化岩 片 風 化 岩 片 の み

⑤ 中条 トレンチ2. 210clll 貢灰色砂 な し bi(口 u)fl,qt,風化岩 片 + b臀 風化岩 片 》AT?

中条 トレンチ2.225cm 買灰 色砂 な し iGu)fl,qt,風 化岩片 + bw 風化岩 片 》AT

甲タトトレンテ2.235cm 黄灰色砂 な し bi(mu)fl,qt,風化岩 片 十  bw 風化岩片≫AT?

⑤ 中条 トレンチ2.245cm 細礫 層マトリッタス、褐 色 (op, cp, ot) bi(mu)fl,qt,風化岩 片 風化岩 片 》御 岳テフラ

中 条 トレンチ3.10cm 耕 作 土 ,mu,fl,qt,風化 岩 片 風 化 岩 片 》御 [テフラ.AT7

甲 Яミトレンテ3.30cm 礫 層 マトリッタス bi.mu.fl.qt,風化 岩 片 風化岩片》AT?

中条トレンチ3.60cm 砂 p (op, mt) bi,mu,fl,ot,風化岩 片 十  bw 風化岩片》御岳テフラ,AT?

⑥ F`ヽ トレン,3. 80c田 砂 (op. nrt) bi,mu,fl,qt,風化岩 片 十  b, 風化岩 片 》御 缶テ77,AW

中条 トレ

"3.100cm
砂 な し bi,mu,fl,qt,風化 岩 片 十  b, 風化岩片》AT?

0 r宋 、偽ェ司 褐 色 ロー ム fl,灰 ～黒岩 片 (コ
ークス状官 ) 十  b● 御岳上部テフラ》AT

四 日市場黒沢川左岸 褐 色 ロー ム op, cp, mt, (ho) fl,灰 ～黒岩片 (コ
ータス状宮 ) 御岳上部テフラ

0 四 日TTl場黒沢川圧岸 褐 色 ロー ム (op, cp, Dt, ho) fl,qt,bi,mu、 風 化岩 片 基盤岩 風 化岩 片 》御 岳上 部テフラ

四 日市場黒 沢川左岸 貢灰 色 土 op, n!, ho 御 岳伊那テフラ(On― In)を 主 とす る

北 小 学 校 下 降 下 スコリ mt,op,cp fl.火 山岩 片 仰缶三缶テフス On―Mt'

⑩ 中条藤沢川左岸 降下軽石 ho,bi,nlt(op) ++ 御 岳 第 1テフス On―Pml,

中条藤 沢 ‖左 岸 軽石 の下 ,濃褐 色粘 土 な し bi,mu,fl,qt,風化 岩 片 風化岩 片 のみ

Qp 四 日雨場藤 沢川圧 岸 降下軽石 ho.mt,bi(op) 十 十 pロ 御 缶 第 1テフズ On―PDl,

四 日市場藤 沢川左岸 自粘 土 ho,mt(bi,op) 十 +DIn 御岳第 1テフラ(On― Pml)

0 四 日市場藤 沢川左岸 褐色粘土 な し bi,fl,qt,風化岩 片 l■t16君斤のみ 、諄君 ほ結 |1斤君

凡例

斑晶量 w:wdl,m:medmm,pp。。r                      火山がラスの量 +:1%以 下,++:1%～ 1096,+++:1096以上

重鉱物斑品 o「斜方輝石,cp:単斜輝石,mt:磁 鉄鉱 ,hα 角閃石 ,ol:かんらん石    火山力・ラスの形態他 b▼ :泡壁型,pm:軽石型,br―gl:褐色がラス

その他の鉱物・岩片等 Ы:黒雲母 ,■長石 ,qt:石 英,Ob:黒 嘔石

( )はごく饉か含まれるもの

丁2ト レンチの観察

T2ト レンチでは上垣外扇状地の堆積層が観察できる。最上位に厚い黒土層がある。この地層中に縄

文中期・後期の遺物が含まれている。

黒土層の下に礫層がある。この礫層から上垣外扇状地をつ くったときの砂礫層である。礫層の上半部

は礫まじりの黒土となり、上に重なっている黒土層へ と漸移 している。漸移帯の部分で、上垣外扇状地

が離水 している。離水 した年代は 1万年前～ 3万年前ころとなる。広域テフラでは、約 7千年前の鬼界

アカホヤテフラ (K― Ah)よ り古 く、約 3万年前のAT(姶 良Tnテ フラ)よ り新 しいのではないか

と推定される (第 6図、第 7図参照)。

礫層の下位は厚い砂層である。非常にきれいな砂で 1～ 1.2mの厚さがある。均質の一枚の地層であ

る。下方は青色のシル トで、上方に向かって粒度が粗 くなる。上方粗粒化の堆積層で、典型的な土石流
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堆積物である。だから、 2～ 3万年前ころに、黒沢川上流から大規模な土石流が発生 したことを示 し、

その末端が上垣外の扇状地の南端部を埋めつ くしたことがわかる。

トレンチの最下部には黄褐色に風化 した礫層が

ll:て いる。

T3ト レンチの観察

T3ト レンチの位置は段丘面上の北縁部である。

水田を整備する前は、今より高い土地だったらし

く、黒土をほとんど欠き、水田耕作土の下は礫層

となる。

礫層の下に上方粗粒化の砂層もあらわれる。そ

の高さはT2ト レンチよりlm弱 も高い位置に出

てくる。この理由は砂層の下に現れる角礫層に関

係する。

砂層の下位に特異な角礫層が出てくる。30～ 50cm大の巨礫をたくさん含む不淘汰礫層である。礫種 も

特異で、巨礫はコー トランド岩、そのほかは硬質のホルンフェルスと勝間石英閃緑岩の礫である。これ

らの礫は、トレンチ地点よりわずか150m上流に露出している基盤岩類である。角礫層の堆積の状態から

は、岩暦雪崩のように一気に押し出してきた礫層である。岩層雪崩を起こした大きな事件が何かは、今

のところ手がかりはつかめない。

角礫層はT3ト レンチにのみあらわれるにすぎない。恐らく、角礫層は岩層が雪崩込んできた道す じ

に沿って東西に細長 くのびた分布をしていると推定できる。

角礫層が堆積 していないT2ト レンチの周辺は、角礫層の堆積後、まわりよりやや低い凹地になった。

角礫層をおおっている土石流砂層は、その凹地に厚 く堆積 している。しかし、角礫層とはちがって、扇

状地を幅広 く覆う土石流として流れ下ったものと思う (第 6図、第 7図 )。

4)中条を中心 とした地形 0地質の まとめ

(|)地形・地質のまとめ

中条地域を中心として地形 。地質の調査結果を第 8図地形と地質の区分図としてまとめた。

地質的に特筆されることは、本地域におけるコー トランド岩の産出である。上伊那の領家帯中では希

な岩石で、八木健三博士によって報告されている (八木1944)。

中条における黒沢川の扇状地形成とその段丘化は 3回のサイクルが認められる。最初は仏土寺面をつ

くったときの扇状地形成で、約10万年前ころである。 6万年前ころには最初の扇状地は開析され、仏土

寺面は離水 している。

2回 目は上垣外面をつ くったときの扇状地形成で、その末期には少なくとも2回の、大規模土石流の

押し出しがあった。その年代は 2～ 3万年前ころである。これ以後 2回 目の扇状地 も侵食されていき、

その過程で中条面が形成された。

3回 目は梨ノ本田面を作ったときの土砂の押し出しである。その年代はおよそ 1万年前以降である。

現在は梨ノ木田を侵食している過程である。沖積低地面である前田面と現氾濫面は、現在進行中の侵食

の過程を示 している。

藤沢谷の地形は赤石山地の中で一番ゆっくりとした発達史を見せている。これは、藤沢谷が赤石山地

写真 8 T3ト レンチ壁面

―-18-―
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第 8図 高遠町中条地区周辺の地質と地形区分図       ①～①はサンプル採取地点

松島信幸・寺平 宏 (1996.6主要調査～1997.12作成)

-19-



内 帯 (硼
制 と

―
>

翼

慣
外 帯  (ヨ劇 |1櫛

<脚 と編詢円騨準>

□師

□竃塁目̀…動
□

梨

11:軍
し出 しによる扇状地の段丘イし

[三二E]中 1層謙奮:農11に 段丘

[三二Ξ]上
ξサヮ

`1念
書憲:ま露品よξ界 を含む

[[II]周
18良程鍵嵐覇

斜面を覆う小扇状地

[IEI]鳳撮1目のテフラが被覆する扇状地

囲
仏歳冒E777いmが被覆する

[3EE]黒
沢川の用状地侵食段丘の塵の砂磯層

Z:EI]響
整雫言うY岩

匡コ鞘M.こケ臓ト]認

□脚

[[]]四
日市場中心部な ど

[]][]四
日市場付近や藤沢川の左岸低地

[三二Ξ]深
山沢扇状地の北縁部な ど

[:::]深掌,晋禁犠atなま
など

[EEE]小島11:醤寧省:禁芳I鍵警ど

□ 舅鰐 ラ確耐る

[I[II高温議些首寧ワぢ撃被覆する

剛
深岩』:↑努言1。m…

□
基電言算岩ばに訓勒

内でもっとも低起伏の流域

をもつ縦谷であることによ

る。

(2)価値ある藤沢村史

藤沢谷の地域史を語る上

で「藤沢村史」は重要であ

る。本書は1942年に発行さ

れた940ページの立派な村

誌である。この中に今井市

郎調査執筆による「藤沢村

の地形と地質」(5万分の 1

地質図付)力 あ`る。このと

きの地質調査に際して採集

されたと思われる岩石鉱物

標本が高遠北小学校にある。

有名な保科五無斎標本と並

んで保管されている。

藤沢谷の地質について、

古典的な牛丸周太郎「信州

高遠地方の地質」がある。とくに、当地域の岩石学的研究は古 くからおこなわれているので、その研究

史を理解する上で欠くことのできない文献である。

参考文献

今井市郎、1942、 藤沢村の地形と地質、「藤沢村史」、藤沢村史刊行会、799815ペ ージ

牧本博・高木秀雄 。宮地良典 。中野俊 。加藤偵一 。吉岡敏和、1996、 地域地質研究報告「高遠地域の地

質」地質調査所、 5万分の 1地質図幅および同説明書、114ページ

牛丸周太郎、1928、 「信州高遠地方の地質」信濃教育会上伊那部会、59ページ

八木健三、1944、 塩基性岩類の岩石化学的研究、長野県長藤村産コー トランド岩、岩石鉱物鉱床学会誌、

32巻5263ページ

第 9図 地質概略図の几例

写真 9 高速北小学校の岩石・鉱物標本 写真 10 藤沢村史
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第 3節 歴史的環境

≪黒 沢≫

長藤北部地区の遺跡としては、昭和52年 に発掘された中条の「宮の原遺跡」、平成 8年に発掘された同

「八幡屋敷遺跡」の他、同「上垣内遺跡」・同「鼠垣内遺跡」・黒沢「鎌立遺跡」など未精査の状態にあ

るところが遺跡の包蔵地として知られている。

古東山道は、大和から美濃へ、さらに信濃の国境の神坂峠を越えて伊那谷を通過し、諏訪盆地から蓼

科高原を上り、大門峠から佐久平を経て、碓氷峠を越えて上野国 (群馬県)へ入ったものとされている。

伊那谷から諏訪へ抜ける一つの道として、伊那の手良蟹沢を経て、通称風越をのぼり長藤黒沢を下っ

て中条地籍へ出るルー トが考えられるのである。風越は峠といわず、馬の背のようにくぼみ、風が吹き

抜ける地形になっている。この古道は黒沢の奥地、鎌立地籍を通っており、ここは旧美すず村笠原・芦

沢・南割 (伊那市)と 、旧長藤村黒沢・中条 0四 日市場の 6部落の共有地になっており、刈敷、薪炭材、

用材などを採取する入会地であった。風越は、番屋口 (鹿島社への入り口)か ら鎌立へ入り、馬背口 (鎌

立「北の入」と「南の入」の分岐`点)か ら「南の入」へ入り伊那市手良蟹沢へ抜ける頂上付近をいう。

近年まで風越を往来しての手良と長藤地区の縁組も数多く知られており、また、伊那への通勤 0用 足し

など重要な生活の道として使われてきた歴史がある。

いわゆる六ケ所山は笠原 0芦沢 0南割と黒沢・中条・四日市場の 6部落の入会山で、40余年にわたり

分割問題で争ってきたが、大平洋戦争の必勝を期して昭和18年に無条件に解決した。

黒沢鹿島神社は、承平 2年 (932)、 藤沢郷士「権平」が国土安全・武運の祈願のため館より南束の方

角 (現在地)へ鹿島大神を勧請し、郷人協同して初めて柴宮を建立し、朝夕厚く信仰してきたのがはじ

めとされている。 (黒沢神社記による)

安和元年 (968)、 権平の嫡子「権之介」は村名を黒沢村と名付けた。寛和元年 (985)、 三河守源兼信

の嫡子、源重之が信濃守に赴任したとき、伊那郡笠原の庄の内に城館を築き在居したとき、黒沢郷士も

重之の命を受け郷政に勤めていたようである。このとき、黒沢に城館を築き権之介を城主と定め藤沢の

庄を守らせた。長和 5年 (1016)、 黒沢城名を堂源城と名付けた。現在、唐白沢に堂源城といわれている

地名がある。

権之介の嫡子唯之は、政務の勲功によって源の一字を賜 り、黒沢城主源唯之と称した。唯之の嫡子利

之は康治 2年 (1143)、 黒沢村に寺を建立し鉢伏山木妙寺といった。この寺は、伊那郡蟻塚城主諏訪信貞

と高速義嶺の合戦のとき焼失し、寺跡を木妙寺と呼んでいる。同様なことは神子屋敷跡は「神子の沢」

という地名で残されている。

文明 3年 (1471)、 信定は義嶺に攻められ蟻塚城は落城する。このとき、信定は堂源城に立て篭もった

ため黒沢の陣において必死の戦いとなり遂に堂源城は落城となる。この後、城跡へ塚をつくり人骨と呼

び、またその地を軍野といった。

永禄元年 (1558)、 村民協同して社殿を建立し、百姓の心願により「鎌立の式」を始め、これよりこの

地を「小鎌立」と呼んでいる。鎌立の式は、現在行われていないが、「かま」を屋根などに立て風を「か

っ切って」もらい、「今年も三百十日が無事であるように」と祭りを行った。 (「信濃の民俗」)

このように、伊那方面から諏訪に入るのに風越を抜けて藤沢の谷に入ってきたことが予想されるので、

集落は鎌立から「オの神」付近にまず定着し、唐白沢に堂源城を築き、鉢伏山を見上げて右手に木妙寺、

左手に古堂、さらに上って神子屋敷・城山を経て鉢伏山に至る地図が描かれるのである。古代、この付

近は、鬱蒼たる森林に覆われており、鉢伏山に源を発する水は清らかでかつ豊富であった。四方を山で

―-21-―



囲まれ、冬は比較的温暖で、土地は肥沃で、山の幸に恵まれていた。城主と郷人は協同してことに当た

り、深く神仏を信仰し、朝夕に盛んなる神事・仏事を行ってきたと思われる。

「古堂」の「宇畑の久保」は、雑穀の他、繊維作物として麻栽培がされてきたといわれる。仁安元年

(1166)7月 には、利之の嫡子藤左工門が村民と協同して社殿を造営し、鉢伏山に止雨晴天を祈賜のた

め鉾一本を捧げ、その式は毎年引き継がれてきたという。現在、鉢伏山頂上付近に祠があり鉢伏権現社

といわれている。

承平 2年、鹿島社が造営されて以後次第に人口増加に伴い、黒沢川の下流に移 り藤沢川と黒沢川の合

流点に開けた小扇状地に及んでできたものと考えられる。 (高島好文)

≪中 条≫

中条という村の名前には実に夢が多い。「藤沢郷の内、中の城築郷土為貞此城に転る」と四日市場村口

碑伝にある。

古くは縄文時代中期の勝坂式土器・石斧・石棒・黒曜石・、平安時代の土師器等が中条上村一帯から

発見され、また、下村からも各所に出土しており、南側の個人の宅地から有孔鍔付土器が土中lm位の

ところにほぼ完形品で木炭と一緒に発見されている。西側の裏山には昔は野生の動物がたくさん居たと

のことで、特に鹿が多く、古代人の狩猟には最適地であったようである。それを裏付けるように地名に

「オジカグラ」 (雄鹿蔵)等鹿の名前を付けたものがある。飲み水の清水が沢に出て、鹿の飼料になる雑

木も豊富だったのだろう。

一方、対岸に目を向ければ宮の原遺跡がある。昭和51・ 52年度に発掘調査を実施し、縄文時代早期に

比定される指圧薄手土器 (オ センベイ土器)が出土してぃる。

また、宮の原遺跡の北100mの 所に「城座」という地名がある。先住民の城跡とも思われるが不明であ     |
る。そこに今も供養塔が一基ぽつんと建っているがそのいわれは一切分からない。

この所は台地をなして下からは絶壁になった自然の要害になっている。台地の先端には、戦国時代の

「のろし台跡」か、大きな土塁跡がはっきりと残っている。

|
≪四日市場≫

四日市場の起源は詳かではないが、部落にある古来よりの口碑伝によれば、「平安時代長久四年二月に     |

八幡社を再建 して祭 日を四月四日、八月四日と定め、旧来この地に市を立て、よって土地の号を四日市

場と定む。」とあり、この頃すでに市場ができていたのではないかと思われ、部落の名前はこのときに四

日市場 と定めたものと思われる。

やがて徳川時代 となると参勤交代の制度ができ、四日市場 も宿駅 として利用されて、殿様をはじめ大

名旗本の通行が多くなってきた。

四日市場宿は中央に問屋場があり、その付近に旅篭屋、お茶屋等が軒を並べ、宿場の中央には小川が

流れ、その川をはさんで両側に道があり、小川の水は馬の飲料水等に使われた。宿場の中央道端の常夜

灯は旅人の安 らぎと無事を祈って村人たちは毎夜燈明を灯 してき_た 。 (信州高遠の史跡と文化財 )

―-22-―
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第 3章 遺構 と遺物

第 1節 調査の概要

今回の調査は、団体営農地環境整備事業黒沢地区ほ場整備工事に伴う埋蔵文化財の記録・保存のため

実施した調査である。調査地は高遠町大字長藤4904番地他の水田地域が、調査の対象となった。

調査は、平成 8年 5月 27日 から8月 23日 までの間実施 し、調査面積は約12,000m2。

今回の調査は、事前に試掘調査が出来なかったので、試掘用の トレンチを設けた。トレンチは、A～ S

まで設置して行われた。これらの トレンチより検出された遺構と思われる箇所を拡張して調査を行った。

調査された遺構は、縄文時代中期の中葉～後葉の竪穴式住居址13基、土坑 1基 と平安時代の竪穴式住居

址 2基、中世の掘立建物址 1基、それに中世以降の建物址などが調査された。

第 2節 遺構 と遺物

遺 構

第 1号住居址 (第 10図 図版 1)

本址は、Hト レンチの第 9区に発見された遺構である。この遺構は、現水田の耕土を除去したら、そ

の直下の地場面の下に検出された住居址である。本住居址の規模は、壁が検出出来なかったので明らか

にすることは出来なかった。本址の床面と思われる面は硬 く踏み固められていたので、この面を追って

壁と推定した。これによる規模は、東西4。 25m、 南北4.Omを 測ることのできる住居址となった。柱穴

は、Pl° P3・ P5° P6の 4柱で、外のP2・ P4° P7はヽ補助柱と考えられる。本址の炉址は、住居址のほぼ

中央に設けられた自然石が、方形に組まれた石囲炉である。また、住居内には15～ 34cm大の自然石が 2

ヶ所に数個づつ集まっていた。
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第 1号住居址実測図 |:3

第 10図

第 1号住居址遺物分布図 |:3

第 1号住居址実測図・遺物分布図
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遺物 (第 11図・図版10)

|は 、口縁部が沈状口縁。頸部は、隆帯が S字状でその上に爪形文が施 され、胴部下は、斜状文が付

された深鉢形の格沢式に見られる土器。 2は、隆線による楕円区画内に沈線文による山形文・箆状貝に

よる連続押引文が付けられた格沢式に見 られる土器。 3は、三角形の区画文の内に平行沈線文が施 され

た中期中葉の土器。 4は、隆線による楕円文、それに連続爪形文が施された申期中葉の土器。 5は、隆

線 と縄文が施された中期 中葉の上器。 6は、無文地に連続押引文の施された中期中葉の土器。 7は 、楕

円文に平行沈線文が施された縄文中期後葉の曽利H式土器。 8は、櫛 目文土器曽利Ⅱ式の上器。 9は、

磨製石斧。 10は 、石鏃。
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第 2号住居址 (第 12図・図版 1)

本址はHト レンチの第 2区画に発見され

た住居址である。本遺構は南側に第 7・ 8

号、東側に第13号住居址に隣接 している住

居址である。規模は東西4.24m、 南北4.57

m、 竪穴の深さは遺構発見面から50～ 60cm

を測る。遺構の床面は東側で第13号住居址

を切 り込んでつ くられているが、その外の

遺構は切 り合っていない。床面は全般的に

硬 く踏み固められていた。柱穴はPlが炉址

の西側に設けられていた。柱穴の規模は東

西36cm、 南北38cm、 深さ35cmの 楕円形、P2

は炉址の北側に検出され、規模は東西43cm、

南北45cm、 深さ38cmの 楕円形であるP3は 炉

址の南側に検出された柱穴址で、その規模

は東西43cm、 南北45cm、 深さ28cmを 測る。

その外に柱穴 と考 えられるのはP4で ある

が、あまり柱穴としては規模が大きいので

一応は土獲 としたが、あるいは柱穴である

かも知れない。位置的には柱穴としても良

い場所である。この遺構の規模は東西1.33

m、 南北1.20m、 深さは60cmであった。炉

址は、住居址の中央ややや北寄 りに設けら

れていた。炉は10cm～ 38cmの 花間岩の自然

石 9個 で組まれ、その規模は東西1.10m、

南北85cmを 測る。その外本址には遺物NQ650

に見る樽形の埋甕が検出された。

遺物 (第 13～ 17図・図版10・ 11・ 20021022)

埋甕は、樽形土器。文様は、日縁部に粘

土紐を張 り付け、頸部には、隆線を長楕円

に施 し、内には竹管具による連続押引文が

引かれている。胴部には、隆帯に連続刻 目

文を垂下させ、その間には、半裁竹管の平

行沈線文が施された、井戸尻Ⅲから曽利 I

式に係わる土器。 |は、大 と小 との横走す

る隆帯文の下側に逆山字形の文様が施され、

その下に三角文が見られる井戸尻Ⅱ式に比

定される土器。 2は、 |と 同様の文様 と平

第 2号住居址実測図

第2号住居址遺物分布図

第 12図  第 2号住居址実測図・遺物分布図

863.5-

863.0-
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行沈線文 との土器。 3は 、キャリバ形の深鉢形土器の口縁部、日縁部に連続爪形文。波状口縁より区画

文を作る隆帯に、連続爪形文が施された土器で、井戸尻Ⅱ式と考えられる。 4は、隆帯に連続沈線文が

施され、その内側に三角形文が施された3と 同じ時期の土器。 5は、外側が無文の土器で、内側に三段

に連続爪形文が施された井戸尻Ⅱ式に比定される土器。 6は、 3と 同種類の上器。

第 13図  第 2号住居址出土樽形埋甕 |:4

7は 、隆帯で方形に囲んだ内に、沈線による平行文が施された井戸尻Ⅱ式と考えられる土器。 8は 、

粘土紐を懸垂状に張 り付けた間に、半裁竹管具で横位に施文 した土器。 9は、粘土紐を張 り付けた区画

文の中に、半裁竹管文が施された土器。 10は 、 9と 同文様の円文様 と押引文が施された土器。日は、隆

帯が楕円に施された内に縦位に平行沈線が引かれた土器。 12は 、粘土紐 と渦巻状や楕円区画、地文が縄

文の土器。 13は 、沈線による渦巻文土器。 14は 、地文が縄文、隆線の渦巻文土器。 15は 、隆帯の懸垂文

と粘土紐張 り付けの蛇行文 と斜行沈線文が施された土器。 16は 、粘土紐を横位に三段張 り付け、その内

に 3本の粘土紐の蛇行文が施された土器。

一-26-―
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第 15図  第 2号住居址遺物実測図 |:3

第16図 第 2号住居址土器実測図 |

NQ594-33
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17は 、 2本の粘土紐をU字形に張 り付け、その内に階段状 とS字状の粘土紐を添え付け、更にその間

に半裁竹管による羽状の沈線文が施された深鉢形土器。 18は 、地文が斜縄文でその内に縦の平行沈線文

やUの字形の文様が施された土器。 19は、地文に斜縄文 と半裁竹管による、 くの字文が施された土器。

20は 、キャリバ形深鉢の口縁部、口唇には沈線による渦巻文が施された土器。以上 8か ら20ま では、曽

利Ⅱ～Ⅲ式に比定される土器。21は、深鉢形土器で口縁部 と底部を欠いている。土器の文様は、 LRが

強 く施されてる。22は、円筒形の深鉢。文様は、 4箇所に縦位に粘土紐が三条施され、日縁部に近 く楕

円状の把手が付されている。その間には、地文が縄文で施され、その周辺は、沈線文による唐草文など

が施された土器。23は 、口縁部に粘土紐を籠目状に張 り付けた文様 と、地文の斜縄文に沈線による懸垂

文が施された土器。24は 、台形土器で側面に径1.5cm程の穴が付されている土器。

以上2は でが、縄文中期中葉井戸尻H式、22・ 23は 、曽利Ⅱ式と考えられる土器。24は、台付土器が

現れる中期中葉末の土器 と考えられる。

第 17図  第 2号住居址石器

25は、緑色岩の磨製石斧。26は、緑色岩の打製石斧。27は 、硬砂岩の打製石斧。28は、緑色岩の磨製

石斧。29は、安山岩の凹石。
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第 3号住居址 (第 18図・図版 2)

本址は、 トレンチL-7地 区に発見さ

れた遺構である。この遺構の規模は東西

4.7m、 南北3.8mと 、東西に長い楕円形

の竪穴式住居址である。この住居址の東

北の一角が水田造成のため削 り取られて

いた。住居址の壁には特記する様な施設

は認められなかった。柱穴はPl・ P2° P3°

P4の 4が本tlLの 主柱穴と考えられる。柱

穴の規模は底経で20～ 25cmの 直穴であっ

た。炉址は住居址の中央やや北寄に設け

られ、その規模は東西54cm、 南北68cm、

縄文中期の炉址としては、やや小形の炉

址であった。この炉址は、炉石の一部が

欠けていた。炉石は、10～ 22cm程の花間

岩の自然石が用いられていた。また、こ

の炉内には斜縄文の深鉢形土器が、底面

に張 り付いた状態で発見された。

B

遺物 (第 19図・図版19)

|は 、波状の口縁部の深鉢。隆帯がめ

ぐった内側に箆状器による連続刺突文が

半円状に施され、その内面に半裁竹管具

による平行沈線文が施された縄文中期後

葉の土器。 2は、地文に斜縄文が施され、

その内面に竹箆による縦位の沈線文が引

かれ、また、その脇に蛇行沈線文が施さ

れた土器。 3は、地文が縄文でその内に

沈線が縦横に施された土器。 4は、 3同

様の土器。 5は、地文に斜縄文が施され、

その内面に二条の平行沈線文が施された

土器。 2～ 5は 、縄文中期後葉の土器。

6は 、硬砂岩の打製石斧。 7は、硬砂
865.0-

岩の石匙。 8は、黒曜石の石鏃。 9は 、

Ｐ‐０

Ａ
ヽ
、

Ｐ３０
A

Ｐ４０

第 3号住居址実測図

第3号住居址遺物分布図

第 18図  第 3号住居址実測図 。遺物分布図 |
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第19図 第3号住居址拓影・石器実測図 |:3

第 4号住居址 (第20図 0図版 2)

本址は、調査メッシュH-7地 区に発見された遺構である。この遺構は過去において何度か水田造成

工事が行われた所であるので、東西の壁が確認できなかった。本址の規模は東西4.2m、 南北5.5mの竪

穴式住居址である。本址の床面は、東側の一部が軟弱な箇所が認められたが、外は固く踏み固められて

いた。本址の柱穴は、Pl・ P2・ P3° P4・ P5の 5柱穴と考えられる。柱穴の大きさは、底面で15～ 22cm大

の直穴であった。本址では炉址は検出出来なかった。また、本址には縄文中期後葉の埋甕が、 2個並べ

られた状態で発見された。その大きさは、西側の埋甕は口径35cm、 東側の埋甕は口径36cmであった。

遺物 (第21図・図版11・ 20)

|は 、深鉢形土器の口縁部、口縁部の下部に粘土紐による蛇行文がめ ぐらされ、下方は方形の区画内

に添って連続半区画文が施された、井戸尻Ⅱ式に類似 している土器。 2は、隆帯に渦巻文による蛇行文、

縦位に平行沈線文が施された、縄文中期後葉曽利Ⅱ式に比定される土器。 3は 、隆帯による区画文や、

平行沈線が施された深鉢形土器の口縁部。 4は 、隆帯に唐草と沈線による綾杉文の土器。 506も 同様
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時期の土器。 2～ 7は、縄文中期後葉の

土器。 8は、隆帯に渦巻 と櫛状器具によ

る平行沈線文が施された土器。 9は、縄

文後期 と思われる深鉢形土器の底部。 10

は、櫛状器具によって施文された縄文後

期の土器。日は、胎土が粗質の縄文後期

の土器。 12は 、日径33cm、 高さ51cmの 深

鉢形土器。隆線の大柄渦巻文 と、綾杉文

などが施された土器。 13は、大柄の変形

した渦巻文 と、渦巻文の頭に三角突起文

が付された文様 と、綾杉文・唐草文 H式

に見られ.る 土器。

石器 014は 、緑色岩の半磨製石斧。15・

16は 、刃の付された黒曜石。

Ｐ３◎
。◎ ◎

Ib□

「」
‐
‐

υ54

第 4号住居址実測図

第4号住居址遺物分布図

第20図  第 4号住居址実測図 0遺物分布図 |:3
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第 5号住居址 (第22図・図版 3)

本址はH-8区 に出土遺構。この遺構では、壁の一部が確認されなかった。それは、この場所が今ま

で行われた改田工事のため、削 り取られたことによるものと思われる。遺構の規模は東西6.5m、 南北4。 9

mの楕円形の竪穴式住居址である。住居址の西側の部分が、第 6号住居址を切 り込んで造られていた。

また、南側では黒色土であるため、壁を認めることが出来なかった。床面は所々に軟弱の箇所が認めら

れた。柱穴はPl～ P5が本址の主柱 と考えられるが、特に西側には柱穴址が認められなかったのは、 6号

住居址との切合の関係ではないかと思われる。その他本址には、中央やや西寄 りに埋甕 4個が検出され

たことは、特記すべ きことである。炉は本址では明らかでなかったが、P4と P6の間に焼土が認められた

が、本址の炉址 としては東に寄 り過ぎていると考えられる。その外に 3個の敲石 と7～ 18cm大の自然石

が集石の形で発見された。

遺物 (第23024図 ・図版12・ 20)

|は 、隆帯 と隆帯の間に連続半円山伏文 と波状の沈線文が施文された縄文中期・藤内 I式土器。 2は、

楕円形文の内側に爪形文が施された藤内 I式土器。 3は、隆帯の間に「 く」の字に彫 り込まれた文様 と、

竹管具による連続斜状文が施された藤内Ⅱ式と考えられる土器。 4は、隆帯に箆状具による平行沈線文

が施された、藤内Ⅱ式と考えられる土器。 5は 、深鉢形土器に付けられた「 ミミズク」形把手、藤内Ⅱ

式に比定される土器。 6は、隆帯に連続爪形文 とその下部に竹管具による押引文が施された土器。 7は 、

波線による渦巻文 と懸垂文が施された土器。 8は、地文が縄文に縦に二条の蛇行沈線文が施された土器。

9は、隆帯に連続の爪形文 と胴部には半裁竹管具による平行沈線文、その上に粘土紐による抽象文が施

された土器。 10は 、地文が縄文でその上に縦 と横に楕円区画が施された土器。 7～ 10は 縄文中期後葉曽

利Ⅱ式に見られる土器。「|は 、台付甕の台の部分で、 2本の隆線を付けた土器で、縄文中期後葉の曽利

Ⅱ式。12は 、日径11.7cm、 高さ4。 lcmの土師器の碗で、その底部に片寄った糸切痕が見られる平安時代の

土器。 13は、口縁部だけの土師で、器面にはロクロの痕が見られる土器。14は 、付高台の上師の碗で、

器内外にロクロ痕が見られる平安時代の土器。 15は、付高台の上師の碗で内黒。 16は 、土師の碗の底部

で平安時代。 17・ 18019は 灰釉陶器で平安時代。

石器。20は、安山岩の凹石。21は 、安山岩の敲石。22は、緑色岩の石垂。23は、黒曜石の石鏃。24は 、

黒曜石の石匙。

25は、口径32cm、 高さ37cmの 深鉢形の土器。文様は口縁部で沈線の斜線文。頸部以下は半裁竹管具に

よる平行沈線文 と、粘土紐による蛇行文が施された、縄文中期後葉の曽利 I式に見られる土器。26は、

日縁部を欠いている土器。隆帯による唐草文 と、粘土紐による蛇行文が施された、曽利Ⅱ式に見られる

土器。27は、口径24cm、 高さ36.5cmの深鉢形土器。口縁部無文帯で、その下に横位に隆線がめ ぐり、そ

の端に渦巻文 と懸垂する隆線と、隆線内に粘土紐による懸垂文が施され、胴部には綾杉文がつけられた

曽利Ⅱ式土器。28は 、日径が30cm、 高さ49cmの 深鉢形土器。沈線文 と綾杉文が施された、曽利Ⅱ式に比

定される土器。

―-34-―



‐‐◎

鰤◎ ―
崚
軍
―
―

喩
紗

Ｐ７①
Ob4

埋ガメ 2

◎
埋ガメ |

第 5・ 6号住居址遺物分布図

第22図  第 506号住居址実測図・遺物分布図

―-35-―



曲

げ

」

0     1    2 cln

No444-|

日

Ｈ

ＩＩ

＝

‐一一一̈̈̈̈
”̈Ｗ‐̈

ハ
Ｍ

No87

ス

:置盲菖言::]::::::【

`15

NQ247-|

NQ249-| NQ251-|

21

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

３

1 0cln

ーNQ247-5

―-36-―

第23図 第 5



熙魃

躾

穆馘
ヾINyミ

No437

第24図  第 5号住居址土器実測図 |:6

第 6号住居址 (第22図・図版 3)

本址は、I-8区に発見された遺構である。その規模は東西3.5mを 測るが、遺構の東側は、第 5号住

居址によって削り取られている状態である。南北3.6mを 測るが、これも一部分北壁に不明の所が見受け

られた。本Ll_の床面は、過去の造成工事のため床面すれすれに削り取られていたが、大方の床面と考え

られる部分は見受けられた。柱穴は、P10P2は確認出来たが、他の柱穴は第 5号住居址で不明であっ

た。炉址は本址では中央と思われる位置に、焼土と炉石と考えられる石が認められたが、ちょうど第 5

号住居l」Lの西壁によって切り取られた箇所に当っていた。本住居址で特記すべきは「伏甕」である。こ

の伏甕は、住居址の中央やや北寄りに埋められていた。
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遺物 (第25図 ・図版12・ 20)

|は 「伏甕」で、その大きさは、高さ20cm、 胴部の径 も20cmを 測る。この伏甕の底部には、径 2 cmの

穴が設けられていた。文様は、頸部に横位に二本の沈線文が施され、更にその下部に二本の沈線文がめ

ぐる。胴部は 5箇所に渦巻文、更にその間に二本の蛇行沈線文が付された伏甕である。 2は、平行沈線

の上に粘土紐による籠目文が施されている深鉢形土器。 3は、粘土紐を縦方向に付 した深鉢形の土器。

4は 、深鉢形土器の口縁部。文様は隆帯文を縦横に、また、日縁部に半円形の沈線文が施されたり、頸

部下には、隆帯に平行沈線が施された土器。 5は 、地文に櫛状器による沈線文が施され、その間に蛇行

沈線文、懸垂渦巻文が施された土器。 6は 、頸部に隆帯の区画文、その内に縄文 と蛇行沈線が施された

深鉢形土器。 |～ 6は縄文中期後葉の曽利系土

器。 7は、横位に沈線文が施文された縄文後期

の土器。

石器。 8は 、黒曜石の石鏃である。

II
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第25図  第 6号住居址拓影 0石器実測図 |:3
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第 7号住居址 (第26図 ◆図版 4)

本址は、調査区のH-102に 発見

された遺構である。この遺構の規模は

南北5。 2m、 東西は 8号住居址によって

切られているので測定が出来ない状態

である。住居址の壁は、西側 と南側は

大方確認することは出来たが、北側の

一部が破壊されている所が見られた。

床面は一部に軟弱の面が認められたが、

大方の面は、良 く踏み固められていた。

本址の柱穴は、P10P2・ P3° P4の 4柱

穴は確認出来たが、他は 8号住居址で

切 り取られたようである。Plと P2と の

間に20cm～ 40cm大の自然石が 7個、集

石の形で検出された。また、P2の北側

に65cm× 40cm大の平面の自然石が発見

されている。

遺物 (第27～ 30図・図版22)

|は 、深鉢形土器の口縁部の把手で

ある。把手の中央に径5.5cmの 楕円形の

穴を軸にして、左右に小穴が付けられ

た抽象的な装飾が施された土器。また、

内面にはフクロウの目の様な装飾が見

られる。 2・ 30405も 、それぞれ

の個性が表現されている土器。 6は、

深鉢形土器のフクロウ状の把手である。

以上は縄文中期中葉井戸尻Ⅲ式の土器。

7は、隆帯の区画文に竹管具による平

行沈線文のキャリバ形の土器で縄文中

期後葉曽利Ⅱ式。

8は 、波状口縁のキャリバ形の深鉢

で、刻 目の隆帯に二条の粘土紐 と結節

文の平出ⅢAに 見られる土器。 9は、

波状口縁の部分で隆帯に刻 目を施 した

三角文様帯を三本の粘土紐で結節した

縄文中期中葉の土器。 10は 、口縁部に

沈線を巡らし、その外側に隆帯に刻目

を施 した薄手の平出ⅢAに見られる土

第7号住居址遺物分布図

第26図  第 7号住居址実測図・遺物分布図 |:3
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器。 ||は 、波状口縁の土器で、隆帯に楕円区画を入れ、その内外に連続爪形文 と縦位に沈線文や押引文

が施された中期中葉の土器。 12は 、隆帯に刻 目を付け、区画文内に三角文が施された中期中葉の上器。

13は 、隆帯に綾杉状の刻を施 した線、その下に楕円文内に十の字文 と三角文が施された藤内Ⅱ式に見ら

れる土器。 14は、底部が屈折 している土器、井戸尻 I式に見られる土器。15は 、隆帯がエプロン状に施さ

れた土器、井戸尻Ⅱ式に見られる土器。 16は 、斜縄文 と三角文が施された井戸尻Ⅱ式土器。 17は 、小形

の土器、エプロン状の隆帯内に平行沈線文が施された井戸尻 I式に見られる土器。 18は 、小形の上器、

胴部下にエプロン文様の施された井戸尻 I式に見られる土器。 19は 、小形の波状口縁土器、胴部に十の

字文を施 した井戸尻Ⅲ式と見られる土器。20は 、日縁部に斜線沈線、その上に粘土紐を斜状に張 り付け

た土器。21は、口縁部に粘土紐を格子目状に張 り付けた曽利 I式に見られる土器。22は、21と 同様の粘

土紐を張 り付けた深鉢形土器。23024も粘土紐を張 り付けた土器。25は、頸部に粘土紐を波状に施 し、

胴部には半裁竹管による縦方向の平行沈線が引かれた曽利Ⅱ式に見られる土器。26は、隆線による唐草

文 と竹管具による平行沈線文が施された曽利Ⅱ式の土器。27は、半裁竹管具による縦方向に引かれた文

様の曽利Ⅱ式に比定される土器。28は、地文が斜縄文に箆状具による蛇行文が施された曽利Ⅱ式土器。

29は 、28と 同様の土器。30は、深鉢形土器の把手としてつ くられた猪の頭と考えられる。日は左右から

堀 り込んでつ くられている。

石器。31は、緑色岩の打製石斧。32は 、半磨製の石斧。33は、硬砂岩の打製石斧。34は、硬砂岩の打

製石斧。35は、硬砂岩の打製石斧。36は、黒曜石の石鏃。37は、緑色岩の半磨製石斧。38は、緑色岩の

槍先形石器。

o      5      1 0Cln
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第 8号住居址 (第31図 0図版 4)

本址はG・ Hの 203調査区に発見され

た住居址である。住居址の規模は東西4.7

m、 南北4.9mを 測る楕円形の遺構である。

この遺構は、第 7号住居址を西側で切 り込

んでつ くられている。東側は別に他の遺構

は切っていない。壁面には特別の施設は認

められなかった。床面の東側の一部に軟弱

な箇所が見られたが、大方は硬 く踏み固め

られていた。柱穴はPl～ P5が確認された。

柱穴の大きさは20cm～ 35cm前後で直穴であ

る。炉址は住居址の中央やや北寄 りに設け

られていて、その規模は東西 lm、 南北70

cmで 7個の自然石で囲まれていた。その外

住居内には、表面が平らな自然石 3個が認

められた。

本址の遺物の分布状態は、遺物分布図に

あるような状況であった。

遺物 (第32～ 34図 0図版13014021・ 22)

第32図の |は 、日径45cm、 高さ57cmを 測

る深鉢形土器、文様は口縁部で斜方向の半

裁竹管文、頸部以下は縦方向に引かれた半

裁竹管文が施され、その上に粘土紐による

抽象的な文様が付されている。曽利 I式に

比定される土器。 2は、口径35cmの 深鉢形

土器、口縁部は沈線による波状文や渦巻文

で飾られている。また、頸部にも三条の沈

線文がめ ぐらされている。胴部は筒形で地

文が縄文で、その間に蛇行の沈線文を配し

た縄文中期後様の咲畑式に見られる土器。

3は 、深鉢形土器の口縁部、文様は隆線

による渦巻文 と地文に斜縄文、蛇行沈線文

が施された土器。 4は、口径36cm、 高さ52

cmを 測る深鉢形土器。文様は口縁部無文、

頸音6に は隆線による蕨手状文、 月同音5に も懸

垂状の蕨手文 と綾杉文が施された縄文中期

後葉の曽利Ⅱ式に見られる土器。 5は、口

径19cm、 高さ32cmの 深鉢形土器、口縁部に

第8号住居址遺物分布図

第31図  第 8号住居址実測図 0遺物分布図 |
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隆線による唐草文、頸部以下斜縄文が施された小形の曽利Ⅲ式土器。 6は、口径13cmで底部を欠いてい

る土器。日縁部には粘土紐による唐草文が、頸部以下は斜縄文が施された縄文曽利H式 と考えられる土

器。 7は 、口径22.5cmの深鉢形土器、口縁部が粘土紐による唐草文が施され、胴部以下に斜縄文、そし

て沈線の蛇行文が施された土器。 8は、口径22cmを 測る深鉢形土器。日縁部は隆帯による波状の刻 目文、

頸部には縦方向の竹管文、胴部には斜縄文の地文に蛇行沈線文が施された土器。 7・ 8は縄文中期後葉

の咲畑式に見られる土器。 9は、胴部に十の字文が施された縄文中期中葉の井戸尻Ⅲ式に見られる土器。

10は 、唐草文様の縄文中期後葉曽利Ⅲ式と見られる土器。

日は、隆帯による三角押文が施された、縄文中期藤内Ⅱ式に見られる土器。 12は 、深鉢形土器の口縁

部、隆帯に連続八形文が施された縄文中期中葉の藤内Ⅱ式と考えられる土器。 13は 、深鉢形土器の口縁

部。横位に連続八形文 と角状押引文が施された縄文中期中葉の藤内Ⅱ式の土器。 14は 、隆帯の区画文内

に押引による連続爪形文が施された藤内Ⅲ式に見られる土器。 15は 、深鉢形土器の口縁部、縄文・三角

文 。十字葉の文様が施された井戸尻Ⅲ式に見られる土器。 16は 、斜縄文が施文された井戸尻Ⅲ式に比定

される土器。 17は 、半裁竹管文 と隆帯に連続押引文が施された縄文中期後葉の曽利 I式に見られる土器。

18は 、横位に施された隆帯に連続刻目文が施された井戸尻Ⅲ式に比定されると思われる土器。 19は 、半

裁竹管具による文様が施された縄文中期後葉の上器。20は、深鉢形土器の口縁部 と把手、細い粘土紐を

交互に組み合わせた文様、把手の上には円形をなしている縄文中期後葉の土器。21は、キャリバ形の深

鉢形土器。日縁部に粘土紐を張 り付けた縄文中期後葉の曽利 I式に見られる土器。22は、21と 同じ文様

の土器。23は 、粘土紐を横位に三条張 り付けた深鉢形土器。縄文中期後葉曽利H式 と考えられる土器。

24は 、深鉢形土器の口縁部、隆帯を楕円形に施 し、その中間に粘土紐を縄状に組んだ文様の土器、縄文

中期後葉曽利Ⅱ式と思われる土器。25は、隆線による唐草文や綾杉文が施された縄文中期後葉曽利H式

に見られる土器。26は 、斜縄文の地に縦に沈線による蛇行懸垂文が施された、縄文中期後葉の曽利H式

の土器 として考えられる。27は 、地文が斜縄文でその上に沈線による唐草文や蛇行が描かれた、縄文中

期後葉の曽利Ⅱ式と考えられる土器。28は、日縁部に渦巻文 と二条の隆線文が施された縄文中期後葉の

土器。29は、深鉢形土器の把手、「ヘビ」に似た表情の縄文中期後葉の土器 と考えられる。

石器:

30は 、硬砂岩の打製石斧。31は 、緑色岩の磨製石斧。後で凹石 として使用 している。32は、緑色岩の

半磨製石斧。33は、緑色岩の磨製石斧。34は、緑色岩の横刃形石器。35は、安山岩の凹石。36は、硬砂

岩の投弾。
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第H号住居址 (第 35図・図版 6)

本址はC・ D-4区 に発見された遺構である。遺構の規模は、東西4.5m、 南北5.7mの楕円形の竪穴

式住居址である。壁面には特別の施設は認められなかったが、床面と壁の端に12～ 15cm、 深さ10～ 20cm

大のピットが設けられていた。これは、壁を補強するためのビットと考えられる。ピットとピットの間

隔は、狭い所20cm平均 lmはぁった。全体では18個検出された。床面は北束の一部に軟弱の箇所が見受

けられたが、大方は良 く踏み固められていた。柱穴は 4箇所検出された。その規模は、底径で15cm～ 20

cmの 直穴で、その深さは25～ 30cmであった。炉址は住居址の中央やや西寄 りに発見された。その規模は、

東西が75cm、 南北84cmを 測る炉址である。炉に使われている石は、花間岩の自然石 7個が方形に組まれ

ていた。それに、この炉には山状の石や、石棒 として使われたと考えられる石などが使われた特別の炉

であった。その外に10～ 20cm大の自然石の集石が 2箇所に認められている。また、炉の南に埋甕も発見

された。

遺物 (第 36～ 41図・図版14018020・ 21)

|(土器番号1502)は 、口径46cm、 高さ50cmの 深鉢形土器。日縁部は無文、その下に刻 目の付いた隆

帯を巡らしている。胴部に縦に沈線文 と楕円形の区画文が施され、その間に大柄の斜縄文が施された、
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縄文中期後葉の曽利V式に見られる土器。

2は、 日省:22.5cm、 澤彗さ31cm、 器I享1.4cm

とやや厚手の筒形に近い土器。縄文の文

様は大目のRLLの 斜縄文、時期は縄文

中期後葉曽利 I式に併行すると考える。

3は 、口径21.4cm、 高さ28。 3cmの 深鉢形

土器。文様は口縁部に隆帯による渦巻文、

地文に縄文、 頸音6か ら月同音6に は隆帯によ

るU字形懸垂文、その内に沈線文や蛇行

文が施された、縄文中期後葉曽利Ⅱ式に

類似する土器。 4は、日径19.5cmキ ャリ

バ形の小形深鉢土器。口縁部に隆帯によ

る渦巻文、胴部に同じ隆帯によるU字形

文、その内側に沈線による結節文が施さ

れた縄文中期後葉曽利Ⅲ式土器。 5は、

日径23cmの 浅い土器。文様は、無文地に

隆線の区画文 と沈線による楕円文が施さ

れた縄文中期後葉曽利Ⅲ式と考えられる

土器。 6は、 口径25cm、  口縁に隆帯によ

る渦巻文、胴部以下に沈線による逆八の

字文様が施された、縄文中期後葉曽利Ⅲ

式に見られる土器。 7は、日径が37.5cm、

底部を欠いている土器。口縁部は無文帯、

頸部に沈線による波状文、胴部以下は沈

線文が描かれた深鉢形土器。曽利V式に

見られる土器。 8は 、深鉢形土器の底部。

文様は綾杉文、底部にアジロ文が施され

た曽利V式に比定される土器。 9は 、日

径が6.2cm、 高さ32cmの小形の香炉形土

器。 10～ 16ま では深鉢形土器の口縁部の

把手で、相対する沈線による渦巻文の曽

利Ⅱ～Ⅲ式上器。 17は 、口径部が無文帯。

胴部以下は地文が斜縄文 と沈線による平

行線が施されている曽利Ⅱ式に比定され

る土器。 18は 、地文が斜縄文で、それに

縦方向の沈線文が施された曽利Ⅱ式と考

えられる土器。 19は 、地文が斜縄文で、

その内側に沈線によるU字文が描かれた

曽利Ⅱ式に比定される土器。20は、隆線

第 H号住居址実測図

M
o      i     2m

第H号住居址遺物分布図

第35図  第 ‖号住居址実測図 0遺物分布図 |:3
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による楕円文や唐草部が施され、胴部には沈線による綾杉文の曽利Ⅳ式土器。21は、縄文の地文に隆帯

による渦巻文や楕円区画文、隆線による懸垂文などが施された曽利Ⅲ式と考えられる土器。22は、隆帯

による渦巻文や懸垂文などが施された曽利Ⅲ式と考えられる土器。23は、隆線による唐草文や沈線によ

る平行線文が施された曽利Ⅱ式の土器。24は、地文が縄文に、平行沈線文や隆線によるU字の文様が施

された曽利III式 と考えられる土器。25は 、深鉢形土器の口縁部の把手で、渦巻文の内側に平行 して連続

刺突文が施された曽利Ⅱ式に比定される土器。26は、日縁部に四条の平行に刺突文、胴部に隆帯による

区画文と斜縄文が施された曽利Ⅱ式に見られる土器。27は、深鉢形土器の口縁部に付された渦巻状把手

と、綾杉文が施された曽利Ⅱ式土器。28029は 、地文が縄文に、隆帯による渦巻文や懸垂文が施された

曽利Ⅱ式に見られる土器。30は、隆帯による渦巻文や懸垂文などが施された曽利Ⅲ式と考えられる土器。

31は 、地文が縄文で平行沈線文や結節文、口縁には沈線による区画文が施された曽利Ⅲ式と考えられる

土器。32は 、深鉢形土器で、平行 している沈線文内に竹管具による綾杉文が施されている曽利Ⅲ式に見

られる土器。33は、櫛歯状具による綾杉文が施されている縄文後期の加曽利 B式に見られる土器。34は、

深鉢形土器の口縁部、文様は櫛歯状器具にょる文様で縄文後期 と考えられる土器。35は、深鉢形土器で

隆帯による楕円区画文や逆U字文、蛇行結節文などが施された曽利Ⅲ式に見られる土器。36は、磨消縄

文の縄文後期堀之内Ⅱ式に見られる土器。37は、 8の字形のボタン状文の張 り付けた縄文後期堀之内式

土器 と考えられるもの。38は 、深鉢形土器の口縁部で、連続刺突文が施された堀之内 I式に見られる土

器。39は、鉢形の土器。口縁部で横位の隆帯に連続刺突文が施されている。また、胴部の縄文地に方形

の文様が施された堀之内Ⅱ式に見られる土器。40は、 8の字のボタンが付された堀之内Ⅱ式にある土器。

41は 40と 同形式の土器。42は、甕形土器。日縁に連続刺突文が施され、頸部は無文、胴部には斜状文が

施された堀之内Ⅱ式土器。43は須恵器。たたき目に自然釉が見られる遺物。平安時代。44は、灰釉陶器

の口縁部。平安時代。

石器。45は、硬砂岩の打製石斧。46は、

緑色石の打製石斧。47は、硬砂岩の打製石

斧。48は、緑色岩の打製石斧。49は、緑色

岩の打製石斧。50は 、硬砂岩の打製石斧。

51は 、緑色岩の打製石斧。52は 、緑色岩の

磨製石斧。53は、硬砂岩の半磨製石斧で、

両面に凹石 として利用 したもの。54は、緑

色岩の磨製石斧。55は、硬砂岩の凹石。56

は、緑色岩の小形磨製石斧。57は 、硬砂岩

の縦形の石匙。58は 、緑色岩の小形磨製石

斧。59は (安山岩の投弾。60は、緑色岩の

凹石。61は、黒曜石の石鏃。

Nα 1502    0
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第 12号住居址 (第42図 0図版 6)

本址は、調査区 2の Eに発見された遺構

である。遺構規模は、東西4。 36m、 南北4.10

mの竪穴式の住居址である。この住居址南

側 と北側の一部にテフラ層に掘 り込んだ箇

所が見られたが、外は黒色土に掘 り込んで

作られていた。また、住居址の東側は第 1号

土疲があり、そのために床面が一部張床状

になっていた。柱穴はP10P2° P3° P4の 4

柱穴が本址の主柱穴 と考えられる。本址の

炉址は、明らかにすることは出来なかった。

また、本t」Lに は 2個の埋甕が発見された。

遺物 (第 43・ 44図・図版11・ 15)

|は 、住居址内でも南側にあったもので、

その大きさは、口径50cm、 高さ45cmを 測る。

文様は、口縁部が無文で、頸部 との境に一

条の隆帯がめ ぐらされ、その隆帯には、連

続の刻 目文が施されていた。また、胴部以

下は、地文が斜縄文で、その上に唐草文や

楕円区画文、結節文が描かれた縄文中期後

葉の土器。 2は、器高が30cm、 口径23cmの

深鉢形の埋甕。日縁部は無文帯、頸部以下

は縦に平行沈線文が施された中期後葉曽利

Ⅱ～Ⅲ式土器。 3は 、隆線と斜縄文が施さ

れた中期中葉井戸尻Ⅲ式に見られる土器。

4は、隆帯に連続八形文や矢の字形文・押

引文が施された中期の井戸尻Ⅱ式に見られ

る土器。 5は 、波状口縁の深鉢形土器、文

様は連続才甲引文、 月同音6に は、 竹管具による

平行沈線文が施された中期後葉曽利Ⅱ式に

見られる土器。 6は、地文が縄文、縦方向

に半裁竹管文 と結節文が施された中期後葉

曽利Ⅱ式に比定されると思う土器。 7は、

地文縄文、それに半裁竹管具による波状文

や磨消縄文が施された中期後葉曽利Ⅱ式の

土器。 8は 、口縁に沈線が二条施され、胴

部には櫛目文が施された中期後葉の土器 と

考えられるもの。 9・ 10は 、地文に縄文が

第 !2号住居址実測図

第 12号住居址遺物分布図

9        1       2.m

第 1号土堀

第42図  第 12号住居址実測図・遺物分布図 |:3
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施され、それに磨消縄文や沈線文などが施された中期後葉曽利Ⅱ～Ⅲ式の土器。日は、竹管具による沈

線文が描かれた時期が定め難い土器。

12は 、緑色岩の打製石斧。 13は 、緑色岩の打製石斧。 14は 、硬砂岩の凹石。 15は 、内黒の上師器。 16

は、内黒の土師の皿。 17は 、内黒の椀。 15～ 17は 、いずれも平安時代。

18～ 25は、第 1号土疲から発掘された土器で、 18は 、隆線による渦巻文や綾杉文の土器。 19は 、箆状

器具による連続した文様や蛇行懸垂文が施された土器。20は、櫛描による文様と平行沈線文が施された

深鉢形中期後葉の土器。 18～ 21は 、中期後葉曽利Ⅱ式に見られる土器。22は、深鉢形土器の口縁部で、

竹管具による押引文などが施された中期後葉曽利Ⅱ式と考えられる土器。23は、深鉢形土器の口縁部、

内面と外面に飾の文様が施された中期後葉の土器。24は、波状口縁の土器で、器面に径1.Ocmの 穴が開け

られている縄文後期の土器と考えられる。25は、磨消縄文の縄文後期と考えられる土器。

26027は 、第 2号土墳から発掘された遺物で、26は、櫛状の器具による斜縄文が施された時期不明の

土器。27は、硬砂岩の投弾。

No1335

第43図  第 12号住居址遺物実測図 |

No1278
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第 13号住居址 (第45図・図版 7)

本址は、調査区域第 2-Gを 中心にした箇所

に発見された遺構である。本址の規模は、東西

3.47m、 南北4.05mの 楕円形の竪穴住居である。

壁の断面には特別な施設は認められなかったが、

北束の角 と南南東の両角に、深さ50～ 60cmの 竪

穴が検出された。本址の床面は、全般的に良 く

踏み固められていた。柱穴はPl～ P4の 4柱穴が

主柱穴と考えられる。柱穴の規模は底径で20cm

前後でほぼ同じ大きさである。炉址は、住居址

の中央やや北寄 りに設けられている。炉址の規

模は東西63cm、 南北70cmの 楕円形、炉石は15cm

から25cm程の自然石 6個で組まれていた。

遺物 (第 46～ 48図 )

|は 、キャリバ形の深鉢形土器の口縁部。粘

土紐を張 り付けによる抽象文がまだ残 り、頸部

を中心に極めて豪華な装飾文様が施されている。

縄文中期藤内Ⅱ式の土器。 2は、連続竹管文の

文様から藤内Ⅱ式に当たる土器。 3は、深鉢形

土器の口縁部。隆帯による渦巻文に竹管具によ

る連続文が施された藤内Ⅱ式に比定される土器。

4は、隆帯に竹管具による連続文が施された井

戸尻H式 と考えられる深鉢形土器。 5は 、筒形

土器。竹管具による連続文の隆帯に、矢羽文や

唐草文、三角文などが施された井戸尻Ⅱ式に比

定される土器。 6は、深鉢形土器の口縁部で木

の葉状の把手。外側の隆帯に、竹管具による連

続文や楕円状沈線文。内側には同形の渦巻文が

施され、両方の角に三角文が見られる。縄文中

期中葉の井戸尻Ⅱ式土器。 7は 、深鉢形土器の

口縁部。日縁に隆線による山形文 と半裁竹管に

よる連続押引文が施された、曽利 I式に並行す

る土器。 8は 、波状口縁の深鉢形土器で、文様

は隆線による波状区画文 と平行沈線文が描かれ

た曽利 I式に見られる土器。 9は 、深鉢形土器。

隆帯による縦横の区画文 とミミズクの把手など

の井戸尻Ⅲ式に見られる土器。 10は 、口縁部が

無文帯で、頸部に太目の隆帯が巡 り、その隆帯

第 13号住居址実測図

第13号遺物分布図

第45図  第 13号住居址実測図・遺物分布図 |
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に粘土紐を張 り付けた井戸尻末期か曽利 I式 と並行する土器。日は、粘土紐張 り付け文様の深鉢形土器。

曽利 I式に見られる土器。 12は 、隆帯に刻 目文 と半裁竹管具による平行沈線文の施された土器。井戸尻

Ⅲ式に見られる土器。 13は 、隆帯による楕円文 と、粘土紐を蛇行状に張 り付けた、井戸尻Ⅲ式に比定さ

れると思われる土器。 14は 、半裁竹管具による縦及び横位に施文 した、曽利 I式に見られる土器。 15は 、

半裁竹管具による縦 と横に施文 した、曽利Ⅱ式に見られる土器。 16は 、隆線による楕円文に刻 目文を施

した土器。曽利 I式 と考えられる土器。 17は 、隆線による楕円文、その内側に斜縄文が施された、曽利

Ⅱ式に見られる土器。 18は 、隆線による渦巻 と、平行沈線文が横位に施された曽利 I式上器。 19は 、隆

線を横位に引き、その間を爪形文が施された、縄文中期中葉の土器。20は、隆線を横位に施 し、その間

に箆状器具による斜線文が施された、曽利 I式に比定されると考えられる土器。21は、隆帯に楕円形文

を幾重にも描いた土器。曽利 I式に考えられる土器。22は縄文 と沈線文が施された、曽利Ⅱ式と考えら

れる土器。23は 、半円状の文様が描かれた、縄文後期加曽利BI式 と考えられる土器。

石器。24は 、安山岩のたたき石。25も 24と 同様のたたき石。26は、緑色岩の打製石斧。27は、緑色岩

の半磨製石斧。

第46図 第 13号住居址遺物実測図 |:3
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第 14号住居址 (第49図 0図版 7)

本址は、R-4調査地区に発見された遺

構である。遺構の規模は、東西5。 3m、 南北

4.7mの楕円形の住居址である。この住居tlL

は、水田造成中に床面すれすれの所まで柱

穴の部分が切 り取られてしまっているとこ

ろより、壁面の構造については不明である。

床面は、P2の まわ りが張床 となっていた。

柱穴は、P10P2° P3° P4が主柱穴と考えら

れる。P5は ヽ住居tlLの ほぼ中央に位置して

いるので、家屋の支柱ではないかと考えら

れる。本址には、炉址は検出できなかった

が Pヽ2と P3と の間に散在 していた自然石に

は焼けた面が見受けられるので、水田造成

時に破壊されたのではないか。

遺物 (第50図 0図版15)

|は 、深鉢形土器の口縁部。Y字形文が

施された縄文中期後葉藤内式に見られる土

器。 2は、隆帯による区画文に連続爪形文

が施 された井戸尻Ⅲ式に見 られる土器。

3・ 4・ 5は 、隆帯に連続爪形文や竹管文

が施された井戸尻Ⅲ式土器。 6は、粘土紐

を張 り付けた曽利 I式土器。 7は 、斜行沈

線文に粘土紐を格子状に張 り付けた曽利 I

式土器。 8は、隆帯による渦巻文の把手の

付いた縄文中期後葉の曽利 I式に比定され

る土器。 9は、硬砂岩の打製石斧。 10は 、

硬砂岩の敲石。日は、長さ 3 cm、 径1.5cmの

土垂。 12は 、鉄鏃の破片。 13は 、土師の皿。

14は 、土師の内黒椀。 13014は 、糸切底の

状態から平安時代後期の頃と考えられる。

第14号住居址実測図

第14号住居址遺物分布図

第49図 第 14号住居址実測図・遺物分布図 |:3
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第 15号住居址 (第51図・図版 8)

本址は、Q-3区 画に発見された遺構で

ある。遺構の規模は東西4.62m、 南北4。 36

mの楕円形の竪穴式住居址である。本址も

過去に幾度かの改田工事のため、竪穴の一

部が削 り取られている箇所が認められた。

本址の壁面には特別の施設は見られなかっ

た。本址の床面は、大方の床は存在 してい

ないことを確認できたが、P2と P3と の間と

Plの付近には軟弱の箇所が見られた。柱穴

はPl～ P4が確認された。柱穴の規模は、Pl

は外径32cm× 40cm、  内径23cm× 18ch、 深さ

30cmを 測る。P2は り
～
径30cm、 内径 18cm、 深

さ30cmo P3は 州M蚤33cm、  内径18cm、 お朱さ30

cmの楕円形。P4は 外径32cm、 内径18cm、 深

さ31cmを 測る。縄文時代中期の柱穴として

は標準的な規模である。炉址は住居址の中

央やや北寄 りに設けられている石囲炉址で

あった。規模は、東西75cm、 南北70cmの 方

形の石囲炉である。

遺物 (第52053図 ・図版15)

|は 、浅鉢形の土器。規模は口径39。 6cm、

高さ20.4cmを 測る。口縁部が「ふち」を付

けた形で、その中は30cmで平らである。「ふ

ち」のまわりを5区画に区切られ、その内

に端部が楕円状につ くられた文様が描かれ

ている。胴部の部分は縄文が施されている

土器。埼玉県金堀沢遺跡では阿玉台 lbと

されている。 2は、隆帯に連続八形文が施

された井戸尻 I式に比定される土器。 3は 、

隆線の区画内にY字状の文様の井戸尻 I式

に見られる土器。 4は深鉢形土器。日縁部

下に楕円区画文の中に連続八形文 と蛇行沈

線文が描かれた、藤内 I式に見られる土器。

5は、隆線と隆線の間に、竹管具による押

引文が施された、井戸尻Ⅲ式に見られる土

器。 6は 、半裁竹管具 と連続爪形文が施さ

れた井戸尻Ⅲ式土器。 7は 、矢羽状文が施

Ｐ‐◎ ③

第15号住居址遺物分布図

第51図  第 15号住居址実測図・遺物分布図 |
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された井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。 8は、地文が縄文に半裁竹管具による区画文に、押引竹管文が施

された曽利 I式に見られる土器。 9は 、波状口縁の把手の破片。隆帯に押引爪形文が施された、井戸尻

末期の土器 と考えられるもの。 10は 、半裁竹管文土器。井戸尻Ⅲ式に比定される土器。日は、半裁竹管

文が縦横に施された深鉢形土器。縄文中期後葉曽利 I式に比定される土器。 12は 、半裁竹管具による縦

横の文様に、粘土紐を蛇行状に張 り付けた曽利 I式に見られる土器。 13は 、竹管具により縦横に文様を

付け、中間に粘土紐を蛇行状に張 り付けた曽利Ⅲ式土器。 14は 、隆帯による区画文 と、半裁竹管具で引

いた上に粘土紐を張 り付けた、唐草文様Ⅱ式に比定される土器。 15は 、半裁竹管具による縦横の文様 と

隆線による区画文の唐草文様Ⅱ式の土器。 16は 、隆帯の平行文 と竹管による横及び斜めに施文 した曽利

Ⅱ式に見られる土器。 17は 、半裁竹管具による平行文 と押引の爪形文の深鉢形土器。井戸尻Ⅲ式に比定

され,る 土器。 18は 、「八」の字文様の深鉢形の曽利V式に見られる土器。 19は 、隆線と隆線の間に竹管具

による押引文が施され、その脇に

平行線文の文様が付された曽利 I

式に見られる土器。20は、器面に

刺突が施された縄文後期加曽利B

式に比定される土器 と考えられる。

21は 、粘土紐による抽象的な文様

が施された縄文後期の上器。

石器。22は、緑色岩の打製石斧。

23は、緑色岩の打製石斧。24は 、

緑色岩の打製石斧。25は、緑色岩

の磨製石斧。一部に敲製部分が見

られる。26は、硬砂岩の投弾。

0                  10                 20cm

第52図  第 15号住居址遺物実測図 |:4
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第 9号住居址 (第 54・ 55図 。図版 5)

本址の発見されたのは、D-9調査区域である。規模は、東西5。 86m、 南北6.6m、 住居址の掘込高

は、現在の水田面より1.lmを 測る。本址の壁面には、「かまど」附近に径10～ 15cm大の小穴が施されて

いたが、外側の面には見当たらなかった。床面は全体に良く踏み固められていた。本址の柱穴Pl～ P4が

主柱穴と考えられる。柱穴の柱間は、Pl～ P2が3.3m、 P3～ P4も 3.3mでほぼ正方形である。桁行・梁行

の同じ寸法であるのは珍しい。本址「かまど」は、東北の角に設けられていた。「かまど」の型式は石芯

粘土「かま」である。

第54図  第 9号住居址実測図 |:3

遺物 (第56057図 ・図版17)

|は 、内黒の土師の碗、糸切底。 2も 内黒土師の碗。 3も 内黒の土師の碗である。 4も 内黒の土師碗。

5は 、底部を欠いているが内黒の土師の碗。 6も 同様内黒の碗。 7は、高台の付いた土師の皿。 8は、

土師の碗。 9は 、日縁部が欠けている土師の小型碗。 10は 、内黒の土師の皿。日は、土師の皿。 12は 、

ム

ー
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土師の皿。 13は 、土師の碗で、墨書で「六」の字に読めるが、下の字が解読できない。 14は 、内黒の土

師の碗か。 15は 、内黒の土師の碗で糸切底。 16は 、高台付の灰釉陶器碗。 17は 、高台付の灰釉陶器の皿。

18は 、高台が付いた灰釉陶器の碗。 19は 、高台付の灰釉陶器の碗。20は、灰釉の甕。21は 、高台付の灰

釉陶器の皿。22は、須恵器の甕の底部。23は、灰釉陶器の壺の口縁部。24は、灰釉陶器の甕。25は、縄

文中期後葉の深鉢形土器の把手。渦巻文のまわりを連続に沈線文が取 り囲んだ紋様の把手。26は、小型

の鉢の口縁部で、口唇に細長い区画文をめ ぐらし、区画と区画との間に隆帯に横位の爪形文を付 した縄

文後期の土器。27は 、深鉢形土器の把手部分で獣面の文様を付けた縄文後期 と考えられる土器。28は、

須恵器の破片で表面はたたき目の文様が認められる10世紀代陶器。29は、櫛目の波状文が描かれた須恵

器。時期は、平安末頃と考えられる。30は、緑色岩の打製石斧。31・ 32は、緑色岩の打製石斧。33は、

硬砂岩の打製石斧。34・ 35036は 、黒曜石の石鏃。37は、黒曜石の横刃型石器。

第55図 第 9号住居址遺物分布図 |:3
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第 10号住居址 (第58図・

図版 5)

本址は、Z-5・ 6の区

域に発見された竪穴式住居

址である。住居址の規模は

東西5.6m、 南北5.Omを 測

る隅丸方形の住居址。本址

の壁には母屋柱が壁を保護

する杭の跡があまり明らか

でなかったが、数では10個

認められた。柱穴は、Pl・

P2・ P3° P4の 4本 と考えら

れる。その外、P5・ P6は補

強の柱かと思われる。床面

には、特別な施設は認めら

れなかったが、床面は全般

によく踏み固められていた。

「かまど」は、住居 t■L内 で

は東南の角に近い所に設け

られている。東西の長さは

約1.8m、 幅は1.Omを 測る

石芯粘土「かま」である。

遺物 (第59図・図版17・ 21)

|は 、須恵器の双耳壺。

2・ 3・ 4・ 5・ 6・ 7・

809010は 、内黒の土師

器碗。日は、土師質の「甕」

の底部。 12は 、内黒の土師

の碗。 13は 、土師の「甕」

の底部。 14は 、内黒の碗。

15は 、土師器 の「甕」。 16

は、灰釉陶器の高台付皿。

17は 、高台付の皿。以上は

平安時代後半の遺物。 180

19は 、須恵器。20は 、縄文

後期の深鉢。21は 、染付の

浅鉢、江戸時代。

第10号住居址実測図

第 10号住居址遺物分布図

第58図  第 10号住居址実測図 0遺物分布図 |:3
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堀立建物址 (第60図・図

版 8)

本址は、A=2・ 3区域

に検出された遺構である。

その規模は、東西10.3m、

南北9。 4m、 面積は96.82m2

の広さをもつ柱穴址である。

柱穴と柱穴の間隔は、東西

で1.6m～ 1.8mが基準で広

くても2mである。柱穴の

大きさは大きくて上径部で

50cm、 底音卜の径は20cm～ 30

cmを 測る。深さは確認され

た面からは深い所で70cm、

浅い所で40cmであった。こ

の堀立tl「_は 現在のところで

は、高床式の建物 と考えら

れているところである。今

後の研究をまちたい。

遺物 (第61図 ・図版18)

|は 、橋鉢の底部、17世

紀代。 2は、橋鉢の口縁部、

17世紀代。 3は、染付の碗、

18世紀代。 4は、天目茶碗

の口縁音も、 16世紀代。 5は、

堀立建物址内出土の縄文中

期中葉の土器。 6は、深鉢

形土器の底部。 7は 、縄文

中期後葉深鉢土器。 8は、

縄文後期の土器。

9は 、緑色岩の石匙。 10

は、緑色岩のたたき石器。

日は、緑色岩のたたき石器。

12は 、硬砂岩の打製石器。

13は 、緑色岩のたたき石器。

14は 、黒曜石の石鏃。
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トレンチ出土遺物

(第 62図 。図版 16)

本遺構の調査に当たり、 トレンチ調査を実施 した。 トレンチは I・ Z～ Uと 1～ 10の区画に区切って

調査を行った。本稿は各 トレンチに出土した遺物である。

1は、注日、縄文後期。 2は 、須恵器、平安時代。 3は、土師器の碗、内黒、平安時代。 4は 、鉄釉

の信鉢、大窯期。 5は、三足の鉢、鉄釉、大窯期。 6は、灰釉の碗、平安時代。 7は、呉須恵の茶碗、

登窯期。 1～ 7ま ではAト レンチ。 8は、B-1区 域に発見された深鉢形土器。斜沈線の上に粘土紐を

斜方向に張 り付け、更にその上に粘土紐の渦巻文や組紐文を施 した縄文中期曽利Ⅱ式土器。 9は、櫛目

文の土師器、平安時代。10は 、染付の碗、登窯、江戸時代。11は 、染付の皿、登窯、江戸時代。以上は

Bト レンチ。12は 、斜縄文 と蛇行沈線文の縄文中期後葉曽利Ⅱ式土器。13は 、口縁部が無文帯、頸部に

沈線と渦巻文の縄文中期後葉曽利Ⅱ式土器。12013は Cト レンチ。14は 、深鉢形土器、地文が斜縄文、

その内を沈線による区画文が施された縄文中期後葉曽利Ⅱ式土器。15は 、綾杉文の縄文中期後葉の曽利

Ⅲ式土器。16は 、沈線文が施された縄文前期初頭中越 I式に見られる土器。17は 、楕円区画文に爪形文

が施された縄文中期中葉井戸尻Ⅱ式と思われる土器。18は 、内耳鍋の把手、中世室町時代末期 と考えら

れる土器。19は 、土師器の皿、線切底、平安時代。

(第 63図 )

20は、硬砂岩の打製石斧。21は、硬砂岩の打製石斧。22は、硬砂岩の凹石。以上はDト レンチ。23は、

深鉢形土器。沈線の区画文から堀之内 I式に見られる土器。24は、地文が縄文で、それに平行線の菱形

文が描かれた縄文後期の堀之内Ⅱ式土器。25は、地文が斜縄文に平行区画文が施された縄文後期堀之内

I式土器。26は、注口で縄文後期加曽利 B式土器。27は、土師器の碗、内黒、平安時代。28は、土師器

の碗、内黒、平安時代。29は、硬砂岩の打製石斧。30は、硬砂岩の打製石斧。31は、黒曜石の小型石匙。

32は、チャー トの石匙。以上、Eト レンチ出土。33は、黒曜石の石匙。34は、押引の八形文が施された

深鉢形土器、縄文中期中葉の井戸尻Ⅲ式土器。35は、深鉢形土器の口縁部隆帯に連続爪形文が施された

縄文中期中葉井戸尻Ⅱ式と思われる土器。36は、斜縄文や磨消文、蛇行文が施された縄文中期後葉曽利

Ⅱ式土器。37は、斜縄文に沈線による渦巻文が施された縄文後期の上器。38は、土師器で内黒の碗、平

安時代。以上はFト レンチ。39は、深鉢形土器。連続爪形文や横位の蛇行沈線文が描かれた縄文中期中

葉の藤内 I式に見られる土器。40は、斜縄文 と平行沈線文が描かれた縄文中期初頭平出ⅢAに見られる

土器。41は、連続爪形文が施された縄文中期中葉井戸尻Ⅱ式と考えられる土器。以上はHト レンチ。

(第 64図・図版 15。 16)

42は、口縁部無文帯頸部に隆線の区画文、それに連続爪形文が施された縄文中期中葉の井戸尻Ⅱ式に

見られる土器。43は、隆帯による三角文 と斜縄文の施された縄文中期中葉井戸尻Ⅱ式に見られる土器。

44は、深鉢形土器の口縁部、細かい櫛目文が施された縄文中期中葉藤内H式土器。45は、人面土器、縄

文中期中葉 と思われる土器。46は、深鉢形土器の口縁部、連続爪形文が施された縄文中期中葉の藤内H

式と考えられる土器。47は、深鉢形土器の口縁部、抽象的な表現の把手、縄文中期中葉井戸尻Ⅱ式に見

られる土器。48は、深鉢形土器、口縁部無文帯、頸部は隆帯文や竹管具による平行沈線文が施された井

戸尻Ⅲ式に見られる土器。49は、深鉢形土器。楕円の文様が連続的に連垂 したり横位に平行沈線文が施

された縄文中期後葉 と考えられる上器。50は、縦横位粘土紐を張 り付けた縄文中期後葉曽利Ⅱ式と考え
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られる土器。51は、粘土紐が蛇行する文様の縄文中期後葉曽利H式 と考えられる土器。52は、綾杉文の

縄文中期後葉曽利Ⅲ式上器。53は、安山岩の凹石。54は、安山岩の敲石。55は、緑色岩の打製石斧。以

上は Iト レンチ。

(第 65図 0図版 17019)

56は、隆帯に刻 目文や平行沈線文の描かれた縄文中期中葉の平出ⅢAに 見られる土器。57は、隆帯に

連続爪形文が施された深鉢形土器の把手、縄文中期中葉井戸尻Ⅱ式土器。58は、隆帯に連続八形文が描

かれた井戸尻Ⅱ式土器。以上、 Jト レンチ出土。59は、縦位に縄文が施された縄文中期中葉の上器。60

は、沈線文の矢羽文が施された縄文中期後葉の曽利V式土器。61は、土師器の皿、平安時代。62は、土

師器の糸切底、平安時代。63は、連続押引文が施された縄文中期中葉の土器。64は、黒曜石の石匙。以

上はMト レンチ出土。65は、深鉢形土器の口縁部、縄文中期後葉の土器。66は、染付の碗ヾ江戸時代。

以上は0ト レンチ出土。67は、深鉢形土器。隆線によるエプロン形文様 と渦巻文の施された縄文中期中

葉井戸尻Ⅱ式に見られる土器。68は、灰釉の碗、平安時代。以上はTト レンチ出土。69は、硬砂岩の石

匙。
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とま

八幡屋敷遺跡は、高遠町団体営農地環境整備事業黒沢地区ほ場整備工事にあたり、平成 8年 5月 27日

より、 8月 23日 まで、緊急発掘調査を実施 した。その結果を要約すれば、次の通 りである。

1。 本遺跡は高遠町大字長藤4904番地他(12,OoOm2を 実施 した。

2.発見された遺構は、次の通 りである。

縄文時代中期の竪穴式住居t」L  13軒

〃   土墳

平安時代の竪穴式住居址

中世の掘立建物 t」L

近世の建物址

1基

2軒

1軒

1軒

3。 検出された遺物は、次の通 りである。

縄文中期の土器    完 型 25箇

〃       半完型 20箇

土師器        完 型 4箇
〃         半完型 10箇

灰釉陶器  _    完 型 ｀
3箇

〃:        半完型 3箇

土 偶   .      1箇

土 面           1箇

土器数          14:267片

石 器            77箇
土器合計         14,687片

石 器           182箇

発掘の詳細については、前述の通 りであるが、調査の経過及び整理を通 じて得 られた問題′点について

概述してみる。

まず第 1に 、住居址の形態は、縄文中期では楕円形・隅丸方形が主であった。炉址では、小型。中型・

大型の三種類であった。炉址の石組みには、第11号住居址のように山形状の炉石組炉は珍 しい例である。

また、この炉石には石棒の破片が使われていたことなどから、信仰的な面もあると考えられる。住居址

の柱穴には、 4柱穴 。5柱穴が多いが、時には 6柱穴もあるようである。柱穴数では竪穴式住居址の構

造上の型式に関係 してくる問題である。埋甕について、埋甕が 1軒の家に 1個・ 2個の例は見られるが、

第 5号住居址のように、 4箇の埋甕が発見された例は初めてである。

人面については、今回発見された人面は、見れば見るほど興味深い表現の人面である。

猪alT子 と考えられる土器は、今まで発見を聞いていない珍しい土器である。

中条の現在、住宅のある東側の面の扇状地端から、縄文中期の土器や土疲が検出されたことは、現在

藤沢川の流れている面の上の段までは、縄文時代の生活面であった事を物語ってくれた。藤沢川の両側

のこうした面には、遺跡が分布しているという事を知らしめてくれる貴重な資料となった。

中条の対岸にある東の山に、1,375mの三角点のある峯から流れ出る深沢の谷があり、その950mの下

側で谷を埋めるように急傾斜の小扇地が発達している。この部分には御岳第 1テ フラ層が見られる。こ
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の扇状地の主要部分の表層ではテフラがのこってなく、黒土に被われている。こうしたことより、藤沢

谷の東西の山麓部に見られる多くの小扇状地は、10万年前ころより出来はじめている。 6万年前ころの

藤沢谷は、御嶽三岳テフラが降下している。このスコリアは鮮やかな赤っぽい色をした小玉大 くらいの

スコリアである。また、八幡屋敷遺跡の西には黒色のコー トラン ド岩がある。中央構造線にかかわる岩

石 として貴重な存在である。 (松 島信幸・寺平 宏氏担当)

黒沢集落とその周辺の歴史的環境については、黒沢部落には未発掘の鎌立遺跡があるが、未発掘のた

め黒沢地区の上代以前を物語ることは出来ないが、平安時代には黒沢集落が存在 していたことは、伊那

市手良辻西遺跡平安時代の大集落発見と、中条地区の八幡屋敷遺跡発見で、平安時代の集落間との関連

を考える上で、黒沢集落の有 り方や歴史の証明に貴重な資料 となった。 (高 島好文氏担当)

中条については、中条という地名は、藤沢郷の中央的な表現ではないかと考えられる。中条に接 して

いる四日市場は、古東山道と黒部集落を通る峠道との交差点に当たる場所である所から、平安時代に設

けられた市場 と考えてみてもよい場所である。また、中条には神社の上段に、連郭式の館址があること

を発見出来得た。これは今後の研究に待ちたい。 (赤羽忠二氏担当)

八幡屋敷遺跡の発掘に当たり御協力を賜った方々について。

山川前教長には陣頭に立たれて発掘された姿は、忘れることのできない一つであった。また、町職員

全員が発掘に参加された例は、他市町村に見られないところであった。その外東部建設の社長の考古学

への研究の熱意にはほだされた。作業にたずさわった皆さんの熱心な作業にも感動 した。整理に当たっ

ては、高遠町立歴史博物館長中村文彦さん・田中幸人さん 0北原朗子さん・伊沢佐恵子さんには、御協

力を賜った。また、鈴木岬さんの遺物復原の技術には心から感動 した。奥田静子さんの遺物整理の心遣

いにも感動 した。唐沢春恵さん 。鈴木和恵さんの御協力があって報告書が干J行された。心より感謝申し

上げます。
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あ とが き

今回の発掘調査並びに報告書を発刊するにあたり、調査団長の友野良一先生には、多忙であるにもか

かわらず遠く宮田村よりご足労いただき、真夏の炎天下という厳しい条件であったにもかかわらず、 3

ケ月という長期間にわたって陣頭指揮をとる傍ら、休憩時間を惜しんで作業員の皆さんと学習会を持っ

ていただいたり、進んで歴史調査の大切さや埋蔵文化財の貴重さを教えていただきました。また、調査

員の先生方には、多忙なところを遠くからご足労、調査から報告書の執筆までご尽力いただき厚くお礼

申し上げます。

3ケ月という長期間に及ぶ調査の結果、縄文 お平安時代の住居址14箇所の他、掘立建物址1箇所が確

認され、その遺構については、地元の皆さんの多大なご理解をいただき、遺構に川砂を入れて保護し、

更に水田面を嵩上げして遺構の保存が図られるような設計で工事を実施していただくことができ、大変

ありがたく思っております。

期間中数々のご足労をおかけしたにもかかわらず、積極的に作業に参加し、興味を持って取り組んで

いただきました発掘作業員の皆さんや、測量・重機に関わっていただいたオペレーターの皆さんに、心

から感謝申し上げます。

高遠町教育委員会

教育次長 伊 藤 清
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第 2表 八幡屋敷遺跡発掘調査遺物一覧表

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

上

場

所

器  種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

上

場

所

器 種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

上

場

所

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

1 1 J-0 土  器 縄中中 J-1 土 器 縄中後 7 J-0 土  器 縄中中

2 4 1 J-0 縄中中 縄 中後

3 縄中後

4

5

6

7 縄中中 縄中後 ? 縄中中

縄中後

9 縄中後 縄中中

縄中中 ?

縄中後 縄中後

縄中中 ? 黒曜石

縄中後 土  器 縄中後

縄中中 l J-1
1

縄中後

7 1

縄中中 ?

縄 中中 ?

縄中後

縄中後 1

縄中中 ?

縄中後

1

1 縄中中

4

1 縄中中

縄中後

縄 中後 縄中中

1

縄中後

縄 中中 4

1

縄中後 縄中中 2

縄中後 縄 中中 ?

縄中中 縄中中 ? 縄 中後

縄中後 ? 縄中後 1 J-5 黒略石

黒曜石 2 土師器 平 安

縄中中 4

1 土  器 縄中後 縄中後 5

縄中中 6

7

縄中後 8

縄中中 ? 9

縄中中

縄中中 ?

縄中中

縄 中後

1 土  器 縄 中後

3 1 J-1 2

1

2

縄中中 3

縄中後 4 石
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遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器  種 時 代 備考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時 代 備考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器  種 時  代 備 考

実

測

図

番

号

1 J-5 土  器 縄中後 5住 土 器 縄中後 1 5住 石 投弾

2 黒曜石

1
1 1住 土  器 fr[lrf {r ?

7 縄後 ? ffi{t'ft
縄中後 Ill中 後

1 J-1 縄中中 ? 4

5

縄中中 不  明 6

縄中後 1 5住

2

縄 中後 3

J-5 縄中中 ? 4 土師器 ? 平安 ?

1 J-6 縄中後 1住 石  器 石 鏃

縄後 ? 1 土  器 縄中後

縄中後 2

4 3

1 4

5

1

4 2

3

6

7

8 1 5住

9 fllrl'rl'
縄後 ? 縄中後

縄中後

石  器 石 錘

7 黒曜石

黒曜石

縄中中 ? 土 器 縄中後 1 7住 土 器 縄後 ?

縄中後 1 土師器 平 安 IIll中 後

縄中中 ? 縄後 ?

縄中後 土  器 縄中後 縄中後

1(主 縄中中 縄中中

1 縄後 ? 縄中後

縄中後

fl[rl',f
縄中後

1 6住 縄 後 ?

縄中後

縄中中 ff[rp rlr ?

黒曜石 縄中後

縄中後 縄中中

1 J-5 土  器 縄中後 縄 中後

2 縄中初

縄中初 縄後 ?

縄中後 4 縄中中

縄中中 5

黒曜石 縄中後

7

1 J-6
2

1 5住 土  器 縄中後 3

1

2 石
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遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

上

場

所

器 種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器  種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時 代 備 考

実

測

図

番

号

7住 石 7住 土  器 縄中中 2住 Jヒ  暑
=

縄中後

石  器

l 土 器 縄中後

2

3 石 石

4 Jヒ  暑
=

縄中中 1 I-3 土  器 縄中後

6 1 縄中中 ?

7 2 縄中後

3 縄中後

4 石

0 5 1 I-4 」1 器 縄中中

6 2

7 3 縄中後 ?

1 縄中中 ?

9 2 縄中後

3 縄中中 ?

縄中中 4 縄中中

5 縄中後

縄中中 縄中後 6

縄中後 7

8

9

縄中中

縄中中

1 縄中後 1 4住

2 縄中中 ? 2

3 縄 中後 縄 r卜 :後

4 4

5 5

7 1 7 黒曜石

8 縄中中 縄中中 l 土  器 縄 中後

9 縄中後

縄中後

石 4

縄中中 土  器 縄中後 5

〃  ? 1 2住 6

縄中後

rur{r '11 
? 石

縄中中 l 土  器 縄中中 ?

縄中後

1 不  明

縄中後 2 1 縄中後

1 5

3

縄  後 4 縄 中後

ffirlr{r 5 縄後 ?

7 縄中後

縄中後 8 1

9

fllrf {r
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遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器  種 時 代 備考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時  代 備考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

4住 土 器 縄中後 2 2住 土  器 縄中後 1 I-3 土  器 縄中後

3 2

4 l 2住

9 5 不 明 2

I-5 6 1 縄中後

I-4 縄中中 7 縄 中後

1 縄中後

2 石

3 石 l

1 1 土 器 縄中後

1 I-7 土  器 縄中中

1

縄中後

4 lll中 中

4 縄中後

5 6 石

1 2住 I-8 土師器 平 安

1 I-2 I-3 土 器 縄中後

2 1 K-6
4 2

4 3 縄中中 ?

5 4 縄中後

1 1 I-3 1 L-2 黒曜石

2 2 2 土  器 縄 中後

3 縄中中 土師器 平 安

4 4 縄中後 1 L-3 土  器 縄中後

5 5 縄中中

6 6住 縄中後

7 黒曜石 1 土師器 平 安

8 石 J-6 土  器 縄中後 土  器 縄中後

1 土  器 縄中後 6住

2 5住 土師器 平 安 1

3 1 土 器 不  明

4 縄 中後

5 1 I-4

不  明

縄後 ?

不  明 4

5

1 I-8 縄中中

石 縄中中

土  器 縄中後 1 5住 縄 後 ?

1 4 2

l 2住 縄中後

4 縄中中

3 5

4 6

5 石  器 凹石

6 1 I-8 土 器 縄中後

7 2

8 石 3

9 土  器 縄 中後 4

石 5

6

土  器 縄 中後 1 7 縄後 ?

1 2 8

縄中中 3 1 rll中 後

1 縄 中後 4 縄 中中
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遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

上

場

所

器 種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

上

場

所

器 種 時  代 備 考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

I-8 土師器 ? 平安 ? I-8 土 器 縄 中中 6 I-3 土  器 縄中後

土  器 縄中後 7

土師器 ? 平安 ? 8

土  器 縄 中中 縄中後 9 黒畷石

石  器 1 2住

土  器 縄中中 2 土  器 縄中後

縄中後 1

縄中中 ? 2 l

縄中後 2

縄中中 ? 1 3

縄 中後 2 4

3 5 黒曜石

4 l 土  器 縄 中後

5 2

1 3

2 4

3 5

4

5 7

縄中中 6

7

8

1 縄後 ? 1

縄中中 2

黒曜石 3

4 4

1 土 器 縄中中 ? 5

縄中中 6

縄 中後 7

4 8

5 縄中中 不  明

6 縄中後 縄中後

7

黒曜石

不  明

1 I-3 縄中中

縄中後 l 2住

土  器 縄中後 1 I-4

磁  器 江  戸 黒曜石 1 L-1
1 土  器 縄中後 1 I-3 土  器 縄中後

2 縄中中

3 縄中後 1 I-8 縄中中 4

4 土師器 平 安 縄中後

土  器 縄中中 1 4住 縄 後 6 土師器 平 安

縄中後 7 土  器 縄中後

縄中中 縄中後 8

9

5 黒曜石

11 縄中後 7 L-2 土  器 縄 中中 ?

陶  器 江  戸 P-1 縄中後

土  器 縄中中 1 I-3 縄中中

2 l P-2 陶 器 平 安 灰 釉

2 江  戸

縄中後 4 15住 土  器 縄中後

5 1
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15住 土  器 縄中後 1 R-7 土 器 縄中中 2 S-4 土  器 縄中後

2 縄中後 3

4 1 4

2 5

1 縄 中中 3 6 縄 中中 ?

2 S-2 縄中中 陶  器 平 安 灰 釉

P-6 陶  器 不 明 縄中後 1 土  器 縄中中

1 Q-6 須恵器 縄 中後

2 3

P-5 土  器 縄中後

1 P-4 石 1 縄中中

2 黒曜石 2 1 14住 土:II靖: 平 安

1 P-2 土  器 縄 中後 土  器 縄中後

2

3 縄後 ? 1 縄中後 S-4
4

R-1 縄 中後

縄中中 ? 1 200 石

1 縄中後 1 S-5 土  器 縄中後

2

1 1 S-3

縄中中 ?

縄中後

1 ffirf rf ?

黒曜石 縄中後

土  器 縄中後

7 4

6 1住 縄中中

1 2住 縄中後

土師器 ? 1住 ffllrP {r
1 陶  器 明治 ? 1 1 縄中後

石 3

土  器 縄中後 4 土  器 縄中後 4 ff[r{t rfr

1 R-3 磁 器 不  明 染付 5 縄中後

土  器 縄中後 1 6 黒昭石

黒曜石 2 7

1 陶 器 明治 ? 3 8

江  戸 4 9 土  器 縄中後

1 明治 ? 1

2

1 R-4 黒曜石

2 188 1

2

1 R-5 土  器 縄中後 3

4

1

2

1 R-6 石  器 3

4

土  器 縄中後 5 206 1

6 2

1 3

2 4

5

1 1 5住

2 2

陶  器 江  戸 灰 釉 3 3

骨  片 駅骨 ? 1 S-4 4
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5住 二l二   瑠器 縄中中 ? 14主 土  器 縄中中 H-3 土  器 縄中後

縄 中中 6 縄中後 縄後 ?

縄中後 I-8 縄中中

黒曜石 1 l 縄中中 ?

1 1住 J= 器 縄 中後 縄中後 2 縄中中

3 縄中中 ?

縄中中 1 4住 1 I-3 縄中後

縄中後 2 2

1 I-5 石  器 離 石 1 H-3 縄後 ?

2 土  器 縄中後 2 石

7 土師器 平 安 3 土師器 平 安 225 1 土  器 縄中後

1 H-4 土  器 縄中後 2

」1  器 縄中後 2 3

3 4

4 5

5 磁  器 江  戸 染 村

1 土 器 縄中後 7

2 1

3 2

4 石 3

5 黒曜石

6

7

1 土  器 縄中後 7

F旬  暑争 江  戸 鉄 釉 2

1 土 器 縄中後 3 1 I-3
4 縄中中 ?

5 縄中後

6 1 H-3 石

5 7

6 1 I-4

7 2

8

9 4 1 土  器 縄後 ?

縄中後

1

縄中中 ? 7

縄中後

4

5 1 縄中中

6 黒昭石 11 縄中後

7 縄 中中 ? 1

8 縄中後

9

220 1 縄中中 4

縄 中後

1 H-3

石   器 9

陶  器 不  明 灰 釉

1 土 器 縄中後 7

縄中中

1
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H-3 土  器 縄中後 1 H-6 土  器 縄中後 5住 土  器 縄中後

2 1

土師器 平 安 土師器 平 安 内黒

4 土  器 縄中後 1

l 縄後 ? 土 器 縄中後

2 縄中中

3 H-5 磁  器 江  戸 染付 Fll中 後

4 土  器 縄中後 255 1 1住

5 H-6 木 炭 不  明

土 器 縄中後

H-2 陶 器 15C 灰 釉 1 5住 土師器 平 安 黒曜石

1 H-3 土  器 縄 中後 1 土  器 縄中後

石  器 石 鏃 l 5住

248 1 土師器 平 安 内黒

土  器 縄中後

7

5 縄 中中

5 土師器 平 安 内黒

1 7 縄中後

土  器 縄中中

縄中後 1

4 2 土師器 平 安

1 土  器 縄中中

黒曜石 6 縄中中 2

土  器 縄中後 土師器 平 安

1 H-2 土師器 平 安 縄中後 4

5 土 器 rll中 中

l H-6 土  器 縄中後 縄中初 ? 6

土師器 ? 1 土師器 平 安 7

土  器 縄中後 2 土  器 縄 中中 8

4 3 縄中後 9

4 縄中中 縄中後

1 陶  器 平 安 灰 釉 縄中中 ?

2 土師器 平 安 内黒

3 江  戸 土 器 縄中後

4

5

6 縄中中

7 縄中後

陶  器 江  戸 灰 釉 8 土  器 縄中中

1 H-5 土  器 縄後 ? 9 土師器 平 安 内黒

2

土  器 縄中中

4 縄中後

238 1 H-6 縄中後 土 師器 平  安 内 黒 1 4住

2 黒曜石

3 3

4

5 1

6 l 土  器 縄中後 2 石

7 縄後 ? 2 1 5住 土  器 縄中中

8 黒曜石 3 縄中後

9 4

5 1

縄後 ?

土師器 平 安 7 縄中後 3

土 器 縄後 ?

240 I-8 縄中中
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5住 」1  器 l・l中後 5住 土  器 縄中後 2 5住 黒曜石

7 陶 器 平 安 灰 釉

不  明 1 土師器

縄中後 2 土  器 縄中後

縄中中

1 4

1 1住 土師器 平 安 1

2 土  器 縄中後 2

3 4

1 4住 土師器 平 安 内黒 1

石  器 l 土  器 縄中後 2 土宮lF器 平 安 内黒

土  器 縄中中 陶 器 江  戸 灰 釉

縄中後 1 1住 土 器 縄中後

4 2

3

1 土師器 平 安 5住 〃  ?

1 土  器 縄中後 1 縄中後

2 土師器 平 安

1 5住 縄中中 縄後 ? 1 土  器 縄中後 ?

縄中後 1 土師器 平 安 2

黒曜石 縄中後

ff{lrfir{:

1 1 土  器 縄後 ?

縄中後 1

2

縄後 ? 4 1

縄中中 5 2

1 縄 中後 6 3

縄 後 ? 1

縄中後 5

黒曜石 1

」ヒ  暑
=

縄中後 2

不  明 3

275 1 lll中 後 1 陶  器 江  戸 灰 釉 4

2 土 器 不  明 5

縄中中 3 黒曜石 6

1 I-8 1 土 器 縄中後 7

8

縄 中後 3 1 4住

4 縄中中 ? 4 土師器 平 安 2

5 l

縄中後 6 黒曜石 2

縄 中中 7 H-6 黒曜石

lll中 後 8 1 4住 土  器 縄  後

9 2

1 土 師器 ? 3 縄 中後

2 土師器 平 安 黒 曜石

3 1 H-6 土  器 縄中後

293 1

2 1 2住

3 土  器 縄 中後

縄中中 4

1 縄中後 縄後 ?

縄中中 1 縄中後

3 2 1

279 1 5住 縄中後 3 縄中中

2 4 縄中後 1

5

4 縄中中 ?

1 1 黒曜石

一-93-―



遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時 代 備考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器 種 時 代 備 考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器  種 時 代 備考

実
測
図
番
号

1 2住 土  器 縄中後 333 8住 土  器 縄中後 I-3 土 器 縄中後

縄中中 1

1 縄中後

335 1 7住 縄中中

1 縄中後 4

5

6

5 7

7 縄中中

1 縄中後 縄中中 ?

縄中中 ?

1 I-4 縄中中 縄中後

2 1

縄 中後 2

4

縄中中 ? 4

縄 中後 5 縄中中

1 石

土   器 縄中後

1 縄中中 ? 1 陶 器 江  戸 灰 釉

4 2 2 土  器 縄中後

縄後 ?

縄中後 4

7 縄中中 ? 5 縄後 ?

縄中後

1 縄中後 ?

1 縄中後

縄後 ? 朱入り 2

1 縄中中 縄中中 ?

顔 面 4 ffir:[rrlr

縄中後 5

縄中中 朱入り 1 I-2 縄中後

縄中後

縄後 ?

1 縄中後 4

5

6

4

1 1

1 I-3
1 2住

1 5 4

5

1 8住 7 縄 中後 6

黒曜石

土  器 縄 中後

1 縄中中

2 縄中後

1 石  器 石斧

2 土  器 縄中後

3
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2住 土  器 l・l中後 2住 土 器 縄中後 352 I-2 土  器 縄中中 ?

1 縄中後

1

2

縄後 ?

4 縄中後

5

縄中中

縄中後

縄中中 ? 1

縄中後

縄嗜i中 ?

縄中後

縄後 ? 縄中中

縄中後 縄中後

縄中中

縄中後

縄中中

縄中後

1 I-3

I-2
1

1 I-2
2

4

5 1 I-3

7

8

縄中中 ? 1 I-2

縄後 ? 縄中後

縄中後

縄中中 ?

縄中後

縄 中中 ?

縄 中後
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378 I-3 =L 器 縄中後 I-4 土  器 縄中後 1 4住 石  器

1

1 土  器 縄中後

4 3

1 黒曜石

縄 中中 縄中中 2 土  器 I・l中後

縄中後 1 4住 縄中後 1

1 縄後 ? 2

縄中後 3

4 4

5 不  明

1 6 黒曜石

土 器 縄中後

1

l 縄  後 2

1

2

l 縄 中後 3

4

4 黒曜石 6

5 1 土  器 縄中後 7

6 黒曜石 土師器 ?

7 1 土  器 縄中後

l I-4 土  器 縄中中 黒曜石 2 `縄後 ?

2 1 土  器 縄中後

3 縄中後 4 縄中後

385 縄 中 中 1

2 縄中後 黒曜石

3 1 土  器 縄中後

4

5 縄中中

6 縄中後 縄中中 縄後 ?

7 縄中後 408 1 縄中後 ?

1 縄中中 縄中中

2 縄中後 縄中後 409 1 lal中 後

387 1

2 縄中中

1 l・l中後

2 縄 中中 1

3 縄中後

4

5 1

6 石  器

7 土師器 平 安 1 土  器 縄 中後

土  器 縄中後

Fll中 中 1 黒曜石

1 lll中 後 2 土  器 縄中後

2 3

4

4 5 1

5 1

6 2 1

7 3

4

5
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5 4住 土 器 縄中後 3 5住 黒曜石 1住 土  器 縄中後
6 4 黒曜石

7 5

1 6住 土  器 縄中後

縄後 ?

1 縄中後

縄中中

縄中後 1 6住 土  器 縄中後

l 土師器 平 安 3

6 土  器 縄 後 4

1 1

2

9 3 3

4 4

1 5

2 6

3 7

4

黒曜石 1

土  器 縄中後 縄 中中

5住 陶  器 江  戸 灰 釉 縄 中後

1 土  器 縄中後

1 5住 1 縄中中

黒曜石

1

石 4

1 土  器 縄中後 5住 土師器 平 安

7 2 1 土  器 縄中後
1 2 縄中中 ?

2 438 3 黒曜石

1 4住 土  器 縄後 ?

2 土師器 平 安 1 5住 縄中後
3 2 6住 石  器 石 鏃

1 土  器 縄中中 1 5住 土  器 縄中中
2 縄中後 縄中後

1

457 1 1住

1

1 縄中中

4

1 5 ffi4,,1,

6 縄 中後

1

黒曜石 1 2

1 Jヒ  暑
=

縄中後 2

2 1 縄中後 4

2 5 黒曜石

1 1住 石  器 6

l 2 土  器 縄中後 7

2 3 縄中中 1 土  器 縄中後

3 4 縄中後 2

4

5 縄中中

6 土師器 平 安 1

7 土  器 縄 中後

8

l 縄中中

2 1 縄中後
|
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1{主 J二  器 縄中後 1 2住 土  器 縄中後 6 2住 土  器 縄 中後

7

1 I-2
2

4

黒日程石 5

l 土  器 縄中後 6

2 縄中中 ? 7

3 縄中後

4

6住 骨

1 I-3 土 器 縄中後 4

黒曜石

1 土 器 縄中後

1 I-3
2

7 4 3

5 4

〃 ? 縄後 ? 5

縄中中 7 l・l中後 6

縄中後 7
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7住 土  器 縄 中後 8住 土  器 縄中後 8住 土  器 縄中後

l

2

3 縄中中 ?

4 縄中後

5

6 縄中後 ?

7 縄中後

8

9

縄中中

黒曜石

石  器 目製石月

1 土  器 l・l中 中

縄中後

4

5 縄中中

Fll中 後

縄中中 ?

1 flU r{t {x

縄中後

106

縄中後 ?

縄中中

縄中中 ? 縄中後

縄中後

縄中中

縄中後

11 縄中中 ?

縄 中後

1 8住

3 縄中中 ?

縄中後

Nll中 中 ?

636 1 縄中後

縄中中

縄中後

7 縄 中中

縄中後

石

土  器 縄中後
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8住 土 器 縄中後 8住 土  器 縄中後 8住 黒曜石

石

土   器 縄中後

7

縄中中

356 縄中後

358

362

縄中中

縄中後 l

372 2

373 3

4

375 1

2

377 3

4

5

6

7

8

383 9

390

石   器 事側π2

l I-1 Jl 器 縄中後

395 2

3

4

5

399 6 m+qr
7

1 I-0
2

1 石

2 土  器 縄中中 ?

3 縄 中後

4

土師器 ?

-115-



遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時 代 備 考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器 種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器  種 時  代 備考

実
測
図
番
号

I-0 土 器 縄後 ? 8住 土  器 縄中後 645 8住 土  器 ill,1'?*
縄 中後

縄中中 ?

9

縄 中後

縄中中

縄中後

1 8住

2 縄 中中

縄中後

縄中中

縄 中後

645 1

2

4

5

6

7

8

9

土師器 ?

土  器 縄中後
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8住 土  器 縄中後 8住 土  器 縄中後 645 8住 土 器 縄中後

222

223

225

226 286

227 1 2住 石  器

土  器 縄 中中

229

4

5

1 黒曜石

235

4

237 l 石  器

土  器 縄 中後

縄中中

縄中後

1

4

255 l 縄中中

259 1

260 縄 中後

204 縄 中後 ?

縄中中 ?

縄中後

208

1 縄 中中 ?

縄 中後

縄中中

縄 中後

655

277 1
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2住 土 器 縄中後 665 8住 土  器 縄中後 8住 土  器 縄中後

657 1

縄中中 ?

黒曜石

1 土  器 縄 中後

3 石  器

4 土 器 縄中後

5

6

7 縄中中

8

1 縄中後

2 縄後 ?

3 縄中後

1 石  器

2 土  器 縄後 ?

縄中後

縄中中 縄中中

縄中後 縄中後

1 I-3 縄中中

縄中後

1

縄中中

縄 中後

4

5

6

662 7住 縄中中 ? 7

1 縄中後 8

2 9

1

2

3

4

5

6

7

8

縄中中

縄 中後

1 8住
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8住 土  器 縄中後 8住 土  器 縄中後 666 8住 土  器 縄中後

222

縄中中

縄中後

226

227

229

縄中中 ?

縄中後

232

239

縄中中

縄中後

251

261

268

272

208

黒曜石

縄中中 土  器 縄中後

縄中後
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8住 土  器 縄 中後 669 3住 石  器 石 匙 M-2 土  器 縄中後

石

286

石  器

黒曜石

土  器 縄中後

縄中中

縄中後

黒曜石

667 1 3住 石  器 隣刃 ?

2

3 土 器 縄中後 土  器 縄中後

4

ffi$rlr
6 縄 中後

668 1 1

2 磁  器 江  戸 染付

3 石  器

l 黒曜石 673 J二自市瑠子 平 安

2 5 1 J二  暑子 縄 中後

3

4

5

7

縄 中中

縄中後

M-2 土師器 平 安

縄中中 ? 672 1 土 器 縄中後

縄 中後

縄中中 黒曜石 石 匙

1 14住 土  器 縄中後

縄中後 2

4

7

縄 中中 ?

縄中後

1

4

5

6

石  器
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1 14住 土  器 縄中後 T-3・ 4 土  器 縄中中 7 M-2 土 器 縄中後

縄中後

4 9

5

縄中中

縄中中 縄中後

縄中後 縄中中

1 縄中後

2

土師器 平 安 縄 中中 3

土 器 縄中後 14住 縄中後 4

1 土師器 平 安 内黒 5

6

1

4 2

3

内黒 4

5

6 縄中中 ?

縄後 ? 9 土  器 縄中後 1 Ⅳr-1

縄中後 1 縄中中 2 縄中後

2 3

縄中中 ? 4

692 1 T-4 縄中後 5

1 縄中中 2 陶 器 平 安 灰 釉 6

縄 中後 693 4住 二L  器 縄 中後 7

8

9

4

5 700 1 L-2
1 m4rrlr ? 2

7 3 縄中中 ?

縄中後 8 黒曜石 4 縄中後

土  器 縄中後 5

14住 6

694 1 M-2 縄 中中 7

1 2 縄中後 8

3 縄中中 9

4 縄中後

7住 縄中中

6 縄中中 ? 縄中後

7 1 8住

l 8 縄中後 2

9 3

1

4 1 縄中中

5 2 縄中後

6 3 縄 中中

696 1 縄中後 11

2 縄後 ?

3 縄中後

4

5

1 -3・ 4 6
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8住 黒曜石 L-2 土  器 縄中中 ? L-2 土 器 縄後 ?

土 器 縄中後 縄中中 石

縄中後 1 M-1 土  器 ff14'4'

縄中後

1 5

7

ffi{:r{:

縄 中後

f[rp rf r

1 M-2 縄中後

縄中中 ?

縄中後 f[{rrP ?

4 縄中後 ?

縄中中 1 F-6 陶  器 平 安 灰 釉

縄中後 2 磁 器 江  戸

土師器 平 安

土  器 縄後 ?

7 F-7 縄中後

7 1 F-8
2

3

1 4

2 5

3 陶  器 江  戸 鉄 釉 6

4 青磁器 7

5 陶 器 平 安 灰 釉

6

7 江  戸

8 縄中中 土  器 縄中後 縄後 ?

9 縄中後 石  器 |コ えi

1 土  器 縄中後

706 1 土師器 平 安

2 土  器 縄中後 石  器 横 刃

3 縄中中 土  器 縄中後 ?

4 縄中後 lal中 後

5 1 F-10

6

7 石  器 横 刃

8 J=  暑旱 縄 中後

9 723 1 黒曜石

黒曜石 土  器 縄中後

Jl 器 縄 中後 縄中中

L-2 石  器 縄中後

1 土師器 平 安

Jl 器 縄 中後

3 石  器 川l石

4 1 土  器 縄中後

5

6 黒曜石 縄後 ?

7 1 縄中後

8

9 土  器 縄 中後

縄中中 ? 727 1 F-11
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F-11 土  器 縄 中後 4 E-7 土 器 縄中後 2 D-7 土  器 縄中中

5 3 縄中後

4 6 4

5 7 5

1 8 須恵器 6 土師器 ?

9 土  器 縄中後 7 土  器 縄 中後

0 8

4 1

2

6 3

7 4

5 5

6 黒曜石 黒曜石

7 7

土  器 縄中後 1 土  器 縄中後

Fll 後

E-6 Fll中 後

石  器 横 刃 7

1 土  器 縄中後

Jl師器 平 安 2

土  器 縄中後 3 黒曜石

4 石  器 石 鏃 石  器

黒曜石 1 黒曜石

1 E-10 F旬  暑静 江  戸 黒須総 2 1 土 器 縄中後

2 室  町 天 目

3 黒 曜 石

4

5 陶 器 平 安 灰 釉

6 1 D-6 土  器 縄 中後 黒曜石

7 石 縄中後

l 9住 陶 器 近  世 1 土  器

2 石  器 石 鏃

土  器 縄中後 黒曜石

1

2

1 黒昭石 陶  器 天 目

2 1 土  器 縄 中後

3 1

4 縄 中中

縄中後 4

1 土師器 平 安 内黒 1 D-8 縄  後

2 土  器 縄中後 縄中後

1

2 4

3

6

1 7

1 E-8 9 黒曜石

1 9住 土 器 縄中後

石 2 ffirPr[:

fll{: rlr 陶  器 平 安 灰 釉 3 縄中後

黒曜石 黒曜石 4 縄後 ?

E-7 石  器 土  器 縄中後 5 黒曜石

1 石 6

石  器 ロロ石 7 土  器 縄中後

Jl  暑静 縄中後 1 D-7 黒曜石 8
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番
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9住 土  器 縄中後 1 D-10 土  器 縄中後 D-10 土  器 縄中後

1 縄中中 2

2 縄中後 3

4

4 縄中中 ? 5

5 縄中後 6 縄後 ?

6 7 縄中後

7 8

8 9 陶 器 大正 ?

9 土師器 平 安 1 D-9 土  器 縄中後

土  器 縄後 ? 2

縄中後 黒曜石 3

黒曜石 4

1 碁  石

2 黒曜石

石  器 石鏃 3

黒曜石 石  器 4

石  器 5

石 凹 石 1 D-8 Jヒ  暑
=

縄中後

1 土  器 縄中後 1 土  器 縄中後 2

2 石  器 2 3 土師器 平 安

3 3 1 D-7 土  器 Fll中 後

4 土 器 縄中中 4 2

黒曜石 5 陶  器 室  町 灰 釉

6 1 775 土  器 縄中後

759 1 土  器 縄中中 2 黒曜石 1 8住

縄中後 3 2

黒曜石 4 土  器 縄中後 777 1 」■1器 ?

4 5 2

5 6 縄後 ? 778 1 土  器 縄中中 ?

7 縄中後 2 縄中後

7 1 3

土  器 2 土師器 4

3 土 器 縄中後 5

1 陶 器 室  町 灰 釉 4 縄後 ? 6

磁 器 江  戸 染 付 1 縄中後 7

1 土  器 縄中後 2 8 縄中中 ?

2 9 縄 中後

4

4 5

縄中中 土器 ? 縄中中 ?

黒曜石 土  器

779 1 縄中後

土 器 縄 中後 縄後 ?

縄 中中 縄中後 4

縄中後 5

6

1 7

縄中後 ? 1

縄中後

4

須恵器

土  器 縄中後

黒曜石

石

一-124-―



―-125-―



遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器 種 時 代 備考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器  種 時 代 備考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

6 D-11 陶  器 江  戸 染 付 D-8 黒 曜石 1 B-8 陶  器

7 2

8 灰 釉 799 1 9住 陶 器 平 安 灰 釉 3 天 日

9 染 付 2 黒曜石 染 付

平 安 灰 釉 3 1 鉄 釉

1 D-6 土 器 縄中後 1 土  器 縄中後 2

2 土師器 平 安 2 3 磁  器 染4・ l・

1 D-7 土  器 縄中後 3 1 A-5 土  器 縄後 ?

2 4 縄中中 ? 土師器 平 安 内黒

3 5 縄中後

4 1 4 陶 器 鉄 釉

5 2 5 石  器

6 3 1 A-7 土  器 縄後 ?

7 土師器 平 安 内黒 2

1 土  器 縄中後 3 縄中後

黒曜石

4

黒曜石

1 土  器

2 縄中後

1 土師器 平 安 4 1 0-6 磁 器 江  戸 染 付

2 黒曜石 縄中中 ?

1 土  器 縄中後 縄 中後

2

3 0-5 鉄 器 明治 ?

4 1 E-7 上  器 縄後 ?

5 縄中後

縄後 ?

7 黒曜石

縄  後 注 目

磁  器 染付

1 D-8 土  器 縄中後 縄中後 ?

石

1 土  器 縄 中後

縄  後

縄前初 縄 中後

縄中後 1 E-10 石  器 害製石器

1 1 土  器 縄  後

1 縄中後

縄 後

縄中後

1 縄後 ?

縄中後

石

1 D-6 土  器 縄中後

11 黒曜石

土  器 縄中後

1 D-10

1 9住

石

石  器 黒曜石

黒曜石 D-9、 1 Jl  器 縄中後

B-9 陶  器 染付 D-10 Zゴ  暑
=

横 刃
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826 1 D-10 土  器 縄中後 835 E-6 土  器 縄 中後 8住 土器 縄中後

2 1

3

1 D-11

2 4

3 5

4 土師器 ?

5 土  器 縄中後 7 縄中中

6 土師器 平 安

黒曜石

8 837 土師器 ?

9 黒曜石 1 9住 土  器 縄中後

9住 陶 器 平 安 灰 釉 2

」1師器 3

1 土 器 縄中後 4

2 5

6

4 縄後 ? 7

縄中後 8

6 縄後 ? 9

7 Fll中 後

縄中中 ?

縄中後

土師器 ?

磁  器 江  戸 染付

石

839 l 8住

1 」1  暑: 縄中後 2

3

縄 中中 ? 4

縄中後 5

6

Jl師 器 平 安 内黒 7

1 E-7 」1  器 縄中中

土師器 9

4 」1  器 rll中 後

5

縄後 ?

縄中後

黒曜石

石

1

Jl 器 縄中後

1

縄中中

縄中後

1 E-6
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849 8住 土  器 縄中後 3 14住 土  器 縄中後 875 9住 土師器 平 安

5 1 須恵器

6 陶 器 灰釉

1 土師器 内黒

1 S-4
2 1 底部

3 2

856 14住 鉄  器 古  墳 鉄 鏃 2

857 1 土 器 縄中後 3

2 4 土  器 縄後 ?

858 5 土師器

859 1 6

7 土  器 縄後 ?

1 陶  器 平 安 灰釉

4 2

S-4 3

4

14住 黒曜石 1 須恵器

l 9住 陶  器 中 世 灰 釉 2 土 器 縄後 ?

土師器 平 安 内黒 陶  器 平 安 灰 釉

4

1 土師器 ?

黒曜石

7 1 7住 土  器 縄中中

土師器 平 安 縄中中 ?

864 1 陶  器 灰 釉 縄 中後

土 器 縄中後 1 8住 綾杉文

陶  器 平 安 灰 釉

土 器 縄中後

黒曜石

2

1 土  器 平安末 ?

2 土師器 平 安

3 石  器 石 鏃

l 土師器 平  安 糸切底

2

1 陶 器 灰 釉 1

2 石  器 摺石

3 土師器 平 安

4

1 5 陶  器 灰 釉 5

869 土師器 内黒

土  器 縄後 ? 7

4 土師器 平 安 8

872 l 黒曜石 9

2 土 器 縄後 ?

7 土師器 平 安

1 陶  器 灰 釉

2 土師器

内黒

土  器 縄中後

875 1 土 師器

851 1 14住 2 土  器 縄後 ?

土師器 平 安

一-129-―



遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

土

場

所

器  種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 IIFi 時 代 備 考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細

　

番

　

号

出

上

場

所

器 種 時 代 備 考

実
測
図
番
号

8住 土  器 縄中後 4 14住 土  器 縄中後 9住 土  器 縄 中後

縄後 ?

6 縄中後

7 l E-8 須恵器

8 2 土 器 縄中後

9 3 土師器 平 安 内黒

4

内黒

土 唾 1 9住

1

2 3

3 1 土  器 縄中後

土師器 内黒

1 須恵器 ?

土 器 縄 後

1 縄中中 ? 1

縄中後 縄 中後

1

縄中中 2

9住 陶  器 平 安 灰 釉 土師器 平 安

1 土師器 4 1 土師器 ?

2 内黒 1 土師器

3 土  器 土  器 縄中後 土  器 縄中後

4 土師器 1 4 縄 後

5 2 5 土師器

6 黒曜石 1 F-7 6 土 器 縄 後

7 土   器 縄中後 2 7 縄中後

須恵器 ? 3 1 陶  器 灰釉

9 4 2 土  器 縄中後

1 陶器 中 世 灰 釉 5 陶  器 江  戸 灰 釉 3

2 土師器 1 9住 土師器 ? 4

平安 ? 2 土  器 縄中後 5

893 1 Jl  器 縄中後 3

2 4 7

3 黒曜石 5 縄後 ?

4 土  器 縄中後 縄中後 1 須恵器 ?

5 土師器

土師器 ?

896 1 陶  器 灰 釉 土  器 縄
'「

:後

黒曜石 土師器 平 安

石  器 11 堀 建 陶  器 江  戸 鉄 llh

1 14住 土  器 縄中後 5住 黒 曜石

土師器 平 安 土 器 縄中後

陶  器 室  町 灰 釉 1 9住 土 師 器 ?

土  器 縄 中後 土  器 縄中後 ?

縄 中後

縄中後 ? 石 土師器 平 安

7 石  器 陶 器 灰 釉

縄中後 石 土師器 ?

黒曜石 1 」■1市暑や

土  器 縄中後

11 3 二LlT暑 : 平 安

1 4

土  器 縄 中後 5 黒曜石

1 陶  器 平 安 灰 釉
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923 9住 陶 器 平 安 灰 釉 9住 土 師器 平 安 4 堀 立 土師器 ?

二111市 暑静 黒曜石 5 」L  暑
=

縄中後

4 土師器 6 縄 後

7 石

陶  器 灰 釉 8 黒 Brri石

J18il'オ 静 内黒皿 江  戸 9

1 Jl  暑静 ffit'!11|h 1 」1師器 内黒 石  器 Πp石

2 土 器 縄中後 1 Jl  暑
=

縄中後

1 陶  器 灰 釉 3 黒曜石 2

黒曜石 4 1

S-4 土  器 縄 中後 5 2

S-5 6

1 14住 1 陶  器 灰 釉 1 不  明

2 2 土師器 縄中後

930 1 上師器 ? 底部 3 黒曜石

土  器 縄中後 4 1 石

1 土師器 ? 」1  暑岸 縄 後

2 石  器 横刃 土師器

3 縄中中 1 土師器 1 二L 器 縄中後

1 縄中後 2

2

3 黒曜石

4 P-1 土  器 縄中中 ?

5 縄中後

1

2 P-2
1 縄後 ?

2 1 縄中後 ?

935 1 縄中後

2
=LBil'オ

や?

3 土  器 縄中後 P-3 縄中中 1

土師器 2

1 15住 縄 中後

4 縄 中後 ?

1 縄 中中 ? 5 縄中後

T-3・ 4 縄中後 6

土師器 ? 1 7

二L  暑
=

縄中後 8 土師器 ?

3 9 二L 暑: 縄中後

4

1 14住 l

2 土師器 ?

1 黒 llli石 3 f_  暑
=

縄中後

Jヒ  暑
=

fll中 後 1 縄後 ?

1 9住 2

Jll市暑静 平 安 3

内黒 4

4 5

5 6 土師器 ?

6 内黒 1 堀 建 石  器 土  器 縄中後

7 土  器 縄中後 土  器 縄中後 ?

8 土師器 平 安 石

9 内黒 黒曜石 970 1 石  器 叩 石

1 I旬  暑: 灰 釉 土  器 縄中中

2 木 片 1 縄後 ?

4

5 1 土  器 縄後 ? 4

5 黒曜石

7 磁  器 江  戸 染 付 972 1 土   器 縄中後
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堀建 土  器 縄中後 986 堀 建 土  器 不  明 堀建 土  器 縄中後

磁  器 江  戸 染付 縄中後

1 磁  器 江  戸

1 土  器 縄中後 染 付

縄中中

石  器 石 鏃 縄中後

1 土  器 縄後 ?

磁  器 染 付

土 器 縄中後

土師器

黒曜石 骨 黒曜石

木 炭 7

1 石  器 石 匙

土師器 ? 黒曜石

土 器 縄中後 石  器 1 土 器 縄中後

l 土  器 縄中後

縄後 ?

黒曜石 1 陶器 室 町 鉄 釉

1 土 器 縄中後 石

縄中中 土  器 縄中後

縄中後 陶  器 室  町 天 目

l C-10 土  器 縄中後

石

7 土師器 ? 1

土 器 縄中後

縄中中 ?

縄中後

黒曜石

土  器 縄 中後

1

1

石 ? 黒曜石

土  器 縄中後 土  器 縄 中後

黒曜石

土 器 縄中後

7 石 ?

土  器 縄 中後 「旬 暑子 江  戸 鉄 釉

土  器 縄中後

1 陶  器 室  町 灰 釉

2 江  戸 鉄 釉

3 鉄  器

4 陶  器 鉄 釉

1 土  器 縄中後 1

2 2 縄中中

3 縄 中後 黒曜石

1

2 1 縄中中

1 2 縄中後

3 1 D-10 土 器 縄 中後

1 磁 器 大 正 1

土  器 縄中後 2

3
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999 5 D-10 二1■   2澤 縄 中後 D-9 土  器 縄中後 1019 1 P-2 陶  器 江  戸 染付

6 土  器 縄中後

7

8

9

1020 1 石

黒畷石 土  器 縄中後

1 土  器 縄中後 1 15住

2 黒曜石

1 〕・D-1 土   器 縄中中

2 土師器 ? 縄中後

1 D-10 黒曜石 1022 1 縄 後

2 1007 1 C-9 土  器 縄中後

3 lll中 後 1 陶 器 灰 釉

1003 1 C-10 石  器 黒曜石

2

3 l J二  暑: 縄中中 ?

1 C-9 土  器 縄中後 縄 中後

2 7

1 D-9 1008 1 縄後 ?

黒曜石 1

3 1009 土 器 縄中後

4 1010 1 1 P-4 土師器

5 黒曜石

7 4 土  器 縄中後 ?

1027 1 C-10 石

黒曜石

7 Jヒ  暑最 縄 後 ?

4 縄中後

1028 1

1029 土師器

1030 1 土  器 縄後 ?

2 縄中後

1 C-9 縄 後

1 D-10 2

2 3 縄中後

黒曜石 4 土師器 平 安

4 5

1012 1 石 6 土  器 縄中後

磁  器 明  治 染付 7

3 黒曜石 1

4 2

5 磁  器 明治 ? 染付 3

1013 1 土  器 縄中後 4

2 5

C-9 6

1015 7

1016 1 P-2
黒曜石 2 石  器

1017 1 土  器 縄中後

2

1006 1 Jヒ  暑: 縄 中後 3

2 1018 1 縄中中

3 縄中後 ? 2 縄中後

4 縄 中後 3

5 4 黒曜石

5

7
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1032 C-9 土  器 縄中後 1 12住 土  器 縄中後 1 E-3 土  器 縄中後

2 2

3 1 E-1 縄後 ?

1 E-3 縄中後 ? 縄中後

2

1 縄中後

1

陶  器 灰釉・壺

土師器 内黒 土師器 ?

土 器 縄中後 12住 土  器 縄後 ?

1052 縄中後

1

1 E-4
1 E-1 陶 器 平 安 灰 釉

1055 E-1 土  器 縄中後

1 1

縄 後

l 1 11住 縄中後

2 縄後 ? 4

1059 l 縄 後 縄中中

縄後 ? 縄中後

5 12住

土師器 ? 1 E-4 11住 磁 器 大 正 染 付

土   器 縄中後 F-5 土  器 縄中後

黒曜石 11住 縄中後 1

1 土  器 縄中後 1

2

1 E-2 4

4 5

5 6

4 1 7

5 2

1 縄後 ? 9 縄後 ?

7 2 黒曜石

8 1 土  器 縄中後 縄中後

1 2 縄後 ?

2 3 縄中後

1 E-1 4

2 5 縄後 ?

1 E-2 6 l

2 7 2

1 12住 8 1088 陶  器 灰 釉

2 9 黒 曜石 F-4 土  器 縄後 ?

陶 器 平 安 灰 釉

4 l 土  器 縄中後 土  器 縄中後

1 須恵器 ? 不  明 2 1092 1 縄後 ?

2 土 器 縄中後 3 2

3 4 黒曜石 1 ZF  暑
=

4 1 D-4 土  器 縄中中 2 石 匙

5 2 土  器 縄中後

6 3 1095 縄 後

7 1 縄中後

8 縄後 ? 1 縄中後 縄後 ?

縄中後 2 縄中後

1 3

2 縄 後 4

1 第 2土疲 縄中後 11住 縄後 ?

2 1 D-4 縄中後 F-3
1
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1098 F-3 二L 器 縄中後 1114 4 E-1 土  器 縄後 ? 2 E-4 土  器 縄中後

1099 石  器 石 匙 5 縄中後 1135 11住

1 第 1土援 Jヒ  暑
=

縄中後 6 縄後 ? l

7 2

8 縄中後 3

4 9 1 E-4
2

縄 後

7 4 黒曜石

1 11住 土  器 縄後 ?

1116 縄 中後

1117 l

1 縄後 ? 2

2 縄中後 ? 1118 1 E-2 1139

縄中後 2 1140 1 石

4 3

5 4

6 5 1 土 器 縄後 ?

1102 D-4 6 縄中後

1103 1 1 縄後 ? 1142 1

2 2

3 縄中後

4 1143 1

5 1

7 1144

1 D-3 12住 1145 1 E-4 縄 後

2 1122 1 縄後 ? 縄中後

1105 1 縄 中後 1146 1 1lfiI_

2 1123 1 13住

3 縄後 ?

1 E-3 1 E-5 I・l 後

2 縄中後 2 縄中後

1 D-3
2 1 12住 4

1108 1 E-2 5

2 1125 1 D-4
3 1 11住

1109 1 第 1上墳 2 黒曜石

1126 1 E-3
4

1127 1 1150 1 D-4 土  器 縄中中

5 土 師器 ? 平 安 2 縄中後

1128 1 土  器 縄後 ?

7 縄中後 1152 1 」11市暑
=?

平 安

縄後 ? 2 土  器 縄中後

1129 1 土師器 3

土  器 縄中後 1153 1 E-4
1110 1 1130 1 2

3

D-4
第 2土壌 石  器 投 弾 1 土師器 平 安 1155 1 E-3

1112 E-1 二11  2澤 縄 中後 2 2

1113 1 3 3 黒曜石

4 土  器 縄中後 D-3 土  器 縄中後

縄後晩 5 1 E-2
4 黒曜石 6

1 土  器 縄中後 1132 E-4 石

縄後 ? 1133 1159 1

縄 中後 1
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1160 1 E-2 J二  器 縄中後 1176 1 E-4 土  器 縄中後 1189 1 E-1 土  器 縄中後

縄  後

4 4 縄中後

5

D-2 6 6

1 D-1 戦 国 内耳 1177 1 11住 7

縄中後 2 1190 1

3 2

1163 1 4 3

2 縄中中 ? 5 1 第 2土壌

3 縄 中後 6 2

1164 1 7 3

2 8 4

3 縄後 ? 9 1192 E-3 縄後 ?

4 1193 1 縄中後

5 縄中後 2

6 3

7 4

8 5

1165 1 E-2 6

2 E-4 7

1166 l E-5 黒曜石

1167 1 2

2 3 1194 1 10住 土師器 ?

3 4

4 5

5

6 1 11住 土  器 縄 中後

7 土師器 ?

8 1195 1 A-5 土自li器 平 安

9 4 土  器 縄後 ?

1 12住 縄中後

2

3

1

2

3 縄後晩

4 Fll後 ? 陶 器 江  戸

5 縄中後 黒曜石

1 13住

D-4
1182 1 E-4 陶  器 天 目

須恵器

1171 12住 縄中後・? 1183 11住 黒昭石

1172 1 縄中後 1196 土  器 縄中後

2 1185 D-4 1197 1 陶 器 すり鉢

1186 1 E-1 Jヒ  暑: 縄後 ?

縄後 ?

1173 1 E-3 縄中後 縄後 ?

陶 器 鉄 釉

縄中後 磁  器 江  戸 染 付

黒曜石

1174 1 1187 l 土  器 縄 中後

3 土師器 平 安 1188 1 陶  器 灰 釉

4 土  器 縄中後

5 石  器

1175 l 土  器 縄 中後 磁 器 染 付

2 陶  器 灰 釉
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A-5 陶 器 平 安 灰 釉 B-5 土師器 ? 10住 土師器 平 安

陶 器 灰 釉 土 器 縄後 ?

黒 曜石

1 土  器 縄中後

2 陶 器 灰 釉

磁 器 3 土  器 縄後 ?

染 付 4 黒曜石

5

`旬

 暑: 灰 釉 6

磁  器 染付 7 土師器 平 安 土師器 ?

石  器 8 土師器 ? 石

黒曜石 9 土師器 平 安 土  器 縄中後

鉄  釘 1 A-5 磁  器 染 付 1205 木  片

2 陶  器 1 土師器 ?

3 磁  器 染 付 2 土  器 縄中後

1 磁  器 江  戸 染付 4 3

5 土師器 平 安 土師器 ?

6 黒曜石 土  器 縄中後

l 土  器 縄中後 7 土師器 平 安

縄後 ? 1 10住 土師器 ? 7

2 土師器 平 安

3

4 土  器 縄後 ?

5 不  明 土 師器 平 安

黒曜石 6

7 土師器 平 安

8 黒曜石 石

9

l 土  器 縄中後

l 土師器 平 安 土師器 ? 2 土師器 平 安

3

土  器 *{1,1,i& 4

4 須恵器 土 器 縄後 ? 5

5 二11  ギ器 縄中後

土師器 平 安 7

7 須恵器 1 A-6
土師器 平 安 2 土  器 縄後晩

陶 器 鉄 釉 土師器 平 安 黒曜石

J二師器 平 安 土  器 縄中後 4 須恵器

二LAiF暑 や? 土師器 平 安 土師器 平 安

Jl師 器 平 安 土  器 縄後 ?

土師器 ? 縄中後 7 須恵器

1 B-5 土師器 ? 土師器 平 安

土  器 rll中 後 土 器 縄中後

4 土師器 ? 土師器 平 安

土  器 縄中後

」二師器 平 安

7 」ヒ  暑
=

縄後 ? 土  器 縄中後

土師器 平 安

陶  器 平 安 灰 釉 土  器 縄中後

磁  器 染 付 土師器 平 安

陶  器 平 安 灰 釉

駒眩  暑
=

染 付 土  器 縄後 ?

陶 器 不  明 灰 釉

土師器 平 安 縄中後

縄後 ?

縄中後

土  器 縄中後
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1208 A-6 土師器 平 安 4 10住 陶  器 染 付 1220 4 E-1 土  器 縄中後

土  器 縄後 ? 5 磁 器 5

縄中後 6 6

土師器 平 安 7 チャー ト

土  器 縄中後 月ヽ 壷 中 世 1222 1 縄後 ?

1 土  器 縄後 ? 縄中後

縄後晩 2 1223 1 ffi'l"F
縄中後 縄中後 縄後晩

1 10住 土師器 平 安

縄 中後

陶 器 灰 釉 石

1210 1 土  器 縄後 ? 黒曜石 1 12住

陶  器 灰 釉 1216 1 土 器 縄後 ?

土 器 縄後 ? 土師器 ? 1225 1

陶 器 灰 釉 土  器 縄後 ?

石  器 叩 石 縄中後

1 陶  器 室  町 灰 釉 土師器 平 安 1226 1 2号土壌 縄後 ?

陶  器 灰 釉

土  器 縄後 ? 1 12住

室町 ? 不 明 2 縄中後

土  器 縄中後 1228 E-3
室町 ? 縄後 ? 1229 E-4

1212 1 土師器 平 安 内黒 1 11住

土師器 ? 2

土  器 縄中後 4

鉄  り十 5

土師器 平 安 1 土師器 平 安

土  器 縄中後

縄後 ? 4 9

土師器 平 安

土  器 縄中後 7 縄後 ?

土師器 平 安 不  明 縄 中後

土 師器 平 安

土  器 縄後 ?

土師器 平 安

鉄 器 土師器 ? 1

Jl 器 縄後 ? 2

土師器 平 安 3

黒曜石 土 器 縄中後 4

土  器 縄中後 黒 曜石 5

土師器 平 安 石  器 6

1218 1 A-6 土師器 平 安 7

2 土師器 ? 8

土  器 縄後 ? 3 土  器 縄中後 9

4 土師器 ?

土師器 平 安 5 土  器 縄中後 1232 1

土 器 縄後 ? 6 2

7 3

8 4

9 磁  器 染 付 5

1219 1 E-1 土  器 縄中後 6

2 7

3 8

1213 1 磁  器 江  戸 染付 1220 1 9

2

陶  器 3
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1232 11住 Jl  器 縄中後 11住 土 器 縄中後 1257 土自T器 平 安

土師器 ?

土師器 平 安

黒曜石

1233 1 1236 D-3 土 器 縄中後

2 1

3 黒曜石

1258 1 石  器

土師器 ?

4 土  器 縄 中後

7 5

6

1 E-1 土  器 縄中後 7 土師器 ?

8 陶 器 平 安 灰釉

0

1 1

2 2 土,T器

黒曜石

1242 1 E-2 土  器 縄後 ? 2 土師器 ?

2 縄中後 土  器 縄中後

3

4

1 5 土師器 平 安

2 6 7

7

4 1243 l

5 2

6 1 黒曜石

7 2 土  器 縄中後 土  器 縄 中後

8 3 黒曜石 土師器 平 安

9 1245 1 土  器 縄 中後

黒曜石

1246 1 土  器 縄中後 須恵器

黒曜石 石  器

1247 土  器 縄中後 1260 1 土  器 縄中後

1 12住 縄中後 ?

黒曜石

1 4 」ヒ  暑3 縄後晩

5

1250 縄後 ?

第2土壌 縄中後

1252 1 縄中後

黒曜石 9 土師器 平 安

1253 D-2 土  器 縄中後

1 12住 1 A-6 陶 器 灰 釉

2 Jll市暑
=

3 3 Jヒ  暑争 縄後 ?

縄中中 1 10住 土師器 平 安 内黒 4 土師器 平 安

縄 中後 2 5

3 6

4 7 黒曜石

5 土師器 平 安

1 」1lni暑

=?
2

3 土 器 縄中後

4 1262 D-6 陶  器 平 安 灰 釉

1 5 土師器 ?
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1264 l 10住 土  器 縄中後 1292 1 10住 土師器 平 安 1306 1 11住 土  器 縄中後

土師器 平 安 2 土  器 縄中後

1 土  器 縄中後 土師器 平 安 3

土師器 平 安 4 4

黒曜石 1307 1

4 土師器 ? 6 2

1266 土師器 平 安

1267 l 4

5

1293 E=2 土  器 縄後晩 6

4 土  器 縄中後 1294 1 12住 7

1 土師器 平 安 黒曜石

木  片

4 黒曜石 1308 1 黒曜石

1295 1 第2土壌 土  器 縄中後

1270 1 E-2 土  器 縄中後

縄中中 3 縄後 ? 1309 1 土  器 縄中後

縄後 ? 4 縄中後 2

l 縄中後 1296 12住

1297 1 11住 4

1273 1 12住 縄後 ? 5

縄中後 3 6 縄後 ?

1298 1310 E-4 縄中後

1299 1 E-3

第2土壌 2 1312 1 D-3 黒曜石

1276 1 E-4 土師器 平 安 1300 2

土師器 ? E-4
黒曜石 1 E-3 4

1277 l E-3 土  器 縄中後 1313 10住 須恵器 平 安 双耳壺

黒曜石 1303 1 E-2 1314 1 陶 器

1278 12住 土  器 縄中後

1279 1 D-3 1 11住

2 4

1280 D-2 黒曜石 1305 1

土  器 縄後 ? 6 土師器 かき日

E-2 縄中後 陶 器 双耳壷

1283 縄後晩 4 土師器

1284 l 第 2土疲 縄中後 9

1285 1 12住 7

陶 器 双耳壺

1286 D-3
1287 1

土師器

陶  器 双耳壺

黒 曜石

1288 10住 土  器 縄後 ? 縄後 ? 土師器

1289 1 須恵器 縄中後

土師器 平 安

1290 1 土師器 ?

4 陶 器 双耳壺

1 土  器 縄後晩 把手 Jl禽市瑠子?

2 土師器 平  安 J二師器 平 安

3

4

土師器 ? 不 明

土師器 平 安 土nIE器 ?
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1325 10住 土師器 平 安 1329 F-3 土  器 縄 中後 1335 12住 土 器 縄中後

黒曜石 5

1326 1 A-5 土 器 縄後晩 縄 中中 ?

土師器 平 安 内黒 縄中後

1327 1 10住 土師器 平 安

石  器 打製石斧

土  器 縄後 ? 土  器 縄中後

土師器 平 安 1330 l 1336 1 11住

土  器 縄後 ?

縄 後 4 縄後 ? 4

5 縄中後 5

土師器 平 安

7

土  器 縄後 ?

土師器 ? 1 12住

2 陶 器 平 安 灰 釉

土師器 平 安 土  器 縄中中

4 縄中後

陶  器 灰 釉

不 明 1332 1

陶  器 平 安 灰 釉

土師器 3

4

土  器 縄中後 5

6

縄後 ? 7

1 F-3 縄中後 1333 1 F-2

3

4 4

縄中中 5

縄中後

1334 1 12住 縄後 ?

縄中後

縄中中 石  器 凹 石

4

縄 中後 5 土  器 縄 中後

7

8

土師器 平 安 9 石

土  器 縄中後 土  器 縄中後

縄後 ?

縄 中後

1335 2

黒曜石 4

1329 1 土  器 縄中後 6
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1336 11住 土  器 縄中後 1337 11住 土 器 縄中後 11住 土  器 縄中後

(NQ2)

土師器 平 安

縄後 ? 土 器 縄 中後

縄 中後

1338 1

黒曜石

土  器 縄中後

縄後 ?

弥生 ?

縄中後

黒 曜石

1339 1

1337 1 土  器 縄中後

(NQ2)

1340 1

弥生 ?

1337 1 弥生 ? 縄中後

2 縄中後

3 弥生 ? 縄後 ?

4 縄中後

5 1 弥生 ?

6 縄中後

7

8

縄後 ?

縄中後
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1344 1 11住 土  器 縄中後 1344 n住 土  器 縄中後 1346 12住 土  器 縄中後

黒曜石 土師器 平 安 内黒

土 器 縄中後

土師器 平 安 内黒

土  器 縄中後

土  器 縄中後

1

縄後 ?

縄中後

1347 1

7 2

縄中中

4 縄中後

7

9

縄後 ?

黒曜石

」ヒ  暑最 縄中後

t_臓市暑
=

縄後晩 1346 1 12住 陶 器 平 安 灰釉

縄中後 石  器

陶  器 平 安 灰 釉

4 石  器

5 土  器 縄中後

6 縄後 ?

7 縄中後

1348 1 F-3
2

縄  後

4 縄後 ?

5 縄中後

縄 中中 6

縄 中後 7

9

1349 l 第 1土披

2

3

4 縄中中 ?

5 縄後 ?

縄中後 ? 土師器 ? 6 縄中後

縄 中後 土 器 縄 中後 7

縄後 ? 8

縄中後 9

土師器 ?
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第 1土疲 土  器 縄中後 1352 3 第 1土壌 土  器 縄中後 1357 F-3 土  器 縄中後

4

5 縄後 ?

6 縄中後

7

8

9

縄後 ?

縄中後

石 1353 1

土  器 縄中後

1 10住 土師器 底部

1355 1 F-3 土 器 縄中後

縄後 ?

縄後 ? 4 縄中中

縄中後 縄中後

6

7

1

3 縄後 ?

黒曜石 4 縄中後

土  器 縄中後 5

6

1350 1 12住 7

2 8

3 9 縄後 ?

4 縄中後

5

6

7

8

9

1

3

石

土  器 縄中後

1

2

3 l 12住

石

土  器 縄 中後

7 5

縄 中中 ?

9 土師器 ? 1 F-2
1352 1 第 1土墳 土  器 縄中後
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1359 F-2 Jl  13 縄後晩 1363 1 8住 土  器 縄中後 1363 8住 」二 器 縄中後

縄中後

縄後晩

4

縄中後 5

縄後 ?

縄中後

二LB市 暑静 平 安

土  器 縄中後 1 縄中中 ?

縄中中 縄中後

石 縄中後

1360 1 7住 土  器 縄中中

2

3

4 黒曜石

5 縄中後 縄後 ? 土  器 縄中後

6 縄中後

7 縄中中

8 縄中後

9 縄中中

縄中後

ffitftt:ft

縄中後

黒曜石

土  器 縄 中 中

縄中中 縄中後

縄中後

縄中中 縄 中中 ?

縄中後 縄中後

縄中中 ?

1 8住 縄 中後

2 縄中後 縄中中 ?

3 縄中後 縄中後

4

5

6

7

8

縄中中

黒曜石

土  器 縄中後

縄中中

縄中後

1362 1

2 縄後 ?

3 縄中後

4

5

6

7 縄中中 ?

8 縄中後

石

土  器 縄中後
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1363 122 8住 土  器 縄中後 8住 土 器 縄中後 8住 土  器 縄中後

1 11住 縄後 ?

2

縄中後

縄中中

縄中後

縄後晩

縄中中 ? 縄中後

縄中後

縄 中中

縄中後

縄後 ?

縄中後

1365 1

縄後 ?

205 縄中後

206

縄中中 ? 5

縄中後

209 7

縄中中

縄中後

黒曜石

1366 1 」ヒ  暑3 縄中後

2

4

縄中中 5

縄中後 6

7

8

9

166

227

縄中中 232

縄中後

236

縄中中
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1366 11住 土  器 縄中後 1369 11住 土  器 縄中後 n住 土  器 縄中後

0

1

2

4

5

6

7

8

1370 1 9

4

5

6

7

0 l

1 2

縄後 ? 2 3

縄中後 4

4 5

5

7

7

8

9

黒曜石 縄中後 ?

縄 中後

1367 1 土  器 縄後 ?

縄中後

4

5 縄後 ?

6 縄中後

1368 l

2

3

4

5

6

7

1

2

1

4

6

7 縄後 ?
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1373 1 11住 土  器 縄 中後 4 11住 土  器 縄中後 1378 7 第 1土壌 土  器 縄中後

2 5 8

3 6

4 7

5 8

6 9

7

8

9 縄後 ?

縄 中後

縄後 ?

縄中後

縄後 ?

縄中後

土師器 ?

土  器 縄中後

黒曜石

石 黒畷石

土  器 縄中後 土  器 縄中後

1375 1 土  器 縄中後

1 8住

黒曜石

1376 1 土  器 縄 中後

須恵器 4

土  器 縄中後 5

4

1 7

4

黒曜石 1378 1 第 1土疲 縄中中 ?

l・l中 中

1374 1 土  器 縄中後 4 石

土  器 縄中中 ?

6 縄 中後 縄中後
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1380 1 8住 Jl 器 縄 中中 1386 11住 土  器 縄中後 1386 11住 土師器 ?

1 10住 土師器 平 安 石

1

2

7

1385 1 11住 土  器 l・l中後 石  器

黒曜石

4

1 縄中中

縄中後

1 土  器 縄中後

5 2

3

7

黒曜石

7

」ヒ  暑
=

縄 中後

1388 1

縄後 ?

縄 中後

縄後 ?

縄中後

1389 1

2

3

4

5

6

7

8

9
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11住 土  器 縄中後 1390 11住 土  器 縄中後 1392 11住 土  器 縄中後

縄後 ?

縄中後

1

2 石

3 1 土  器 縄中後

4 2

5 3

6 4

7 5

8

9 7

石

土  器 縄後 ? 3

縄中後

1390 1

2 石  器

3 土  器 縄中後

7

陶  器 平 安 灰 釉

土  器 縄中後

1

1

4

4 1395 1

5 2

3

7 4

5

1396 1

2

3

4

5

6

7

アF  暑
=

1398 1

2 土  器 縄中後

3

4
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1398 11住 土  器 縄中後 1403 8住 土  器 縄中中 H-0 」L  暑
=

縄中後

6

縄中後

石

1404 1 H-0 土 器 縄中中 ?

2 縄中後

4 縄後 ? 縄 中中 ?

縄後 ? 5 縄中後 縄 中後

縄中後 6

黒曜石 7 Fll中 中 ?

8 縄中後

1399 1 二11  1器 縄 中後 9 縄後 ?

縄中後

4 縄中中 ?

5 縄中後

6

7

8

9

黒曜石

Jl  暑: 縄 中後

縄後 ? 縄中中 ?

縄 rl・ 後

縄中後

1400 l 縄後 ? 縄中中 ?

2 縄中後 土師器 平 安 縄中後

3 土  器 縄中後 縄中中

4 縄中後

5

6 縄後晩

7 縄中後

黒咄石

縄中初

1 二11  を患 縄中後 縄中後

2

1402 1 8住

7

flllrJ: rf:

1403 1 縄 中後

縄後 ?
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H-0 土  器 縄後 ? 1409 1 11住 土  器 縄中後 1413 E-4 土 器 縄 中後

縄中後

陶 器 江  戸 灰 釉

土  器 縄後晩

縄中中 黒曜石

縄中後 土 器 縄中後

縄中後

1 11住

縄 中中 ?

縄後晩 4

縄後 ? 黒曜石

黒曜石 土  器 縄中後 1

土  器 縄後 ? 1 2

縄中中 2

縄後 ? 4

4 5

5 6

縄中後 6 7

縄後 ? 7

縄 中後 9

9

0

1

1405 1 7住

2 3

4

4 5 黒曜石

5 6 土  器 縄中後

6 7

7 縄中中 8

8 9

9 黒曜石

1406 l 8住 土  器 縄中後

2

3 l

4 2 縄後 ?

5 3 縄中後

6 石  器

7 土  器 縄後晩

8 縄 中後

7

縄後 ?

縄中後

1 n住

2 縄後 ?

3 縄中後

4

5 縄後 ?

6 縄中後

7

8

9

石  器

1412

1413 l E-4 土  器 縄 中後
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1415 土  器 縄中後 1415 11住 土  器 縄 中後 1417 8住 土  器 l・l中後

1416 8住 石  器 凹 石

1417 1 土  器 縄中後

2

3

4

5

7

9

縄中中 ?

縄中後

黒曜石

土  器 縄中後

1418 1

2

3

4

5

6
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7 8住 土  器 縄中後 8住 土  器 縄中後 1425 H住 土  器 縄中後

8

Fll中 後 ?

縄後 ?

縄中後

1423 1 11住 縄後 ?

縄中後

黒曜石

1 土  器 縄後 ?

7

1419 黒曜石 縄後 ?

1420 石  器 薔製石月 縄中後 縄 中後

縄後 ? 縄後 ?

1422 1 土 器 縄中後 縄中後 縄中後

縄後 ? 縄後 ?

l 縄中後

縄中後

1426 1

4 縄後 ?

縄中後

4

7 5

9

縄後 ?
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」ヒ  暑静 縄中後 1427 11住 土  器 縄中後 11住 土  器 縄中後

石  器

土  器 縄中後

縄後 ? 黒曜石

土  器 縄中後

縄中後

縄後 ?

黒曜石

1427 1 石 土  器 縄中後

2 上 器 縄 中後 1432 1 D-4
3

4 1428 1

2

6 3 5

7 4

5 黒曜石

6 土 器 縄中後

7

8

11

1433 11住

1434 1

石

1429 1 土  器 縄 中後

3 黒曜石

土  器 縄 中後

1435 1

1430 1

7

1 縄後 ?

縄中後
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1435 11住 土 器 縄中後 1438 11住 土  器 縄中後 1440 11住 土  器 縄中後

石  器

黒曜石

1 土  器 縄中後

2

3

4 黒曜石

5 土  器 縄中後

6

7 黒曜石

8 土  器 縄中後

9 黒曜石

土  器 縄中後

1442 1

2

黒曜石 3

石  器 土  器 縄中後 えヨ  暑
=

黒曜石

黒曜石 土  器 縄中後

1440 1

1 土  器 縄中後

2

1443 1

5

7

1437 1

石

1438 1 土  器 縄後 ? 黒曜石

縄中後 土  器 縄中後

7

8

9 不  明

土  器 縄中後
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1443 11住 」ヒ  暑
=

縄中後 7 D-4 土  器 縄中後 1454 8住 石  器

石  器 土 器 縄中後

土  器 縄中後 黒曜石

土  器 縄中後

1455 1

2

1 E-4 4

5

6

石  器

土  器 縄中後

黒曜石

土  器 Fll後 ? 1449 2住 Zヨ  暑
=

警製石月 1456 1 12住

1444 1 縄中後 13住

1 8住 骨

木  炭 4

1445 1 1 土  器 縄中後 1

縄中中

縄中後

4

5

7

1 D-4

1 第 1土毅

縄中中

縄中後 土 師器 平  安

7 4 土  器 縄中後

5

7

石 黒曜石

土  器 縄中後 縄中中 土  器 縄 中後

石 縄中後

=L 器 縄中後

黒曜石

1459 1 11住 石  器 石 鏃

土  器 縄中後 2

1 土  器 縄中後

1447 1 4

5

3 縄 中中

縄中後 7

5 9

石
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11住 土器 縄中後 1463 11住 土 器 縄中後 1466 11住 土  器 縄後 ?

縄中後

1467 1

4

1

縄後 ?

縄中後

縄後 ?

縄中後

1 縄後 ?

縄中後

4

5 1 E-4
6 2

7 3

8 4

9 5 石

6 石  器

7 土  器 縄中後

8

9

1462 1

2

3 黒曜石

4

5 1 11住

6 2

7 3 1468 1 土  器 縄中後

8

9

黒曜石

1466 1 土  器 縄中後

黒曜石

1463 1 」L  暑
=

縄中後 縄後 ?
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1468 11住 Jl 暑静 Fll中 後 11住 土  器 縄中後 1477 H住 土  器 縄中後

縄後 ? 7

縄中後

11

黒曜石

1469 1 土 器 縄中後

2 1472 1

4

7

l

1470 1 4

5

6 1478 1 D-4
2

3

黒 曜 石 1479 1 1111

土 器 縄中後 2

1474 1 1480 1 8住 縄中中

2 2

3 3 縄中後

1475 4

1476 1 5

2

1477 1 7

2

3 1 13住 石  器

4 土 器 縄中後

5 縄後 ?

7 縄中後

flllF',1,

縄中後

縄後晩

lal中 中

縄中後

縄中中

黒曜石

縄後晩

土  器 縄 中後 縄中後

1
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1481 13住 土  器 縄中後 13住 土 器 縄中後 1482 13住 土  器 縄中後

縄 中後 ? 1483 1 8住 黒曜石

縄後晩 縄中中 ? 2

1484 土 器 縄 中後

縄中後 1485 1 ffirf rf:

縄中中 ? 縄中後

縄中後

縄中後 ? 縄中中 ? 1

縄中後 縄中後

4

6

7

1487 1 11住

1488 l

縄後 ?

1489 1 縄中後

ZF  暑:

土  器 縄中後

黒曜石

石  器 土  器 縄中後

土 器 縄中後

縄中後 ?

縄中中 ? 縄中後 1490 11 石  器

縄後晩 土  器 縄中後

縄中後 1 1492 1

縄中中 ? 2

縄中後 3

縄 後 ? 5

7 5

8

9 7 縄後 ?

縄中後 縄中後

0

rll中 中 ? 1

73-2 縄中後 2

縄中中 ? 3

縄中後 4

5

縄中中 7

縄中後
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n住 土 器 縄中後 11住 土  器 縄中後 1508 第2土壌 土  器 縄中後

縄中中 ?

縄中後

縄後 ?

縄中後

黒曜石

黒曜石

1 土  器 縄中後 1509 1 12住

7 縄後 ?

1507 1 土 器 縄中後 1510 1 第 2土坂

1 11住 縄中後

7 黒曜石 1512 1

土  器 縄中後 3

7

1

2

3

4

5

6

1 第 2土壌 7

2 8

3 9

4 黒昭石

5 縄中中 ? 1 8住 土 器 ffir:ltlft

縄 中後 2

7 縄中中

縄中後 4

9 1515

1516 1

3
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1516 8住 二L  器 縄中中 ? 1519 13住 土  器 縄 中中 ? 1520 1 13住 土  器 縄中中

5 縄中後 2

1 13住 スF  ,3 3 縄中後

二11  2や 縄中後 4 縄中中

縄中後 縄中後

4 縄中中

縄 中後 7

7

縄中中 ?

縄中後 縄中中 ?

縄 中後

縄中中 ? 縄中中 ?

縄 中後 縄中後

縄 中後 ?

石  器 縄後 ?

縄中後 l・l中後 ?

lll中 後

」1 器 縄中後 縄中中

ffi4"fi 縄中後

縄中後

縄中中 ?

縄中後

縄中中

縄中後

縄中中

1 縄中中 縄中後

2

3 黒曜石

4

5 土  器 縄 中後

6

7 石  器 凹 石

縄r卜 l11? 縄中中 1522 1 11住 土  器 縄 中後

縄中後

縄後晩

11 4

縄 中後 5

縄後晩 6

縄中後 7

1519 1 縄中中 8

縄中中 ? 9

縄中後 1523 1

4 2

3

4

5

9 7

縄 中後

縄中中

縄中後 縄中中 ?

縄中中

縄中中 ? 縄中後

縄中中
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1539 11住 上  器 縄中後 H住 土  器 縄中後 7 E-5 土  器 縄中後

縄後 ?

縄中後

1

縄後 ?

縄 中後

1540 1 縄後 ?

2

3

4 1542 1

5

6 縄中後

7

9

石  器

1 土  器 縄中後

2

3 1544 1 11住

4

5 縄後 ?

6

7 縄中後

黒曜石

黒 曜石

石  器 凹 石

土  器 縄中後 縄中中 ?

l 縄 中後

2

3

4

5

6

7

8

石  器

黒曜石 1545 1 土  器 縄中後

土  器 縄中後 縄後 ?

1543 1 E-5 縄中後

4

縄後 ?

6 石  器

7 土  器 縄中後
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1545 9 11住 土  器 縄中後 H住 土  器 縄中後 1558 11住 土 器 縄中後

縄後 ? 1559 1

縄中後

4

1

2 石  器 7

3 1555 1 土  器 縄中後 8

4 2 9

5 3

6 4

7 5

8 6 石  器

7 黒曜石

土  器 縄中後 黒曜石

土  器 縄中後

11

1556 1

4

5

6

7

黒曜石

石  器 1557 1 土 器 縄中後

土 器 縄中後 2

3

4

1547 l 縄後 ? 5

2 縄中後

7

1549 1

2 1560 1

石  器

11 黒曜石

5

1

縄後 ?

9

1552 縄 中後

1 縄後 ?

554 1 縄中後

3
|

1 土  器 縄中後

4 2

5 3

6 4

7 5

8 6

9 7

石 器

1 土  器 縄中後

1
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3 11住 土  器 縄中後 1565 13住 土  器 縄中中 1569 11住 土  器 縄中後

4 縄中後

5 縄中中 ?

6

7 縄中後

8 7

9

縄中中

縄中後

l・l中 中

縄中中 ?

縄中後

石  器 叩石

1566 1 土 器 縄中中

2 縄中中 ?

3

4

5 縄後 ?

1567 1 縄中中

2

3

4 石

1568 1 11住 土  器 縄中後

2

1570

4 1

2

3

7 4

5 黒 昭石

6 土  器 縄中後

1562 1 7

土師器 平 安

土  器 縄 中後 9

7 黒曜石

二L  器 縄中後

1572 1

1

縄後 ? 3

縄中後 4

5

1573 1

2

1563 1 7 3

4

5

縄後 ? 6

7

1564 1 13住 縄 中後 1574 1

2

4

5 5 縄中後 ?

6 縄 中後

1 縄中中 7
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1575 1 11住 土  器 縄中後 1578 11住 土  器 縄中後 1582 11住 土  器 縄中後

1

1579

7 1580 1

4

5 黒曜石

6

7

8

石  器 チャート

1582 1 土  器 縄中後

2

4

7

黒曜石

石  器

1577 1 土  器 縄中後

黒曜石

土 器 縄中後

縄後 ?

縄中後

1578 1

2

3

4

5

6

7

―-170-―



遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

上

場

所

器 種 時 代 備 考

実

測

図

番

号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

土

場

所

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

遺

物

番

号

細
　
番
　
号

出

上

場

所

器 種 時 代 備考

実
測
図
番
号

1582 11住 土  器 縄中後 1582 11住 土  器 縄中後 1587 11住 土  器 縄中後

黒曜石

1 J二  器 縄中後

2

3

黒曜石 4

土 器 縄中後 5

6

石  器 7 土師器 平 安

1583 1 土 器 縄中後 8 土  器 縄 中後

2

3

4

1585 1 1

2 2 縄後 ?

3 3 黒曜石

4

5 1 土  器 縄中後

6 2

7

8

9 1

11 1592 1

縄中中

縄 中後 ?

縄中後

1586 1 1

2

1587 1 4

5

6

7

8

9

157

9 石

土  器 縄中後
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1593 11住 土  器 縄中後 1602 11住 土  器 縄 中後 1609 1 11住 土  器 ffilltlft

1610 1 13住

4

5 縄後 ?

細L:中
:中

7 縄中後

縄中中 ?

1603 1 縄中後

黒曜石

4

1 土  器 縄中後

6

1604 1

2 石 4

3 土  器 縄 中後 5

4 1612 1

l 5 2

1605 1 1613

2 1

4 3 2 縄中中 ?

4 3

1595 5 4 縄中後

1 14住 6 1615 1

2 1606 1 2

2 3

4 3 4

5 縄中中 4 5

5 6

7 6 7

8 縄中後 7 8

9 8 黒曜石

9

石

1 土  器 縄 中後 土  器 縄中後

2 石  器

3 土  器 縄中後

4

Zゴ  暑
=

炉 内 7

投 弾 黒曜石

1 土  器 縄 中中 1616 1 土  器 縄中後

2

3 縄中後

4 1608 1

5 黒曜石

縄後 ? 1617 1 11住 土  器 縄中後

1599 1 縄 中後 黒曜石

土  器 縄中後

11住

1 黒曜石

2 黒曜石 石  器 石 鏃

3 11

4 土  器 縄中後 陶  器 平 安 灰 釉

1 1618 E-4 石  器 チャート
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1619 1 E-5 土   器 縄中後 1619 E-5 土  器 縄中後 1622 15住 土  器 縄中後

2

3

4

5 15住 石

6 1622 1 土  器 縄中後

7

8

縄後 ?

縄中後

黒曜石

石

J二  暑請 縄中後 土  器 縄中後

1

石  器

土  器 縄中後

縄中中 縄後 ?

縄中後 縄中後

陶  器 平 安 灰 釉

土  器 縄中後

土師器 ?

石  器

黒曜石

縄後 ? 土  器 縄 中後

縄中後 1623 1

2

3

4

5

7

1624 1 石  器

土  器 縄中後
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1624 15住 土  器 縄中後 1626 15住 土  器 縄 中後 1629 0-4 土  器 縄中後

1 15住

2

3

4

1625 1 5

2 1627 1

3 2 縄中中 7

4 3 縄中後

5 4 9

6 5

7 6

8 7

9

1

3

1626 l

2

3 石  器

土  器 縄中後

石  器

土  器 縄 中後

黒曜石

11

P-4 土  器 縄 中中

1632 1 15住 縄中後

縄中中

縄後晩 4

縄中後 5 縄中中 ?

lll中 後

7 土師器 内黒

1 J二  暑
=

縄 中後

2

3

4

縄後晩 5

縄中後 1635 石  器

1636

1637 1 土  器 縄中後

石 2

3

1629 1 0-4 土 器 縄中後 4 ffirf rf r
2 5

3 6

4 7 縄 中後

5 8

6

7
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1637 11 土  器 縄中後 8 15住 土  器 縄中後 1659 9 15住 JL  暑
=

縄 中後

0

2

石 3

黒曜石 4

1649

縄中中 ? 17

1638 1 土 器 ff[tf L[t 縄中後

2 黒曜石

3 縄中後 土  器 縄中後

1639 石  器 1650

1640 投 弾 須恵器

土  器 縄 中後 1660 1 土  器 縄中後

1642 1 縄中中

2 縄中後

3 縄中中 ?

1643 1 7 縄中後

2

黒曜石 7

縄中中 ? 1 土 器 Fll中 後

縄中後

4

1 5 3

f[rfi r:ft

7 5 縄中後

1652 1 6

5 2

1645 1 1653 1 縄中中

2 2 縄中後

3 3 4

4 4

1646 l 5 #[r+' + ?

6 l rll中 後

1 7 2

2 8

3

4 1655 l

5 率l畔 :「ト

6 7 縄中後
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書 名 八幡屋敷遺跡
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応、 り が な

所 収 遺 跡 名

S、  り  が  な

所 在 地

コ ド Jヒ  綱F 束  経 調査期 1田 調査面積

nf

調査原因

TF田∫1け 遺跡番号

はちまんやしきいせき

八幡屋敷遺跡

ながのけんかみいなぐん

長野県上伊那郡

たかとおまちおさふしなかしょう

高遠町長藤中条

2043 138 
°

05 
′

50 
″

19960527

19960823

12,000

l

団 体 営

農地環境

整備事業

黒沢地区

ほ場整備

工事

所 収 遺 跡 名 種 男ll 主 な ‖寺 イ
‐
t 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

八幡屋敷 組文時代

弥生時代

組文時代中期の

竪穴式住居 lL

13基

組文時代中julの

土壌  2基
平安時代の竪穴

式住居址  2基

中趾の掘立建物

力L  l_2志

・組文時代中期の

上器

・平安時代の土師

器

0平安時代の灰 nh

陶器

・江戸時代の陶器

各時代の遺物が出

上 してお り、複合

遺跡の位置付けが

確証 された。
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第 1号住居址

第 2号住居址



第 3号住居址

第 4号住居址
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第 5サ住居街L

第 6号住居lll
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第 7号僧ittiL

第 8号住居 l■L
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第13号住居址

第14号住居址



図版
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第15号住居 lll

堀立建物址



図版  9

鉄釉鉢 梁付硫



図版 10

1号住居址 2号住居址

2号住居址 2号住居址



第13号住居 lJ「

第14号住居llL
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第15号住居址

堀立建物址
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図版 10

1号住居址 2号住居址

2号住居址 2号住居址
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2号住居址 12号住居址

4号住居址 4号住居址



図版  12

5サ住居JL 5号住居創1

5号住居址 6号住居ll



図版  13

8号住居力[ 8け住几II力 L

8号住居址 8り‐住居lL



図版  14

H号住居址 11号住居l■

11号住居址 8号住居址



図版  15

12号住居址 14号住居址

15号住居址 Iト レンチ



図 版 16

Iト レンチ

Eト レンチ

B-0ト レンチ Iト レンチ



図版  17

10号住居址

10号住居カト

10号住居洵「

9サ illた1カ「

Tト レンチ 10号住居址



図版  18

H号住居 ll「

Hサ住居址

H号住居址

堀立建物址 10号住居址



図版  19

Eト レンチ出土石器 石  匙

石  匙 第 3号住居址石鏃



図版 20

第 4号住居址埋菱

第 2号住居JL埋甕

第 4号住居力LllF甕
第 5号住居址埋甕

第 5号住居址埋甕

第 5号住居lLllF甕

第11号住居llL埋甕 第 6号住居力田 甕


